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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎

観光名所（従業
員）

来客数の動き ・例年３月は卒業旅行シーズンであることから、若者
の利用が増える傾向にある。今年は若者の利用が例年
よりも多く、好調であった。全体の利用客も見込みを
２割ほど上回った。また、かなりの客が土産を買って
おり、以前のような消費行動が戻りつつある。

○
一般小売店［土
産］（経営者）

販売量の動き ・売上は2024年比で153.8％、2023年比で165.8％、
2022年比で456.5％、2021年比で878.8％、2020年比で
856％、2019年比で211.8％となっている。

○
衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・スーツの売れる時期を迎えるなか、今年は人事異動
が多いことから、買換えが進んでいる。来月も人事異
動の着任に伴って買換え需要が生じるとみられる。

○
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・３月までローンの金利を低く設定している車種があ
るため、前月と同様に販売量が伸びている。周りをみ
ても同じような動きになっている。

○

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・今冬は恒例の冬のイベント、スキーなどの冬型ス
ポーツに対するインバウンドの需要が特に好調であっ
た。アジア圏からは直行便を利用して、欧米圏からは
国内の主要空港から乗り継ぐケースが多くみられた。
また、国内客についても、アイドルグループのコン
サートや春休み旅行などのプラス要因がみられた。こ
れらのことから、航空需要は好調に推移した。

○
旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・３月半ばから新規案件の問合せがとても増えてい
る。旅行にかける予算も、前月と比べて増加してい
る。

○

タクシー運転手 来客数の動き ・１年以上にわたって、乗務員を順調に採用できてお
り、３月の乗務員数は前年から約40％の増加となっ
た。タクシー１台当たりの売上も前年比プラス10％と
好調であった。この結果、３月の売上は前年から55％
の増加となった。

□
商店街（代表
者）

単価の動き ・販売価格の２極化がますます進んでいる。

□

商店街（代表
者）

来客数の動き ・物価高や燃料価格高騰の影響で、地域住民の来街は
減少したままである。前月や前々月は、夜型飲食店で
まずまずのにぎわいがみられたが、３月の平日の様子
をみる限り、酔客などの姿が減っている。外国人観光
客の姿を見掛けることも当区域では少ないままであ
る。

□
一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・景気に力強さがない。前年後半からの閉塞感が変
わっていない。

□
百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・ここ数か月、地元客による買物が低調なまま変わら
ない。

□

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・インバウンドの安定的な入込により、全体的な消費
動向は堅調に推移しているものの、道内の一般消費者
による購買は、物価高の影響で低調なままである。こ
うした状況はしばらく続くことになる。

□

スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数は伸び悩んでいるものの、携帯電話やランド
セルなどの高単価商材は売れている。金を使う物、使
わない物の線引きがシビアになっている様子がうかが
える。

□
スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・雪解けやインバウンド効果もあって、来客数が前年
並みに近づいている。一方、買上点数は減少している
が、客単価の上昇がそれを補っている。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数はどうにか維持できているが、商品の値上げ
が収まらないことから、酒、たばこなどのし好品の売
上が低迷している。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・米やガソリンの価格高騰により、引き続き家計には
大きな影響が出ている。インバウンドの入込が落ち着
いていることもあって、来客数は減少傾向にある。

　景気の現状に対する判断の理由及びそれに対する追加説明等について、その主だったもの
及び特徴的と考えられるものを取りまとめると以下のとおりであった。

家計
動向
関連

(北海道)
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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

□

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・直近の新車の販売状況について、変化がみられな
い。新型車が投入されたものの、価格面の問題と割当
て台数の少なさから、景気を変化させるような材料と
はなっていない。

□

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・１月及び２月の販売量が奮わなかったため、納車の
タイミングとなる３月の売上が例年と比べて減少して
いる。ただし、サービス部門の利益は例年並みとなっ
ている。

□

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

単価の動き ・前年12月以降、燃料油価格激変緩和補助金の補助率
が段階的に引き下げられていることで、石油製品の価
格が高止まりしている。灯油の需要期となる冬季に補
助金が減額されたことで、特に灯油価格に与える影響
が大きくなっている。

□

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・ランチが順調なことから、３月も前年並みの売上が
期待できる。昼はなじみ客が減少しているものの、新
規客が増えている。ただし、新規客は料理の説明をし
ても反応が薄く、物足りなさを感じる。夜は早い時間
帯の予約客ばかりで、歓送迎会のような集まりは多く
なかった。以前は歓送迎会の予約が早い時期から入っ
ていたが、今は大分少なくなっている。先日、ピッ
ツァの認定店を訪ねた人から聞いたところ、ランチが
混雑しており、量が多めで価格も適正なピッツァセッ
トが好評なようでうらやましかった。

□
スナック（経営
者）

来客数の動き ・３月に入っても、景気は余り変わらなかった。

□

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・景気のやや悪い状態が続いている。大阪・関西万博
の開催に向けて、旅行需要が盛り上がることを期待し
ていたが、開幕１か月前になっても申込みが増えるよ
うな様子がみられない。

□
タクシー運転手 来客数の動き ・天候の悪い日は利用が増えるものの、一時的な動き

にとどまっている。日中も夜間も状況は大きく変わっ
ていない。

□
タクシー運転手 販売量の動き ・乗務員不足が顕著であり、想定しているような稼働

台数を維持できない状況にある。

□

美容室（経営
者）

来客数の動き ・前年から、各種商品の値上げに対する客の警戒感が
強くなっており、来店周期も長期化していたが、最近
になって、徐々に以前の来店周期に戻りつつある。多
少ではあるが、売上も増加傾向にある。

□
住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・住宅市場は、資材価格の高騰、人件費の増加、金利
上昇の影響で厳しい状況が続いている。

□

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・分譲マンションのモデルルームを訪れる客につい
て、購入の意思決定に要する時間が短くなっている。
また、少しずつではあるが、来客数も増加傾向にあ
る。

□
住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・建築単価が高止まりしているなか、住宅ローン金利
が上昇していることで、消費者の購入意欲が停滞して
いる。

▲
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客の話を聞く限り、景気は良くなっていない。

▲

商店街（代表
者）

来客数の動き ・前年末から来客数と売上が減少し始めており、３月
に入ってからは落ち込みが顕著に表れている。特に駐
車場の稼働率が低いことから、客が来街を控えている
ことがうかがえる。物価、特にガソリン価格の高騰が
客の消費行動にボディーブローのように効いているこ
とから、今後の動向にも不安がある。

▲

スーパー（役
員）

お客様の様子 ・３月は春のお彼岸があったが、花や菓子などの関連
商材の売上が良くなかった。客の生活防衛意識が強ま
り、生活必需品以外は買わない傾向が強まっているこ
とがうかがえる。

▲
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・物価高の影響もあって、売上は増加傾向にあるもの
の、来客数は減少している。客の来店頻度が低下して
いる状況にある。

▲

衣料品専門店
（経営者）

それ以外 ・今年は春の訪れが遅いことから、春物商材が売れて
いない。原材料価格が高騰しているが、客の節約志向
が強まっているため、価格転嫁も思うようにできな
い。売上は前年並みで推移しているものの、人件費の
増加などにより、利益が圧迫されている。
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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

▲
衣料品専門店
（エリア担当）

来客数の動き ・米を始め、食料品の価格が高騰していることから、
客が衣料品への支出を控えている様子がうかがえる。
客単価が上昇していないこともそれを裏付けている。

▲
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・物価高や貸出金利上昇の影響が顕著に表れている。
個人客は消費マインドが低下しており、法人客は様子
見している状況がうかがえる。

▲

住関連専門店
（役員）

販売量の動き ・３か月前と比較すると、売上の前年比が低下してい
る。特に春物商材の売上が低調なことから、食料品の
値上げを要因に客の買い控えが強まっていることがう
かがえる。このため、景気はやや悪くなっている。

▲

その他専門店
［造花］（店
長）

お客様の様子 ・３月に開催したイベントの来客数が例年よりも１割
ほど減少するなど、来客数の減少傾向が続いている。
また、客の様子をみると、必要品のみを購入する客が
多い。新商品への関心も薄れている。

▲
高級レストラン
（スタッフ）

お客様の様子 ・各種値上げの報道ばかりで、景気を上向かせるよう
な報道がないこともあって、停滞感が強まっている。

▲
高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・観光の閑散期ということもあって、来客数の落ち込
みが大きくなっている。

▲

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・前年と比べると、来客数が徐々に減っている。特に
近場の温泉の宿泊予約は、毎年のように販売量が減少
している。宿泊代金が上昇していることで、近距離の
旅行を控える傾向やＷｅｂ経由で直接宿泊施設を手配
する傾向が強まっている。

▲

通信会社（企画
担当）

競争相手の様子 ・店舗の販売員が不足しており、販売目標に対して人
的パワーが不足している。人材派遣で補おうとして
も、競合他社が高額で人手を確保してしまうため、人
手不足が解消できない状況にある。販売員の疲弊も目
立っている。こうした状況は、全道的に生じている。

▲
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・客から物価の高騰で悩んでいるという話をよく聞
く。

▲

その他サービス
の動向を把握で
きる者［フェ
リー］（従業
員）

来客数の動き ・３月は天候要因による欠航が多く、計画どおりに輸
送できなかったことから、当初の見込みを下回った。

×
一般小売店（経
営者）

来客数の動き ・景気は３か月前と比べて悪くなっている。先行きが
不透明なことから、今後への不安も増している。

×
スーパー（店
長）

販売量の動き ・物価の高騰が収まらないことから、客の買上点数が
落ち込んでいる状況にある。

×

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・値上げの動きが続いているなか、新年度から一層の
値上げが予定されていることから、客の買物がますま
すシビアになることが懸念される。物価の上昇幅を上
回るような賃金の引上げがみられないことが問題であ
る。

×
観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・地域の航空路線は充実しているものの、国内団体客
及びインバウンドの集客に苦戦している。特に台湾か
らの客の落ち込みが目立っている。

×

タクシー運転手 販売量の動き ・３月は卒業や異動のシーズンであり、夜の街は送別
会や謝恩会でにぎわうことになるが、今年は例年より
も人出が少なかった。客の消費マインドが低下してい
ることがうかがえる。

◎ ＊ ＊ ＊

○

建設業（役員） 受注量や販売量
の動き

・次年度繰越し工事以外の現場では、全て予定どおり
しゅん工を迎えた。追加工事に伴う上乗せで採算の良
い現場が多く、完工高も利益も計画を大きく上回り、
好決算が確実となった。

○

輸送業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・倉庫関連では、バターの保管が堅調に推移してい
る。飲用乳の需要が伸び悩んでいることでバターへの
転用が進んでいることが理由とみられる。トレーラー
輸送では、紙パルプが順調に推移している。飲料関連
も徐々に動きが出ている。年度末ということもあっ
て、本州間で雑貨などの輸送も増えている。こうした
傾向がしばらく続くようだと、今後の活発な荷動きが
期待できる。

○
輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・春先となり、３か月前と比べると貨物量が増加して
いる。客先からの引き合いも増えている。

企業
動向
関連

(北海道)

40 



分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

○

その他サービス
業［建設機械
リース］（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・人手不足問題はあるものの、国内の建設投資は公共
投資も民間投資も堅調に推移している。

□

農林水産業（経
営者）

受注価格や販売
価格の動き

・かんきつ類の不作が影響して、果物の市場価格が高
騰している。また、雨が少ないことから、青果物の収
穫が全体的に安定していない状況にある。青果物市場
が長いトンネルに入った可能性がある。

□
家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・米国の関税の動向が不透明なことから、海外ビジネ
スに影響が生じることが懸念される。

□

建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・今年度の受注量が目標を上回っていることから、景
気は良好といえる。ただし、案件の量と比べて、技術
者の不足が目立っており、対応できる業務量に制限が
生じている。

□

通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・ＩＴ関連や情報通信など、大部分の取引先から、今
期の収支や現在の業績状況について、計画どおりとの
話や予算を上回るとの話を聞くことから、景況感は引
き続きやや良い状態にある。

□
その他非製造業
［鋼材卸売］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・建築関連工事の案件について、一部の工事が動いて
はいるものの、全般的に仕事量が少ない傾向にあり、
ベース商品などの動きが鈍くなっている。

▲
食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・例年、年度末は受注量の増える時期だが、今年はふ
だんの月と変わらない受注量となっている。

▲
食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・３月の販売量は前年比プラス20％であったが、３か
月前の12月の販売量は前年比プラス23％だったため、
景気はやや悪くなっている。

▲

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・仕入価格や原材料価格の高騰に対して、一定程度の
価格転嫁が行われているものの、企業からは、これ以
上の価格転嫁は難しいといった声や人件費、労務費の
上昇分の価格転嫁は取引先の理解が得られないという
声を聞く。このため、景気はやや悪くなっている。ま
た、物価高が続いていることで、消費者の節約志向が
強まっていることもマイナスである。

▲

司法書士 それ以外 ・受注量や取引量に変化は余りみられないものの、ガ
ソリンや食料品の価格高騰、インボイス制度の導入な
どにより、支出が増えていることから、景気はやや悪
くなっている。

▲
司法書士 受注量や販売量

の動き
・季節要因もあって、受注量が低迷気味である。

× － － －
◎ － － －
○ － － －

□

人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・求人数は引き続き増加傾向にある。一方、求職者数
は３か月前と比べて急増している。年末年始が終わ
り、転職活動を再開したためとみられる。転職希望者
の増加により、今後、企業では欠員が増えることにな
るため、企業の求人意欲はますます高まることにな
る。ただし、企業の求めるスキルに達していない人材
も多いとみられるため、ミスマッチの状況がしばらく
続くものとみられる。

□

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・建設、運輸、医療など、一部の業界の求人数が増え
ているが、全体としては低調に推移している。一方、
採用については、比較的円滑に進んでいる雰囲気があ
る。

□
求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・求人数は、業種を問わず横ばい又は微増傾向にあ
る。ただし、これが季節要因によるものか、景気が良
くなっていることによるものか、判断が付かない。

□
求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・当地のポテンシャルでは、企業が高収益のビジネス
モデルを構築できないことが多い。そのため、地場企
業の多くが、現在の状況を堪えしのんでいる。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・当地における２月の有効求人倍率は0.83倍であり、
前年を0.06ポイント下回った。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年比で17.8％の減少、月間有効求人
数は前年比で10.2％の減少となり、９か月連続で前年
を下回っている。ただし、特殊要因による影響が大き
く、大幅な落ち込みが継続しているとまではいえない
状況にある。

雇用
関連

(北海道)
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□
学校［大学］
（就職担当）

求職者数の動き ・中小企業の人手不足の状況に変化はみられない。

▲
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数が７か月連続で前年を下回っている。業
種別にみると、人手不足分野に限らず様々な業種で求
人数が減少している。

× － － －

　２．東北（地域別調査機関：公益財団法人東北活性化研究センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
一般小売店［医
薬品］（経営
者）

販売量の動き ・売上は前年比109.6％と３か月前よりも良くなって
いる。決算セールは同121.5％である。ただし、来客
数は同87.8％と減少している。

◎
スーパー（店舗
運営）

来客数の動き ・販売促進策を見直したことで、景気が良くなってい
る。

○
百貨店（催事担
当）

来客数の動き ・化粧品、アパレル等で若年層を中心に来客数が伸び
ており、売上増加につながっている。

○

スーパー（店
長）

販売量の動き ・客単価は前年比101.2％、１品単価は同104.6％、売
上は同106.1％と好調に推移している。ただし、し好
品の酒のみ前年割れしている。客は最低限のものを購
入しているという状況である。

○
スーパー（店
長）

来客数の動き ・新しい販売促進企画が当たり、家族連れでの来店が
増えたため、来客数が増加している。

○
スーパー（企画
担当）

販売量の動き ・４月から酒類が値上がりするため、買いだめ需要が
発生しており、販売量、売上共に良くなっている。

○
スーパー（商品
担当）

単価の動き ・買上点数は前年割れが続いている。しかし、１品単
価の上昇により客単価は前年を超過しており、売上回
復の兆しがみえている。

○
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・本部が打ち出した施策の効果が出ており、売上が増
加している。

○
コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・人の動きが良くなっており、来客数が増えている。

○
コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・価格高騰と季節要因により、売上が伸長している。

○
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・気温が上がり客の動きが良くなっている。また、客
が値上げに慣れ始め、購入金額のハードルが全体的に
下がっている。

○
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・気温の上昇により、例年よりも客の動きが活発に
なっている。

○
家電量販店（従
業員）

単価の動き ・買換え需要でパソコンの販売が伸びており前年比約
110％となっている。洗濯機もドラム式の比率が上
がっており、単価が好調である。

○
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・来客数はそれなりにあり、単価も高めになりつつあ
る。来客数は送別会シーズンということを割り引いて
も良くなっている。

○
都市型ホテル
（支配人）

来客数の動き ・近隣空港で国際線の直行便が増えたことにより、イ
ンバウンドの予約、実績共に増加している。

○
都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・コンサートの開催も多く、花見もあるため、国内外
の客に動きがある。

○

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・旅行カウンターでの旅行販売量、額はいずれもやや
上向きになっており、海外旅行の問合せ件数も増えて
いる。新型コロナウイルス感染症発生前の水準には
戻っていないものの、３か月前よりやや良くなってい
る。

○
通信会社（社会
貢献担当）

販売量の動き ・新生活需要により売上が伸びている。

○

観光名所（職
員）

単価の動き ・天候に恵まれず、来客数は減っているが、レジ通過
客数は増え、客単価も上がっているため、業績は前年
より良くなっている。客の購買意欲が増しているよう
にみえる。

○
競艇場（職員） 単価の動き ・来客数に変化はないが、客単価が増えている。大口

の客が数名いたことが要因とみている。

○
美容室（経営
者）

販売量の動き ・客単価は前年度の実績を僅かながら上回っている。

○
その他サービス
［自動車整備
業］（経営者）

単価の動き ・４月からの販売単価の改定など値上げが受入れられ
ている。

家計
動向
関連

(東北)
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○
設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・民間企業案件は問合せが引き続き堅調である。官公
庁は大型案件の工事価格の高騰に伴い、発注予定が来
年度以降にずれ込んでいる。

□

一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・今年は前年以上に歓送迎会や謝恩会等の会食を伴う
会合があると期待したがなかった。また、今月も大雪
により県外からの観光客のキャンセルなどが多発した
ため、販売量が全体的に伸び悩んでいる。

□
一般小売店［寝
具］（経営者）

販売量の動き ・依然、商品の動きは悪い。

□
百貨店（企画担
当）

来客数の動き ・来客数はイベントや催事の開催時は好調に推移して
いるが、他の売場でのマイナスが大きく、全体でも前
年を割っている。

□

百貨店（経営
者）

販売量の動き ・平日の来客数は減少している。土日は県外客が増え
ている。商品価格の上昇により食料品は苦戦している
が、ストーリー性のある商品は確実に売れている。消
費者が一人一人の価値観に合わせた購買行動をしてい
る。

□

百貨店（従業
員）

来客数の動き ・来客数は店舗都合による特需で増加が続いている。
衣料品、雑貨関連はまとめ買いをする傾向がみられる
が単価は低い。食品関連も価格高騰から必要最低限の
購入となっており、生活防衛意識の高さがうかがえ
る。

□

スーパー（経営
者）

単価の動き ・３月の１品平均単価はほぼ前年並みで推移してい
る。商品原価はアップし、営業コストは増加している
なか、低価格商品の需要が高い傾向が続いている。消
費者の財布のひもは依然固い。買上点数、来客数は前
年をクリアし、売上は悪くないが、利益確保は厳しい
状況が続いている。コスト高を吸収し、価格転嫁を進
めなければならない。

□
スーパー（店
長）

販売量の動き ・商品価格や光熱費等の上昇により、客に節約志向が
みられる。

□
スーパー（店
長）

お客様の様子 ・客の買い控えにより、買上点数の前年割れが続いて
いる。

□
スーパー（企画
担当）

販売量の動き ・販売点数が落ち込んでおり前年比97％となってい
る。商品価格の上昇が大きいとみている。米の値上げ
も影響している。

□

スーパー（業務
担当）

お客様の様子 ・商品の値上げが相次いでいるため、客はかなり吟味
して買物をしている。また、以前よりも買物カゴの中
身が少なくなっている。一方で、目玉商品の動きは良
い。

□
コンビニ（経営
者）

単価の動き ・売上、来客数共に前年比プラスになっている。競合
店が前月に閉店したことがプラスに作用していると考
える。

□
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・３か月前と変わらない。賃上げが進まず、物価も上
昇していることから、来客数は現状維持が精一杯であ
る。

□
コンビニ（経営
者）

それ以外 ・雪は解けたが、来客数はそれほど戻っていない。３
月に入っても除雪代の支払がある。光熱費も高く、経
営は厳しい。

□
コンビニ（店
長）

来客数の動き ・来客数は横ばいである。

□
コンビニ（店
長）

お客様の様子 ・消費者の節約志向が定着しており、買物にもそれが
強く出ている。

□
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・高校の制服と法人向けの制服、作業服の受注があ
り、予算を達成している。

□

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・卒業、入学、入社などの準備がある２～３月を大き
なマーケットとして捉えている。２月に大きく出遅れ
た分を３月にばん回しており、総体的に大きくは変
わっていない。

□
衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・商品本位で購入する客と価格に厳しい客とに２極化
している。モチベーションと連動したニーズは安定し
ている。

□
衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・少子化の影響で入学需要は減少傾向にある。さら
に、物価の上昇で景気が悪くなっており、客単価が落
ちている。

□
衣料品専門店
（総務担当）

来客数の動き ・商品の値段が上がっているため客単価は上がってい
るが、来客数が伸びていない。例年３月には動く春物
商材の動きも悪い。
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□

家電量販店（従
業員）

販売量の動き ・３月に入り新生活需要が本格化し、来客数が増えて
いるものの前年を若干下回っている。家電量販店以外
でも新生活セールを行っているため、販売数量、単価
共に年々下がる傾向にある。しかし、スマートフォン
などの携帯端末が単価、契約数共に伸びており、新生
活セールでの減少分を補っているため、景気は変わっ
ていない。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・依然として配車量は安定しない。

□
乗用車販売店
（店長）

来客数の動き ・生産台数が一時的に増えたため、直近の収益は前年
を超えている。しかし、足元の受注は伸びておらず、
楽観できる状況にはない。

□

その他専門店
［酒］（経営
者）

来客数の動き ・異動シーズンのため飲食店には動きがあり、店頭で
は値上げ前の特需がみられる。しかし、物価高騰によ
る先行きの不透明さから、アルコール飲料は売上の減
少が続いている。

□
その他専門店
［靴］（経営
者）

販売量の動き ・目的を持って必要な物を買いに来る購入意欲の高い
客が多くなっている。

□

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（営業担
当）

販売量の動き ・原油コストに大きな変動はなく、燃料油価格激変緩
和補助金事業の補助額は縮小しているため、年明けか
ら販売価格は高値で推移している。販売数量は前年割
れが続いている。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

来客数の動き ・売上は前年比102％、来客数は同100％である。３か
月前と比べると来客数は好調とはいえない。

□
高級レストラン
（支配人）

来客数の動き ・３月は送別会での利用が増えることを期待していた
が、想定したほどは増えていない。単価がやや高いた
め売上は良いが、来客数は他の月と変わらない。

□
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・歓送迎会の予約件数は、新型コロナウイルス感染症
発生前より少ないものの、今年の３月はここ数年と比
べると良い。ただし、４月の予約件数は少ない。

□
一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・３か月前とほとんど変わらない。

□
観光型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・来客数は多いが、宿泊単価が下がっている。

□
観光型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・来客数は微増し前年を超えたが、安価なプランしか
売れず客単価が落ちている。

□
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・当社契約宿泊施設の先行販売額は、３か月前とほぼ
変わらない。

□
タクシー運転手 来客数の動き ・例年よりも雨などの日が多いため、通勤や買物など

での利用のほかに、入試・卒業式会場までの利用や歓
送迎会での利用が多くなっている。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・顧客の設備投資意欲に変化はみられない。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・物価が上がっているため、客は経費を抑えている。

□
美容室（経営
者）

来客数の動き ・行事に参加する機会が増え、髪を切りにくる頻度が
増している。

□
住宅販売会社
（経営者）

来客数の動き ・新築住宅の受注より、高齢者の住宅の建て替えやリ
フォームが増えている。

□

その他住宅［リ
フォーム］（従
業員）

販売量の動き ・住宅設備機器は、テーブルコンロの販売台数が増加
しているものの、金額の大きいシステムコンロ、エア
コン、給湯器は減っている。リフォームは、屋内の簡
便な修繕工事は増えているが、物価高騰の影響で高額
なリフォーム工事は減っている。

□
その他住宅［住
宅展示場運営会
社］（従業員）

来客数の動き ・来場者数は前月から変化がみられない。

▲
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・物価高の影響を受け、引き続き消費は落ち込んでい
る。

▲
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・廃業、撤退による閉店が目立つ。

▲
一般小売店［医
薬品］（経営
者）

お客様の様子 ・送別会の月だが客は非常に少ない。客からは、各地
の山林火災の被災者のことを思うと繁華街で飲む気に
はなれない人が多い、という話を聞く。
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▲
一般小売店［雑
貨］（経営者）

お客様の様子 ・米など食品類の値上がりが家計を圧迫している。客
は価格を気にしながら買物をしている。

▲
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・来客数、販売量共に10か月連続で前年割れしてい
る。冬期間から続く建設業関係者の来店の鈍さが要因
とみている。

▲
衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・新作入荷フェアを開催しているが、前年と比べて来
客数は減少している。

▲
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・メーカーの決算が余り良くないことが影響してい
る。また、オーダーストップの車が多いため、販売量
の増加に結び付けられない。

▲
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・タイヤ交換の時期がずれており、例年よりも来店が
遅くなっている。また、新卒の若い世代の購入予定の
情報が少なく、来店がない。

▲
乗用車販売店
（従業員）

来客数の動き ・決算期だが、新規来客数は３か月前より減少してい
る。

▲
自動車備品販売
店（経営者）

それ以外 ・運送料金が数か月で更に値上がりし、通信販売事業
の送料負担の持ち出しが増えている。

▲

住関連専門店
（インテリア
コーディネー
ター）

販売量の動き ・以前は住宅やマンションを購入すると、家具やカー
テン、照明器具なども新調するのが一般的だった。し
かし、最近は使えるものは引き続き使い、できるだけ
予算を抑える人が増えている。

▲
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・来客数は多少増えてきているものの、年度末や卒業
式の時期にしては少ない。気軽な来店は期待できな
い。

▲
観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・全体的な売上は微減だが、日により変動が大きく
なっている。

▲
観光型旅館（ス
タッフ）

単価の動き ・単価の低い商品の販売が多く、高単価の部屋は売れ
残っている。

▲
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・１～３月の個人旅行は前年より落ち込んでいる。４
月以降の動きは前年並みに推移している。

▲

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・放送サービス、インターネットサービスの新規加入
者数の伸びが想定以上に悪い。加入促進イベントの実
施により、放送サービスの加入者数は増えたものの、
窓口やＷｅｂでの申込みが少ない。インターネット
サービスは、競合他社のセット割引に新規加入者が流
れている。

▲
遊園地（経営
者）

来客数の動き ・前年、前々年の春は人の動きに勢いがあったが、今
年はみられない。天候にも恵まれないため、来客数は
前年を下回っている。

▲
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・客はスーパーなど生活に必要な最低限のところにし
か金を掛けず、美容院代を節約している。

▲
その他サービス
［寮管理］（管
理人）

お客様の様子 ・進学や就職のシーズンだが、入居者の親からは、物
価高の影響で金融機関に金を借りているという話を前
年よりも多く聞く。

×
一般小売店［医
薬品］（経営
者）

販売量の動き ・今月の売上額は過去最低レベルである。周囲でも小
規模小売店、飲食店の廃業が多くなっている。

×
スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・米やガソリン、灯油など今必要な商品やサービスが
前年より値上がりしており、客が買い控えをしてい
る。

×

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・前月の大雪の影響で春の気分にないことに加え、今
月も低温や降雪などで来客数が減っている。食料品や
灯油、ガソリンなどの価格上昇の影響も少なからずあ
る。

×

その他専門店
［白衣・ユニ
フォーム］（経
営者）

販売量の動き ・とにかく売上が上がらない。競合他社やネット販売
店等にかなりのシェアを奪われており、既存の顧客だ
けでは売上を確保できない。顧客において新入社員が
減少していることも大きく響いている。

×

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・当社の居酒屋部門は歓送迎会等により来客数が増え
ている。新規客からは、生活費や昼食代が軒並み上
がっているため、夜のプライベートな飲食は価格帯の
安い店を選んで出費を調整していると聞く。実際に当
社の価格帯の高い和食部門は来客数が減少している。

◎ － － －

○
農林水産業（従
業者）

受注価格や販売
価格の動き

・米の高値が続いており、前年出荷した米に対する農
業団体からの追加払いが見込まれている。

○
一般機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・新規設備案件の引き合い等が徐々に増えている。

企業
動向
関連

(東北)
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○
電気機械器具製
造業（営業担
当）

取引先の様子 ・物価上昇による見積額の増加が了承される傾向にあ
る。

○

金融業（広報担
当）

取引先の様子 ・物価高に起因する消費者の節約志向に変化はない
が、地域内で賃上げの動きが浸透し始めている。一方
で、企業側の価格転嫁は進捗が遅い。インバウンド需
要は旺盛だが、恩恵を受けているのは一部の業種に限
られている。

□
農林水産業（従
業者）

受注価格や販売
価格の動き

・果物は収穫前だが、米は需要、価格共に高止まりし
ている。

□
出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・期末時期特有の受注が伸び悩んでいる。

□
金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・客先での年度末の在庫調整による影響か、例年より
も減産ムードが強くなっている。

□
電気機械器具製
造業（企画担
当）

取引先の様子 ・半導体製造の顧客動向に変化はみられない。

□
建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・資材価格の高騰は続いているものの、販売価格に織
り込むことができている。ただし、工事案件は少なく
なっている。

□
建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・改修、修繕工事は一定数あるが、受注量に変化はな
い。

□
輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・３月の売上は前年を上回る見込みだが、景気が回復
してきたという感じはない。製造業の主要取引先から
の出荷依頼が増えない限り、景況感は良くならない。

□
通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・顧客に設備投資意欲はみられるものの、実施に移す
様子はみられない。

□
通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・取引先とのやりとりのなかで、景気の良しあしに関
して変化はみられない。

□
広告業協会（役
員）

受注量や販売量
の動き

・物価高騰が止まらず、先行き不安のため消費意欲が
減退している。広告市場は３か月前とほぼ変わりな
く、広告費の縮小傾向が続いている。

□
広告代理店（経
営者）

取引先の様子 ・各社来期の予算がみえてきたなかで、広告予算を大
幅に増やす企業は出てきていない。景気が上向いてい
るとはいえない。

□
経営コンサルタ
ント

それ以外 ・卒業、入学、転勤等により比較的大型の消費が見込
める時期だが、こうした場面でも、消費者の節約意識
が随所に働いている。

□

その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・４月に値上げを控えているため、今月は仮需要が発
生しており、出荷は前年を大きく上回っている。しか
し、実際の市場では物価が上昇傾向にあることから、
消費控えが起こっている。飲食店の集客状況からもそ
れがうかがえる。

□

その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・米や食品の価格上昇が続いており、受注量は前年を
やや下回っている。

▲
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・物価高騰が売上に影響している。また、３月は新幹
線のトラブルが多く、駅の土産売場の売上に響いてい
る。

▲
食料品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・販売量の前年割れが続いている上、落ち込み幅も
徐々に大きくなっている。

▲
食料品製造業
（製造担当）

受注量や販売量
の動き

・集客が見込める大きなイベントもなく、観光シーズ
ンでもないため、来客数は期待値を下回っている。

▲
出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・主力の印刷物の発注量が激減している。

▲
輸送用機械器具
製造業（経営
者）

取引先の様子 ・取引先の動きは、業界に関係なく良くない状況が続
いている。

▲
建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・物価高騰による客先の見積査定の遅れと金額交渉の
長期化により、契約が予定時期より遅延している。

▲
建設業（従業
員）

それ以外 ・受注量に変化はないものの、建設費高騰等の影響で
事業予算内に収まらず、計画中止になる案件が複数出
ている。
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▲

公認会計士 取引先の様子 ・顧客の月次、決算状況から判断している。小売業、
サービス業は好調を維持している企業が多い。製造業
は相変わらず売上等が伸びず、ここに来て建設業も一
部の顧客で業績が悪化している。全体としての景気は
やや悪化傾向にある。

▲
コピーサービス
業（従業員）

受注量や販売量
の動き

・前年並みの受注実績を確保することが難しい。企業
の設備投資は前年よりも若干減っている。

▲
その他企業［企
画業］（経営
者）

それ以外 ・３月は観光客が少ないため、観光消費が減少してい
る。

×
窯業・土石製品
製造業（職員）

受注量や販売量
の動き

・官需、民需共に発注工事が低調で、需要は落ち込ん
でいる。

◎ － － －

○
人材派遣会社
（社員）

採用者数の動き ・来期に向けた計画が固まり、企業が求人の動きを強
めている。採用者数自体も上向いてきている。

○
アウトソーシン
グ企業（経営
者）

それ以外 ・自治体の来年度の委託に関係する予算が増額されて
いる。人件費の上昇分とみられる。

○
新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・年度末で広告の動きが活発になり、売上も前年を上
回っている。

□

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・飲食業は例年どおり学生が卒業してアルバイトを辞
めるため、新規求人が出ている。卸売業やサービス
業、建設業では、慢性的な人手不足が続いており、求
人を掛けている。製造業は米国の関税政策の影響で不
透明なところがあり、採用活動を見送っているところ
がある。

□
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人数は３か月前から変わらず、前年比約80％で推
移している。

□
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・企業の求人数に動きは見られない。

□
新聞社［求人広
告］（経営者）

それ以外 ・雪解けとともにインバウンド需要が回復傾向にあ
り、観光業界に回復の兆しがみられる。

□
職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・販売など一部の業種では人手不足に起因する求人活
動が活発である。製造業は、原材料価格の上昇分を価
格に転嫁できず、採用意欲が低下している。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数、新規求職者数共に前年同月比で減少が
続いており、有効求人倍率は横ばいとなっている。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・有効求人倍率は横ばい圏内の動きが続いている。

□
学校［専門学
校］

求人数の動き ・専修学校での採用活動が解禁されたが、例年並みの
求人数を確保できている。

▲
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数が前年同月比で10％以上減少する月が３
か月続いている。

× ＊ ＊ ＊

　３．北関東（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・各店舗の来客数が前年比105％程度や前年をやや上
回る程度を維持しており、これらが下回る要素は今の
ところない。

○

スーパー（総務
担当）

単価の動き ・４月から各種商材が値上げされるため、まとめ買い
需要があるとみている。このままの売上なら景気は回
復すると考えるが、４月に入りどう動くか次第であ
る。

○
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・この先も、インバウンドや値上げの影響もあるかも
しれないが、まだ良くなっていくと考えている。

○
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・春になり、イベントが増えてくると来客数も増える
ため、景気が悪くても、それなりに来客数は見込め
る。

○
観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・コロナ禍後の春休みとしては、国内客の動きが良く
なっている。

○
都市型ホテル
（支配人）

来客数の動き ・宿泊部門は、梅まつりもあり、高単価、高稼働で販
売できている。また、料飲部門も謝恩会や送別会での
利用が増えているため、やや良くなっている。

○
旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・今は見積り時期なので、依頼が日々増えてきて、や
や良くなっている。

雇用
関連

(東北)

家計
動向
関連

(北関東)
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○
旅行代理店（所
長）

来客数の動き ・例年と比べて、インバウンドが加速している。

○
タクシー（経営
者）

お客様の様子 ・昼も夜も全体的に人の動きが良かったので、前年同
月と比べて10％の増収である。

○
美容室（経営
者）

来客数の動き ・インフレは勢いを増しており、４月から美容商材の
値上げを言い渡されている。当店でも５％の価格転嫁
の時機を見計らっている。

□

商店街（代表
者）

来客数の動き ・３月に入って冷え込みが続き、客の動きは悪い。た
だし、商店街を歩行者天国にした恒例の桜まつりには
多くの人出があり、出店の売上は前年を大きく上回っ
ているものの、個別の店舗への入店客は少ない。

□

一般小売店［精
肉］（経営者）

お客様の様子 ・桜の開花の季節になった。各家庭の財布は小さな口
でしか開いていない。米、野菜等は高値で推移してい
るため、余り手が出ない。青果物も調味料も下がる気
配はないため、買い控えが多い。

□
百貨店（営業担
当）

単価の動き ・食料品の価格上昇に伴い、客単価、商品単価は伸び
ているものの、買上客数の減少がみられ、慎重な消費
行動が継続している。

□

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・目新しい物や話題の物は、高額であっても購買の動
きは変わらずみられる。その反面、季節を問わず利用
できる物を買い求める工夫や、購買数を絞るなどの節
約志向も見受けられる。以前からみられた堅実な購買
活動は続いている。

□

百貨店（店長） お客様の様子 ・物価高の影響が徐々に大きくなっている印象を受け
ている。客の購買行動に大きな変化はないものの、商
売の風向きとしては、良くなっている傾向にはない。
米国大統領の打ち出す政策も含め、少し先の予測がつ
かないことへの不安を感じている人も多いようであ
る。

□
家電量販店（営
業担当）

お客様の様子 ・来客数が減少し、客単価が前年比95％となってい
る。消耗品等のプラス販売の強化もしているものの、
苦戦している。

□
乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・この６か月くらいは自動車販売は逓減し、サービス
部門の売上高は逓増で推移している。全体の売上は減
少し、利益は横ばいである。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・販売台数は堅調なものの、受注残は減少傾向であ
る。

□
住関連専門店
（仕入担当）

販売量の動き ・依然として低価格品の売行きは良いものの、それ以
外は不振である。物価高に対する防衛意識は依然とし
て根強い。

□
その他専門店
（総務担当）

お客様の様子 ・見積件数が少ない。

□
一般レストラン
［居酒屋］（経
営者）

単価の動き ・来客数は変わらないものの、年度末の割には団体客
が少なく、客単価も低迷気味である。

□

その他飲食［給
食・レストラ
ン］（総務）

単価の動き ・備蓄米の入札が実施されたが、どの程度価格に反映
されるかは見通せない。米価は当面高止まりが続くと
みられるほか、食材費は全般的に上がっており、給食
事業における収支確保は厳しい状況となっている。

□
旅行代理店（従
業員）

単価の動き ・春先だが動きは余り変わらない。

□

タクシー運転手 お客様の様子 ・例年なら３月は送別会等で利用客が増えてもよいは
ずだが、今年は物価上昇等でタクシー利用はぜいたく
品になったようで、昼も夜も利用客が減少している。
インバウンドがない地方の状況はひどい。

□
通信会社（社
員）

お客様の様子 ・季節要因もあるが、客からの利用料金の見直しや解
約申出が増えている。物価高の影響もあり、家計の見
直しを背景とした申出が増えている。

□
通信会社（営業
担当）

単価の動き ・米価等の値上がりや物価高傾向が続いている現状で
は、良くなる材料がない。

□
通信会社（総務
担当）

来客数の動き ・例年なら２～３月が販売のピークだが、ここ数か月
は来客数、販売数共に低値安定している。

□
通信会社（局
長）

単価の動き ・物価上昇は継続しているが、それに伴う賃上げ幅が
小さいため、買い控えになっている。

□

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・寒暖差が激しく、降雪による臨時休園が複数回発生
するなど、来園客への影響が大きい。また、ガソリン
価格や諸物価の上昇により、余暇に対する消費は厳し
くなっている。
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□
設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・価格高騰の影響から、消費金額を抑えようとする客
の様子が見受けられる。

□
住宅販売会社
（経営者）

来客数の動き ・現在、動きのある顧客層はほぼ外国人で、日本人客
は少ない。全体的な数は横ばいである。

□

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・客の問合せが若干増えてきたが、なかなか成約には
結び付かない。まだアパート、マンション、貸店舗等
の空室が目立っている。特に、店舗等は後継者問題な
のかは不明だが、閉店や廃業した店が増えてきてい
る。

□

その他住宅［住
宅管理・リ
フォーム］（営
業）

お客様の様子 ・例年と変わらない年度末である。法人からの修繕の
受注量は余り変わらない。

▲

一般小売店［土
産］（経営者）

販売量の動き ・前年を基準とした売上達成度で比較すると、３か月
前と比較して悪くなっており、単月比較でも前年を下
回っている。例年になく３月の降雪が多かったため、
肌感覚としては来客数は多かったものの、売上の増加
にはつながらなかった。前年よりも国内、海外客いず
れも来客数は多いが、比較的高価な物の動きが前年よ
りも鈍かったため、売上の伸びにつながらなかったと
分析している。

▲
スーパー（商品
部担当）

単価の動き ・売上、来客数共に前年割れが続いている。特に、客
単価の落ち込みが大きい。生鮮食品を中心に食料品全
般の値上げが大きく影響している。

▲
衣料品専門店
（販売担当）

来客数の動き ・客の動き、来客数が全くなく、追加するコメントが
見当たらない。とにかく人が出てこないので、勝負に
ならない。本当に大変である。

▲

自動車備品販売
店（経営者）

来客数の動き ・来客数の動きが少なくなっている。また、道路を行
きかう人や車の数も少ない。営業的には車両販売や売
上全体も減少している。全体的に消極的な様子であ
る。

▲
一般レストラン
［居酒屋］（経
営者）

来客数の動き ・団体の歓送迎会や宴会等は入っているものの、個人
客の動きが鈍い。

▲
旅行代理店（営
業担当）

来客数の動き ・毎年、春先の来客数は落ちるが、今年は予想以上の
下降線をたどっている。物価高の影響が出始めたのか
もしれない。

▲
ゴルフ練習場
（経営者）

単価の動き ・商品単価の上昇で、買物客の減少と買い控えが発生
しており、売上は減少している。

▲
ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・比較的暖かい日もあったが、降雪や降雨などの悪天
候によりキャンセルが相次ぎ、クローズになった日も
出ている。

×
一般小売店［家
電］（経営者）

販売量の動き ・物価高への対応がことごとく遅れてしまっている。
高い価格を提示せざるを得ないため、やはり買い控え
る客がいる。

×

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・消費トレンドが下がっており、前年比では前月から
の伸びが鈍化してきて、前月は94％だったが、今月は
88％で着地となる。前年並みの商材は冷蔵庫とテレビ
で、それ以外の商材は前年割れしている。

×
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・落ち着かない国内政権や米国政権の影響により悪く
なる。

×
住関連専門店
（店長）

お客様の様子 ・購入する物が安い物に集中し、付加価値商材よりも
価格重視となっている。

×
一般レストラン
（経営者）

単価の動き ・来客数は減っており、客単価も低くなっている。余
計な物は注文しない様子がうかがえる。

◎ － － －

○
一般機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・新規引き合いが増え始めるとともに、しばらく途絶
えていた部品の注文が入る等、動きが出てきてはいる
ものの、十分な量ではない。

○
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・順調に受注が伸び始めている。最近にしては、少し
珍しいことである。

○
金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・全体的には良好だと見受けられるが、３か月前と比
べて一部企業では厳しい状況も増加している。引き続
き、注視したい。

□

食料品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・相変わらず、食品関係の価格上昇は激しく、資金負
担が重いために廃業を検討する取引先も発生してい
る。また、消費者も購入にシビアになり、単価は上
がっているものの、数量は減少している。

企業
動向
関連

(北関東)
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□
化学工業（管理
担当）

受注量や販売量
の動き

・今月は売上が増加しているものの、この先３か月は
前年並みと予想している。

□
窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・品物が必要な人は、値段が高くても買う傾向にあ
る。

□
窯業・土石製品
製造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・良くも悪くもなく推移している。

□
一般機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・取引先各社からの見積依頼はあるものの、なかなか
受注につながらない。金額ベースも例年より低額に
なっている。

□
輸送用機械器具
製造業（経営
者）

取引先の様子 ・受注量、販売量、取引先の様子がまずまずの状況
だったが、最近は安値で安定してしまっている。

□
輸送用機械器具
製造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・主要取引先が減産傾向にあるため、受注は増えてい
ない。

□

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・新生活用品の白物家電、インテリア用品、シェル
フ、ラック等の物量は前年並みを確保している。イン
ターネット通販向けの物量が増えている。ただし、車
両不足や引っ越し便との競合もあり、協力会社の運賃
高で利益は薄くなっている。

□
不動産業（管理
担当）

受注量や販売量
の動き

・来年度の建物管理の入札は、諸経費高騰分を上乗せ
して臨んだが、前年とほぼ同じ落札件数で、ほっとし
ている。

□
広告代理店（営
業担当）

取引先の様子 ・特段、広告出稿は増えておらず、今のところ横ばい
である。

□
社会保険労務士 取引先の様子 ・大きな変化はないものの、地方ではマスコミ報道ほ

ど賃金が上がっていないため、個人消費はかなり弱
い。

▲
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・客の在庫調整もあり、やや悪くなっている。

▲

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・米国政権の関税政策で自動車メーカーの生産調整が
あり、関連部品の下請中小企業の受注がずれ込んだ
り、減少したりしている。また、個人消費の低迷で物
資輸送が減り、物流資材の中小メーカーの受注が伸び
悩んでいる。

× － － －
◎ － － －
○ － － －

□

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・今月は年度末にかかるため、卒業式や入学式、進学
での進物用や衣替え等を控えた衣料品には少し動きが
あったようである。ただし、物価高でもあり、収入格
差もあるからか、短時間のパートタイム、アルバイト
等の募集が多い。製造業等は一進一退なのか衰退して
いるのか、社員数は変動ないし、減っているような状
況である。住宅や公共事業関係も一進一退又は先細り
のように見受けられる。

□
人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・物価高騰などの理由から、派遣求職者もシビアに賃
金を比較して仕事を選ぶ傾向が強くなっている。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数の前年同月比が、増減を繰り返してい
る。

□
学校［専門学
校］（副校長）

周辺企業の様子 ・物価の上昇が際立っており、それに伴い賃金も上昇
するとみているものの、消費行動が抑制されたり、購
買意欲が上がったりと各方面で状況が異なる。

▲
人材派遣会社
（管理担当）

求職者数の動き ・正社員希望者が増加しており、全業種で派遣採用が
伸び悩んでいる。

雇用
関連

(北関東)
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× ＊ ＊ ＊

　４．南関東（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
一般小売店［文
房具］（経営
者）

来客数の動き ・３か月前と比較して、売上は20％、来客数は30％程
度増加している（東京都）。

◎
一般小売店［生
花］（店員）

販売量の動き ・３月は卒業式、送別、お彼岸と花を贈る機会がとて
も多いため、例年同様に３か月前よりは来客数が大き
く増え、販売量もとても良い（東京都）。

◎

高級レストラン
（経理担当）

競争相手の様子 ・建築コストが高騰し続けており、投資回収に合理性
を見いだすのが困難ななか、近隣施設では計画どおり
建設や新規投資が行われている。周辺の投資環境は良
くなっている（東京都）。

◎
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・今年に入って１月は余り良くなかったが、３月にな
り徐々に来客数が増えている（東京都）。

◎

その他飲食［カ
フェ］（経営
者）

販売量の動き ・当社だけをみると、とても良くなっている。しか
し、周囲の飲食店は皆口をそろえて悪くなっていると
いう。米や日用品が値上がりし、外食を控えている様
子が見受けられる（東京都）。

◎
その他飲食［給
食・レストラ
ン］（役員）

単価の動き ・売上単価の上昇に加え、１～２月は休日が多く、給
食ではパートを多用しているため、人件費が低下して
収益が大幅に改善している（東京都）。

◎

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・今月の販売量は目標数字の約110％となり、やや良
い。また、３か月前と比べると1.5倍以上となってお
り、良くなっている。決算月のキャンペーン展開を
行っている競合他社も多く、子育てグリーン住宅支援
事業による政策面での後押しもあり、客が動いてい
る。

○

商店街（代表
者）

それ以外 ・クレジットカードの取扱高が、週末を中心にとても
良く、来街者数も、若い人を中心ににぎわいを見せて
いる。桜が咲いていないのにもかかわらず桜祭りを開
催しているが、新型コロナウイルス感染症発生前より
も多くの人が来ている。冬が寒かったので、今春は上
向き傾向である（東京都）。

○
一般小売店［家
電］（経理担
当）

来客数の動き ・今月は購入の見込み客ではなく実際に購入する客が
多く、売上も前月より伸びている。

○

一般小売店［家
具］（経営者）

販売量の動き ・２～３か月前までは非常に来客数が少なく、販売も
難しくて売れていなかったが、このところ来客数も多
少増え、成約に結び付くようになっている。良いとま
ではいかないが、多少変化がみられる（東京都）。

○

一般小売店［文
具］（販売企画
担当）

お客様の様子 ・店頭部は、近くに競合するディスカウントストアな
どができたにもかかわらず、多くの客が来店してお
り、単価もある程度保っている。全体的に若干落ちて
いるものの、それでも健闘している。外商部に関して
は多くの案件、特に官公庁案件をたくさん受注してい
ることが大きな飛躍の要因になっている。

○
百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・今月に入り販売客数が前年を上回っていることに加
え、価格上昇の影響により売上が伸長している。イン
バウンドは継続して伸びている（東京都）。

○
スーパー（経営
者）

単価の動き ・野菜と果物の相場が高いことと、米が非常に売れて
いることが全体の単価を押し上げて、買上点数の減少
分をカバーしている。

○
スーパー（経営
者）

来客数の動き ・買上点数こそ回復していないが、購買頻度が微増し
ている。

○
スーパー（総務
担当）

お客様の様子 ・野菜の価格が下がり、買いやすくなってきている。

○
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・来客数が101.5％と、暖かくなって上向いている。

○
コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・３か月前と比較して売上自体は上向いている。

○
コンビニ（店
長）

お客様の様子 ・来客数は変わっておらず、客が買い控えをしている
様子は見受けられない（東京都）。

家計
動向
関連

(南関東)
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○
コンビニ（商品
開発担当）

販売量の動き ・気温の上下はあるが、人出が確実に増えてきてお
り、来客数だけではなく買上点数の増加にもつながっ
ている（東京都）。

○
衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・問合せが増えてきている。

○

衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・ドレス事業におけるブランド別新商品の売行きが計
画比105％と好調に推移している。着物事業について
は、集客セールが計画比120％と好調である。主力２
事業がけん引し、年度計画の水準に達しつつある（東
京都）。

○
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・新車販売が好調で、前年の販売台数を大きく上回っ
ている。

○
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・公定歩合の引上げにより４月から金利が引き上がる
ことに伴い、低金利の商材が売れている。

○
乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・３月は自動車業界にとって最需要月で新車、中古
車、サービス、金融共に売上が伸長している。

○
その他専門店
［ドラッグスト
ア］（経営者）

販売量の動き ・暖かくなってきたため、活気が出てきて集客が多少
上がっている。

○
一般レストラン
（経営者）

単価の動き ・売上の最も少ない３か月前と比べれば断然良くなっ
ている。来客数も３月の方が３～４割増えており、そ
れだけ売上につながっている。

○

都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・春休みに入り、近隣の大型コンベンション施設での
イベントが非常に増えている。人気テーマパークの客
もたくさん来ており、宿泊の稼働状況は非常に良い。
また、歓送迎会を中心に宴会予約もたくさん入ってお
り、３か月前よりもやや良くなっている。

○
旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・今冬のスキーシーズンは降雪に恵まれ、スキー客が
販売量をけん引した（東京都）。

○

タクシー運転手 お客様の様子 ・３月に入り一気に需要が増えている。午前中はほぼ
病院の送迎で、駅では会社訪問での送迎があり、うま
く仕事がつながっている。夜間の飲み屋からのオー
ダーは少ないが、長距離の客がいて助かっている。

○
タクシー運転手 お客様の様子 ・３か月前と比べると、サラリーマンの需要が増えて

いる（東京都）。

○
通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・家族連れで来て申し込むパターンが増えている。こ
のような客は解約率が低く、優良な客である（東京
都）。

○
通信会社（経営
企画担当）

お客様の様子 ・案件数、受注数が少しずつ戻ってきている（東京
都）。

○
ゴルフ場（経営
者）

お客様の様子 ・前年比では売上が５％くらい伸びている。

○
ゴルフ場（経営
者）

来客数の動き ・３か月前の年末と比較すると、来場者数は１％増加
とほぼ横ばいである。１～２月と寒い時期の集客が厳
しかったので、ようやく回復したところである。

○
ゴルフ場（従業
員）

お客様の様子 ・気候が良くなってきた。

○
設計事務所（経
営者）

競争相手の様子 ・経済に対する政治の動きが鈍い。このままで良いわ
けはないので、もう少ししっかりしてほしい。

○
設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・新規案件が幾つか入ってきている。

○

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・当社は不動産デベロッパー業と総合建設業である。
インバウンドを含めた観光用ホテルを扱っているが、
かなりインバウンドが増えてきているため、これから
ホテルの稼働率もかなり上がってくる。一方、建設業
では、資材価格や人件費の高騰により、公共工事を含
め、スムーズな受注ができなくなっている。

○
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・３月期末のため、契約が多くなっている。

○
住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・相変わらず富裕層の新築１棟アパート購入意欲はあ
るように見受けられる。また、インバウンド向けホテ
ルはハイシーズンということもあり、好調である。

□
一般小売店［家
電］（経理担
当）

販売量の動き ・年度末で仕事はそれなりにあるが、販売の方は静か
である。スイッチ交換、コンセント工事などの細かい
仕事は忙しい。

□
一般小売店［食
料雑貨］（経営
者）

それ以外 ・変わらない。
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□
一般小売店［印
章］（経営者）

販売量の動き ・年度末のため法人関係の納品物が僅かながら増えて
いる。その反面、個人消費が非常に良くない。総じて
低い状態の前年並みである。

□
一般小売店［祭
用品］（経営
者）

販売量の動き ・需要が減っている。受注が例年より少ない。

□
一般小売店［眼
鏡］（経営者）

来客数の動き ・来客数が前年よりも少なく、売上も微減している。
仕入価格の高騰、人件費の増加でやや厳しい。

□
一般小売店
［傘］（店長）

販売量の動き ・新入学を迎えるが、動きが鈍い。

□
一般小売店
［茶］（営業担
当）

販売量の動き ・目立った大口のギフト需要がなく、売上は減少して
いるが、来客数は前年並みである。

□

一般小売店
［茶］（営業担
当）

販売量の動き ・新規受注がなく苦戦している。これからの時期にこ
れでは先行きが心配である。何とか受注を増やさなく
てはと頑張っているものの、競合他社も多く、なかな
か獲得できない。そのため、景気が良いとはいえない
（東京都）。

□

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・食品は４月の値上がりアイテムに反応があり、事前
にローリングストックとして購入する客も多い。シビ
アに価格をみている様子がうかがえる。インバウンド
は引き続き売上の２割ほどを占めており、平日、週末
を問わず来客数が多いが、値引きアイテムを夕方に購
入しに来るなど買い方に変化がみられる（東京都）。

□

百貨店（総務担
当）

お客様の様子 ・季節商材であるファッション関連の動きは良いが、
訪日外国人による売上の伸びは落ち着いてきている。
値上がり傾向の影響か、食料品の動きが活発ではな
い。全体的に、景気は停滞傾向にあるとみている（東
京都）。

□
百貨店（総務担
当）

お客様の様子 ・一部高額品の動きがあったものの、天候不順に伴い
春物衣料の動きが悪いためファッションが苦戦してお
り、全体で想定に届いていない。

□

百貨店（広報担
当）

お客様の様子 ・国内客、インバウンドを問わず、高付加価値消費へ
の高いニーズは変わらない。一方で物価高の影響もあ
るのか、一般の食品などは力強さに欠ける。また、低
温が続いた影響で、春物ファッションのニーズが本格
化するまでにはまだ時間が掛かる（東京都）。

□

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・３月に入り、売上の伸びがやや落ち着いた感があ
る。食品物販や飲食店は好調ではあるものの、ファッ
ションの売行きが伸び悩んでいることが原因の１つで
ある（東京都）。

□

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・今月は降雨日数が多く、気温の変化が大きかったこ
ともあり、来客数が伸び悩んでいる。アパレルでは春
物衣料の動きが鈍い上にオケージョンニーズも動いて
おらず、雑貨も同様の傾向である。食品は価格高騰に
よる買い控えが顕著である。

□
百貨店（財務担
当）

販売量の動き ・国内客、インバウンド販売量共に大きな変化はない
まま推移している（東京都）。

□
百貨店（企画宣
伝担当）

販売量の動き ・気温が上がらず、雪も降るなど天候が不安定なな
か、春物衣料の動きが鈍い。

□
百貨店（管理担
当）

販売量の動き ・来客数が若干減っており、購買額や買上点数も少な
くなっている（東京都）。

□
スーパー（店
長）

それ以外 ・値上げの影響があるなか、米は他店と価格を見比べ
ながら購入を決めている。他の商材については仕方な
く購入しているような状況である。

□
スーパー（店
長）

販売量の動き ・売上、来客数は前年並みを維持しているものの、買
上点数の前年割れが依然として続いている（東京
都）。

□

スーパー（営業
担当）

単価の動き ・生活防衛意識がまだ強い。販売量、来客数は依然と
して前年を下回っているものの、単価の上昇傾向が継
続しており、単価の上昇分が販売量、来客数の減少分
を若干上回っているため、売上が伸びている。しか
し、特売の構成割合が増えているため、利益率はやや
低下傾向である（東京都）。

□
スーパー（仕入
担当）

お客様の様子 ・野菜の相場高が継続し、米も前年度の倍の価格では
あるが、買いだめも含めて数量が伸びている。酒も４
月から値上げされるため、買いだめ需要がある。

53 



分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

□
スーパー（食品
担当）

単価の動き ・来客数は微増にとどまっているが、単価が上がって
いるため、売上が増加している（東京都）。

□
スーパー（販売
担当）

来客数の動き ・平日の来客数が減っている。

□
コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・今年に入り、売上は前年を僅かながら上回ってい
る。客単価も多少は上がっているが、景気が良くなっ
ている実感はない。

□

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・例年３～４月の新年度は人の入替えにより新しい客
が増える。気候も穏やかで客足が伸びるため、売上も
若干期待できる。しかし、落ち着いてくると物価高な
どの影響により消費が伸び悩み、結果として余り変わ
らない（東京都）。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・キャンペーンが奏功したことと、値上げも影響し
て、売上が好調に推移している（東京都）。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・売上は３か月前と同様に好調に推移している。商品
単価が上がり続けているなか、販売量は変わっていな
い。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・物価上昇の影響により、単品の単価は上がっている
ものの、複数購入の買い控えがあるようで、買上点数
が減少傾向にある（東京都）。

□

コンビニ（従業
員）

来客数の動き ・来客数に大きな変動はない。景気に特段の変化はな
いが、春休みに入り、子供や学生などが外出すること
が増える。外出機会が多くなれば一時的に来客数が増
え、販売量が伸びる可能性がある。

□
衣料品専門店
（役員）

販売量の動き ・月初めは気温が低く、春物の出足が悪かった。中旬
以降暖かくなり来客数は増えたものの、依然として客
単価が低い。

□
家電量販店（店
長）

来客数の動き ・前月同様、来客数に大きな変化がなく、この先も厳
しいと予想している。新生活のシーズンだが、前年よ
り問合せが少ない。

□
家電量販店（店
長）

単価の動き ・訪日旅行客の来店が増えているが、為替の動きに反
応して高単価商材が前年同月比で低下している（東京
都）。

□
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・自動車の整備は順調に入っているが、販売が余り芳
しくない。客の来場は結構あるものの、なかなか成約
に結び付いていない。

□
乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・客の購買意欲は３か月前と変わっていない（東京
都）。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・来客数が減っている（東京都）。

□

乗用車販売店
（販売担当）

単価の動き ・客は価格に非常に敏感で、景気が悪くなり、いろい
ろな物価が上がっているため、整備料等を相当値切っ
てくる。全体的な整備でも、トータルの金額から更に
引いてくれなどと、価格に対して客が厳しくチェック
しているため、景気は良くない（東京都）。

□
その他専門店
［ドラッグスト
ア］（経営者）

来客数の動き ・花粉がかなり飛んでいるため、売上、利益はカバー
できているが、来客数が芳しくない。

□
その他専門店
［貴金属］（統
括）

単価の動き ・以前からの値上げにより購買単価が上昇し、売上は
改善している。景気は良い状態ではあるものの、３か
月前と比較した場合、大きな変化はない（東京都）。

□
その他小売［生
鮮魚介卸売］
（営業）

単価の動き ・仕入価格が高騰しているが、それ以上に品薄で商材
を十分にそろえられないことが困る（東京都）。

□
高級レストラン
（営業担当）

来客数の動き ・３月実績は前年比で売上93.7％、来客数85.1％、客
単価110.1％である（東京都）。

□
高級レストラン
（役員）

それ以外 ・前月に引き続き、来客数、予約数、売上も良い状況
だが、仕入原価、経費のコストアップにより利益的に
は厳しいままで、変わらない（東京都）。

□
高級レストラン
（仕入担当）

来客数の動き ・大手法人利用が主なので、利用は好調に推移してい
る（東京都）。

□
一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・輸入卸販売部門は、季節要因と展示会出展の効果が
みられる。料飲部門は、季節要因とメディアの取材に
よる露出の増加が考えられる。

□
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・値上げラッシュへの抵抗感が出始めているかもしれ
ない（東京都）。

□
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・３月の販売量は、前半はまあまあだったが、後半に
なって若干上向いている（東京都）。
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□
その他飲食［カ
フェ］（経営
者）

販売量の動き ・インターネット販売を始めたところ、地元に限らな
い販路拡大につながっている（東京都）。

□

その他飲食［居
酒屋］（経営
者）

お客様の様子 ・来客数は以前より増えているものの、１人当たりの
注文数の減少や、日本酒でより安価な銘柄を注文する
客が増えるなど、少しでも飲食費を安く済ませようと
する傾向が高まっている（東京都）。

□
都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・年末と比べるとほぼ変わらない動きに戻っている。

□
旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・物価の上昇が続いているのに、一向に賃金が上がら
ないため大変である。

□
旅行代理店（営
業担当）

単価の動き ・全体的に単価が上がってこない（東京都）。

□
タクシー運転手 来客数の動き ・３か月前は忙しかったが、それ以上になることはな

いため、今月は余り変わらない（東京都）。

□
通信会社（経営
者）

販売量の動き ・例年、年度末は機器の受注及び工事等が増加傾向に
あったが、今年は機器等の値上がりにより増加には
なっていない（東京都）。

□
通信会社（社
員）

お客様の様子 ・小規模ながら引き合いが複数あり、見通しは明るい
（東京都）。

□

通信会社（局
長）

販売量の動き ・繁忙期のため前月比では伸長しているものの、前年
同月比では未達であることから、繁忙期がなだらかに
なっているとみられる。一概に景気が上下しているよ
うな感覚はない（東京都）。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・新規加入、コース変更共に家計における無駄をでき
るだけ排除し、必要最低限の内容を選択する傾向は相
変わらず強い。

□
通信会社（経理
担当）

お客様の様子 ・４月にどのくらい賃金が上がるか不透明であるた
め、買物は様子見ムードである。

□
通信会社（経営
企画担当）

販売量の動き ・単価の低い商材に流れており、期待したほど利益が
出ていない（東京都）。

□
通信会社（管理
担当）

販売量の動き ・インフラ更新として光ファイバー化される新規エリ
アが５月から営業可能となるが、それまでは状況が好
転する可能性のある要素が少ない（東京都）。

□

通信会社（管理
担当）

来客数の動き ・ＢｔｏＢビジネスに関しては好調であるものの、Ｂ
ｔｏＣではオンライン窓口化の影響も大きく、来客数
の減少がマイナス要因となり、大きな変化はない（東
京都）。

□
通信会社（営業
担当）

来客数の動き ・期末ということもあり、小売等は様々なセール等を
行っているが、それほど景気回復の兆しはみえない
（東京都）。

□
パチンコ店（経
営者）

来客数の動き ・賃上げや政府の景気対策で景気マインドは上がって
いくと予測されるが、実質賃金は引き続きマイナス傾
向であり、プラスマイナスゼロである。

□

その他レジャー
施設［ボウリン
グ場］（従業
員）

お客様の様子 ・大きな変化がみられない。客単価も変わらない（東
京都）。

□

その他レジャー
施設［総合］
（経営企画担
当）

単価の動き ・依然として物価の上昇傾向が続いているが、客の動
向は堅調であり、値上げに対する稼働の低迷等はみら
れない（東京都）。

□
その他サービス
［立体駐車場］
（経営者）

それ以外 ・今期から機械のメンテナンス費用が増加する。

□
設計事務所（経
営者）

販売量の動き ・業務量はほぼ横ばいである。個々の案件により利益
率にばらつきはあるものの、トータルではほぼ変化は
ない。

▲
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・来店比率が若干悪くなっており、買い控えも発生し
ている。客は買物に対して非常に慎重になっており、
できるだけ単価の低い物に注意を払っている。

▲
一般小売店［酒
類］（経営者）

お客様の様子 ・公共料金、ガソリン価格、食材などの値上げが続い
ており、客の財布のひもが固い。

▲
一般小売店［書
店］（総務担
当）

お客様の様子 ・2024年度は円安の期間が長かったために経費がかさ
み、例年と比べて年度最終月に予算が残らなかった。
売上を上げることが難しい（東京都）。
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▲

百貨店（総務担
当）

お客様の様子 ・辛うじて前年は維持しているものの、全てのカテゴ
リーにおいて伸び率が鈍化している。賃上げに関する
報道が多くみられる一方で４月からの食料品全般の値
上げ、米価の高止まり、電気、ガス、ガソリン代など
の補助金終了、物価高報道の過熱により消費マインド
が冷え込んでいる（東京都）。

▲
百貨店（総務担
当）

来客数の動き ・春節と花見シーズンの端境期で外国人客の来店が減
少しており、インバウンドの伸びが鈍化している（東
京都）。

▲

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・今月に入って外国人の来客数、売上が共に厳しい状
況が続いている。特に、韓国からの客が大幅に減少し
ており、売上にも大きなマイナスの影響となっている
（東京都）。

▲

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・月前半は低温の影響もあり、国内売上は低調に推移
した。中旬以降は気温の上昇に伴って復調することを
期待していたものの、これまでのような動きには戻ら
ず、動きが芳しくない。インバウンドも同様の動きを
見せており、潮目が変わったように捉えている（東京
都）。

▲

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・３か月前には前年比50％以上伸びていた免税売上
が、今月は微増まで落ち込んでいる。その影響もあ
り、全体をけん引していたラグジュアリー売上は前年
並みまで鈍化している。国内需要も、気温が上がらず
春物衣料が停滞している（東京都）。

▲
スーパー（ネッ
ト宅配担当）

販売量の動き ・野菜の価格高騰や各種食品の値上げの影響で、販売
点数が落ちてきている。

▲
コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・同一商圏内にまたしても同じ看板のコンビニがオー
プンした。その上、アルバイトの時給アップ、社員の
ベースアップで利益がほぼ出ない。

▲
コンビニ（経営
者）

単価の動き ・花見の季節になったので少しは人出が増えるかと見
込んでいたが、先週末は多少良かったものの今週は前
年を割っている。客単価が非常に低い。

▲

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・当社が運営しているコンビニのブランドバリューも
あるかもしれないが、少し暖かくなってきたにもかか
わらず来客数が伸びていない。加えて、４月からの値
上がりの影響で、余り無駄遣いをしない様子が見受け
られる。

▲
衣料品専門店
（従業員）

販売量の動き ・今年に入ってからもまだ横ばいが続いている。物価
高が当面続くとみられるため、余計な物は買わない流
れが出てきている。

▲

家電量販店（店
長）

お客様の様子 ・複数回来店して購入に至るケースが増えている。物
価高や実質賃金の低迷が消費に影響している。同じ物
を買うなら少しでも安く購入したいという消費者心理
になっており、単にサービスが良いとか店員が親切だ
からというだけでは、購入する決定打にはならない。
競合店を見てから決める消費者が増えている。

▲
乗用車販売店
（営業）

お客様の様子 ・以前よりも、客から、今はお金がないから車の購入
は厳しいという声を聞くようになった。

▲

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

お客様の様子 ・購買意欲に関して、外国人客には勢いを感じるが、
国内客からは全く感じられない（東京都）。

▲

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・客の外食に掛ける費用及び頻度が減っている。提供
メニューの仕入価格がどんどん上がり、経営的にもう
まくいかない。物価の上昇に伴って減税や賃上げ等を
進めてもらわないと、生活及び消費がなかなか活性化
されない。至急の景気対策を打ってほしい。

▲
旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・毎年実施している団体旅行案件において、物価上昇
の影響により旅行費用が増大したために中止となる団
体が発生している。

▲

通信会社（社
員）

お客様の様子 ・基幹サービスは微減が続いており、新商材について
も販売の動きが鈍い。スポーツの開幕など、この時期
ならではの関連コンテンツにも、売上をけん引するほ
どのインパクトはない（東京都）。

▲
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・物価上昇の影響で、客がより経済的負担の少ない料
金プランを選択するケースが増えている。
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▲
通信会社（営業
担当）

単価の動き ・仕入価格がまだ値上がりし続けている。一方で、販
売価格はなかなか値上げできないため、利益が減って
いる（東京都）。

▲
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・前年比では大きく実績をショートしている。これは
特定の地域に限ったことではなく、全体への影響であ
る（東京都）。

▲

競輪場（職員） お客様の様子 ・無料イベントの参加は増加傾向にあるが、500円の
有料イベントには参加しにくいようである。例えば、
同じ建て付けでプレゼント付きの謎解きイベントを行
うと、参加率は８割ほど下がり、なかなかコト消費も
厳しい状況である。ストーリーを作り、タレントを呼
んだイベントでは集客率が急に上がるので、何らかの
ストーリーが重要と考えている。

▲
その他レジャー
施設［映画］
（営業担当）

来客数の動き ・物価上昇が止まらず、それに賃金上昇が追い付いて
いないため、短期的に消費に消極的になっている（東
京都）。

▲
その他サービス
［保険代理店］
（経営者）

販売量の動き ・仕入価格の上昇による販売単価上昇が客の購買意欲
を低下させ、関連の売上が伸びない。

▲
設計事務所（職
員）

販売量の動き ・当社の主力部門である橋りょう設計部門の売上が伸
びない（東京都）。

▲
その他住宅［住
宅資材］（営
業）

販売量の動き ・新年度を前にして建築業界にも一服感があり、建材
需要に伸びがみられない（東京都）。

×
乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・新車販売をしているが、金利上昇や車両価格の値上
がりで、客の来店や相談は少ない。一方で、購入予算
が抑えられる中古車が好調である（東京都）。

×
通信会社（管理
担当）

販売量の動き ・物価の上昇により販売量は横ばいである。

×
ゴルフ場（経営
者）

来客数の動き ・来客数が前年同月比で５％減少している。降雪や強
風の影響もあるが、暖かい土日でも前年を割ってい
る。

×

ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・物価の上昇は止まらず、中小零細企業で働く人や年
金生活者には厳しい状況が続いている。平日のゴルフ
場は高齢者が多く、来場回数が減っているため、平日
の利用者が増えていかない。

×

ゴルフ場（経理
担当）

来客数の動き ・３月は降雪によるクローズが３日あり、稼働率低下
の一因となった。来場者の中心が会員であることと、
寒い日が多いなどの季節要因もあり、平日の稼働状況
は著しく低迷している。例年であれば、３月に入ると
一定のビジター来場があるが、今年の落ち込みは近年
みられない水準であり、物価上昇、実質賃金低下から
生活防衛を意識する動きはかなり強い。止まらない物
価上昇により営業費用はかさむ一方であり、固定費の
回収も容易ではない。特に、３月であっても暖房需要
のため光熱費の負担が増えるなか、燃料油価格激変緩
和対策補助金の縮小が大きな痛手となっている。「楽
しい日本」からは到底かけ離れた状況にある。

◎ ＊ ＊ ＊

○
出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・年度末ということもあり、今月は受注量が増えてい
る（東京都）。

○
プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・今月は売上、受注共に良い数字だが、これは年度末
の影響である。

○
金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・年度末に向かって、突発ではあるものの受注量が増
えている。

○
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・このところ再開発物件が増えてきて、当社製の省力
化機器が採用されるようになっている。工期の短縮と
人手不足に対応した空調関連機器である（東京都）。

○
電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・ＡＩ関連製品の受注拡大が継続しており、景気とし
ても少しずつではあるが良くなっている。

○
精密機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注が持ち直しており、新規案件も増えてきてい
る。

○
建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・受注量は増えているものの、相変わらず燃料費の高
騰が続いているため、いまだに大変厳しい状況が続い
ている。

企業
動向
関連

(南関東)
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○
不動産業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・インバウンドは引き続き堅調であり、宿泊需要は拡
大が見込まれる（東京都）。

○
その他サービス
業［警備］（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・入札もほぼ終わり、売上見込みが確定している。前
年度よりやや増える予定である。

○
その他サービス
業［ソフト開
発］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・順調に受注できている（東京都）。

○
その他非製造業
［商社］（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・受注実績からみてやや良くなっている（東京都）。

□
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・変わらないと回答したが、安定しているわけではな
く、先が読めない状況である（東京都）。

□

繊維工業（従業
員）

それ以外 ・国内では一般消費者の財布のひもは今なお固く、小
売市場全般としては決して明るいとはいえない。ニッ
ト製造業にとっても、依然として厳しい経営状況が続
いている（東京都）。

□
出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

それ以外 ・米国による日本経済への打撃が中小企業にまで影響
するとなると怖い。

□

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・印鑑やゴム印、名刺印刷の仕事をしている。店頭の
ほか、インターネットで若干販売している。ゴム印は
少なくなっているが、印鑑の方は会社設立が少し増え
てきているため、総合的には変わらない（東京都）。

□
プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・化粧品容器、医療品容器共に受注の低迷が続き、回
復がみられない。海外生産中の金型移管という話もあ
るが、まだ具体的になっていない。

□
金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・米国政権の関税政策の動向により先を見通しにくい
ため、受注量が増えてこない。

□
輸送用機械器具
製造業（総務担
当）

取引先の様子 ・米国大統領の自動車への追加関税の影響が不透明で
ある。国内の自動車生産にも大きな影響を及ぼす可能
性が否定できない。

□
建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・物価が上昇しているが、まだ民間ではそこまでの予
算が付いておらず、落札できない。

□

輸送業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・賃上げ実施の機運の高まり、上昇が続く物価に対応
する原資となる運賃の値上げを荷主と交渉中である
が、回答に時間が掛かっており、厳しい状況に変わり
はない（東京都）。

□
輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・荷動きは変わらない。車両価格や燃料代が高騰し、
値上げ効果も薄いなかであるが、ベースアップを実施
している（東京都）。

□
輸送業（経理担
当）

それ以外 ・燃料費や人件費の高騰が続き、収益が薄いことに加
え、車両の入替え時期を迎え、更に厳しい状況であ
る。

□
輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・現在は閑散期で物量は平年並みだが、燃料価格の高
騰は続いており、収益が伸びていない。

□
通信業（広報担
当）

受注量や販売量
の動き

・成約件数は前年同期割れの状況が続いている（東京
都）。

□

不動産業（経営
者）

競争相手の様子 ・賃貸の動きは余り変わらない。ここ数年、来店客が
減少している。インターネットの時代となり、物件に
よっては20件以上の問合せがあり、全てメールでやり
取りする客の対応は大変である。物件を見ないで申込
みを受け付ける業者もあるようだが、当社では行って
いない。１週間先に内見するからそれまで待ってほし
いという客など困ったものである（東京都）。

□
不動産業（従業
員）

受注価格や販売
価格の動き

・人件費や物価の上昇が続いている。不動産取引価格
も高値を維持している（東京都）。

□

不動産業（総務
担当）

取引先の様子 ・ビル賃貸においては保守管理費、清掃費、修繕費等
が物価、人件費の高騰により値上げ要請ラッシュが続
いており、受け入れざるを得ない状況にある。一方
で、賃料についても入居希望テナントの交渉のなかで
上昇基調にあるなど、価格転嫁は進んでいるが、イン
フレも気に掛かる（東京都）。

□

広告代理店（経
営者）

取引先の様子 ・クライアントには飲食店や小売店が多いが、インバ
ウンドに波がある。平均すると来客数などは変わらな
いようにもみえるが、利用額は減少傾向にあるようで
ある（東京都）。
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□
広告代理店（従
業員）

受注価格や販売
価格の動き

・物価の上昇で仕入価格は上がっているが、それを受
注額になかなか反映できていないため、利益が増えて
いかない。

□
広告代理店（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・期末の駆け込み需要が薄い（東京都）。

□

税理士 それ以外 ・帰り道に近隣駅までの商店街を歩きながら飲食店を
外から見ると、特に飲み屋などで客入りが、新型コロ
ナウイルス感染症発生前までは回復していない。客が
入ってはいるものの、あふれるほどではなく、これで
経営していけるのかという状況にみえる（東京都）。

□

税理士 取引先の様子 ・米国大統領の関税政策に敏感に反応して株価が低迷
し、日本銀行の金利も据置きとなり、円安の状態は変
わっていない。大企業の賃上げは驚くほどだが、中小
企業の賃上げはもう少し先になるとみている。物価の
上昇は激しいが、減税で乗り切れるとは考えられな
い。

□
社会保険労務士 取引先の様子 ・助成金を活用したい会社が多く見受けられる（東京

都）。

□
経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・取引先から、物価高によって消費者に買い控えの傾
向があるように見受けられるとの話を聞いている。

□

税理士 取引先の様子 ・米国大統領の関税政策に敏感に反応して株価が低迷
し、日本銀行の金利も据置きとなり、円安の状態は変
わっていない。大企業の賃上げは驚くほどだが、中小
企業の賃上げはもう少し先になるとみている。物価の
上昇は激しいが、減税で乗り切れるとは考えられな
い。

□
その他サービス
業［廃棄物処
理］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・問合せが増えてきており、取引量も例年の年度末以
上に増えている。ただし、外注費等の値上がりもあ
り、利益は回復していない。

□

その他サービス
業［ビルメンテ
ナンス］（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・値上げ交渉の進展はない（東京都）。

▲
食料品製造業
（経営者）

競争相手の様子 ・原材料、包装資材の高騰に伴って値上げしたが、客
の買い控えが発生している。

▲
出版・印刷・同
関連産業（所
長）

受注価格や販売
価格の動き

・年度末の繁忙期だが、案件自体が非常に少なく、前
年の数字を大幅に下回っている。

▲
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・現状、僅かに減少した程度だが、３月一杯で取引が
終了するものもあり、取引量の更なる減少が予想され
る。

▲
建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・いろいろな物が値上がりしているが、給与所得が上
がっていないので、これから少しずつ消費が落ちてき
て景気が低迷する。

▲
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・良いといっても人手不足からくる忙しさである。

▲
輸送業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・価格に敏感で、販売価格が安価な方に引き合いがあ
る（東京都）。

▲
金融業（従業
員）

取引先の様子 ・資材や燃料費、人件費が高騰しているが、中小企業
にとっては価格転嫁は難しく、赤字が続いている。

▲

金融業（総務担
当）

取引先の様子 ・取引先の様子で、不動産業は建売の売行きが少し低
迷してきている。価格は高止まりしており、いまだに
資材高騰が続いている。建設業も、材料価格の高騰や
人手不足が特に顕著になってきて工期が長期化してい
る分、利益の減少につながっている。飲食業はやや持
ち直しているが、時給を上げないとアルバイトの人手
を確保できない。運送業では、燃料費の高騰と物流の
2024年問題により長時間労働ができないにもかかわら
ず、人手の確保が難しいため、利幅が落ち込んでい
る。小売業は各種商材の値上げや米価高騰もあり、消
費者が必要な物以外を買い控えている（東京都）。

▲

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・当エリアの主要産業となる鋳物、機械製造業につい
て、ここ数か月で明らかに動きが悪くなっている。元
請メーカー等も現状では好転の見込みはないとのこと
であり、しばらくは低水準での受注が予想される。

▲
広告代理店（営
業担当）

それ以外 ・グループ会社の不祥事が売上に響いている（東京
都）。
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▲

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・中小の金属加工業、塗料製造業、自動車部品加工業
いずれも受注は横ばいだが、多くの経費の増加、人件
費の上昇圧力があり、厳しい対応を迫られている（東
京都）。

×
通信業（従業
員）

それ以外 ・株価の下落や、政府が外交にばかり力を入れて内政
が進まないこと、財務省デモの発生などから考える
と、悪くなっている（東京都）。

◎ － － －

○
人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・請負案件を中心とした外国人雇用の需要が堅調であ
る（東京都）。

○
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・全業種で人材募集依頼が増加している。それに対し
て求職者数は大幅には増加していないため、供給が追
い付かない状況が続いている（東京都）。

○

人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・年度末で繁忙期ということもあり、人材の動きが活
発化している。社員の後任での派遣需要や、各企業の
年度末の駆け込み需要などでの人材活用が増加してい
る。来年度に向けた動きも出てきており、求職者数も
増加している。ただし、マッチングにおいては、企業
側の求めるスキルレベルが高まっているため、なかな
か成約しにくくなっている（東京都）。

○

求人情報誌制作
会社（営業）

求人数の動き ・求人の動きからみると、景気はやや良くなっている
印象を受ける。ただし、これは人手不足が解消されな
いためにやむを得ず求人募集をするケースなどもたく
さんあるからで、景気が良くて増員するケースは意外
と少ないかもしれない。それでも人材がいれば仕事が
あるという声もよく聞くので、その点では前向きの求
人募集といえる。

○
求人情報誌製作
会社（広報担
当）

採用者数の動き ・周辺では採用を強化する企業が多いように見受けら
れる。人員さえ増やせれば事業が展開できるというの
は、景気が良い証拠である（東京都）。

□
人材派遣会社
（経営者）

周辺企業の様子 ・慢性的な人手不足と後継者不足が重なり、今後は業
務の縮小に着手せざるを得ない小規模企業が増えてい
る。

□
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人数は３か月前と同様、堅調に推移している。

□
人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・３月末での退職希望者が多く、逆に４月からの求職
者数は募集人数より少ない（東京都）。

□
人材派遣会社
（社員）

採用者数の動き ・これまでは穏やかな増加がみられたが、今月は横ば
いに転じている（東京都）。

□
人材派遣会社
（営業担当）

周辺企業の様子 ・製造業でのエンジニア不足が続いており、エンジニ
ア派遣の事業では継続的に引き合いがあり、景気の良
さがみられる（東京都）。

□
人材派遣会社
（営業担当）

それ以外 ・求人数は多いものの、欠員補充も多くあるため、売
上拡大につながっているわけではない。

□

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・新規求人数は前年同月比で微減している。建設業の
事業所からは、業績は堅調なものの、原材料、人件費
等のコストが増加しているなかで、受注契約は数年前
のままであり、原材料費上昇分を反映するための価格
交渉を元請にお願いしているが、応じてくれないケー
スもあり、利益が少なくなっているとの声も聞かれ
る。

□

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・原材料及び社会保険料を含む人件費の高騰に対し
て、中小企業では十分に価格転嫁ができていないとい
う話を複数聞いている。また、特に若年層において転
職に対する抵抗感が薄れており、中小企業では職場定
着による技能の継承と向上に課題を感じており、採用
難とあいまって事業拡大の足かせとなっている。景気
拡大にも悪影響がある。

□
民間職業紹介機
関（経営者）

採用者数の動き ・幅広い業種から多くの求人が出ているが、条件、特
に年齢面でなかなか見合う人がおらず、採用決定数は
余り上がっていない（東京都）。

▲
人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・物価の上昇に歯止めがかからず、賃上げが追い付い
ていない（東京都）。

▲
人材派遣会社
（支店長）

それ以外 ・年度末の契約更新に伴い、派遣スタッフ側の都合に
よる契約終了が多数発生している。後任枠を受注して
もマッチする人材が見つからない（東京都）。

▲
職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・３月末付けでの大量離職者が出ている企業がかなり
増えている。

雇用
関連

(南関東)
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▲

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・景気が良いので求人を出す事業者は多くない。反対
に、欠員募集や求人を出しても応募がないため、求人
を更新するケースは多い。管内の出版業からは、ユー
ザーの紙離れ、読書習慣の希薄化により本業の業績が
厳しいために廃業するケースや不動産業に鞍替えする
動きも見られる。製造業では、銀行の金利上昇によ
り、予定していた環境に配慮した機械設備の刷新など
が中止となるなど、設備投資を控える動きがみられる
（東京都）。

×
求人情報製作会
社（経営者）

それ以外 ・資金繰りが急激に悪化してきている。コロナ禍での
借入れの返済が厳しく、賃金を引き上げるなどとんで
もないことである（東京都）。

　５．甲信越（地域別調査機関：株式会社日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
その他サービス
［葬祭業］（経
営者）

お客様の様子 ・今月は、第２永代供養墓が完成し、早速利用が始
まっている。また、墓じまいの依頼や見積り、葬儀の
依頼も非常に多い。

○

スーパー（経営
者）

それ以外 ・前年比では売上は１％減少、来客数は10％減少と
なっている。近隣の居酒屋の閉店や１日に３回来店す
る客の老人ホーム入居等が原因のため、減少傾向はし
ばらく続く。ただし、４月１日から病院売店の仕事が
増え、売店販売用の弁当20個、職員用の弁当20個、お
にぎり20個を用意するため、４月は確実に前年と比べ
て売上は大幅に向上するため、楽しみである。

○
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・徐々に暖かくなり、来客数も若干上向いているた
め、これから花見の気分も出てきて売上も若干伸びて
いく。

○

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・前年と比べて来客数は回復基調にある。ただし、相
変わらずデザート等のし好品は不振が続いている。生
活に余裕が生まれれば、ついで買いが増えて小売が潤
う。

○
自動車備品販売
店（従業員）

来客数の動き ・春先の需要に合わせて来客数や客単価共に、前年実
績を超えており、景気は良くなっている。

○
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・天候の回復以外に特に大きな要素は見当たらない。
時期的に来客数は増えているものの、大きな動きはな
い。

○

都市型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・物価高は続いているが、皆がやや慣れてきたよう
で、３か月前と比べると、レストランの単価が良く
なっている。理由としては、新型コロナウイルスの感
染拡大期間から、和食レストラン内の鉄板焼きをク
ローズしていたが、３月から再開して１万2000円、１
万6000円という単価で販売したところ、予想以上に売
れて、和食レストランの売上が前年同月比120％と
なったからである。しかも、高い方の１万6000円の
コースが売れている。

○
タクシー（経営
者）

お客様の様子 ・イベント開催が増えており、人の動きは多い。

○
観光名所（職
員）

来客数の動き ・今年は特に降雪が多く厳しい冬だったが、スキー
シーズンが長くにぎわっている。

○

その他レジャー
施設［ボウリン
グ場］（経営
者）

来客数の動き ・学生が春休みに入り、数多く来店している。ファミ
リー層も週末を中心に伸びている。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・客の物価上昇マインドが強く、必要最低限の買物で
済ませている。

□
一般小売店［家
電］（経営者）

お客様の様子 ・相変わらず商材の動きは鈍く、発生業務件数も少な
い。商店街の人通りも少なく、消費者の購入意欲がみ
えてこない。

□

百貨店（経理担
当）

お客様の様子 ・物価高騰により、食料品や身の回り品の動きが鈍
い。食料品に関しては、依然としてターミナル駅ビル
の商業施設との競合が続いている。梅春物の衣料は堅
調に推移している。

□
スーパー（経営
者）

来客数の動き ・野菜、卵、米などの単価上昇で、買上点数は減少し
ているものの、客単価は若干プラスとなっており、来
客数も堅調である。

家計
動向
関連

(甲信越)
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□

コンビニ（店
長）

お客様の様子 ・依然として、頻繁な値上げがあり、価格はそれなり
に上がっているものの、数量的には特段変わっていな
い。客も値上げに慣れてきて、また値上げかという様
子で、消費に対する変化はみられなくなっている。

□
家電量販店（店
長）

来客数の動き ・自治体から省エネエアコンにかかる助成金が交付さ
れているため、やや良くなっている。

□
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・需要時期のため既存客の代替車購入は一定数あるも
のの、新規客が全く増えていない。

□

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・前月同様、車検、一般整備は目標の1.5倍程度に増
加している。車両販売は、３月というのに低迷してお
り、物価高などの影響で、車両を買換える客、控える
客の２極化が進んでいる。

□

その他専門店
［酒］（店長）

お客様の様子 ・客の様子は３か月前と比べると、年度末であること
や値上がり前の駆け込み需要がある。今後は値上がり
によるデメリットが出る。本当に２極化が進んでいる
印象があり、高い物、特に皆が欲しい物に関しては単
価が高くても引き合いはあるものの、値上げに対して
非常にセンシティブになっている様子もうかがえるた
め、単純には捉えられない。

□

観光型旅館（経
営者）

単価の動き ・宿泊者数は新型コロナウイルス感染症発生前と同じ
くらいだが、日帰り宴会の人数は60％と減少してい
る。ただし、平均宿泊単価は新型コロナウイルス感染
症発生前と比較して147％まで上昇させることができ
たため、物価高騰や宴会の減少分を差し引いても、新
型コロナウイルス感染症発生前と同様の売上と利益を
出せている。また、最近では１人旅など、宿泊料金が
高額であっても、それぞれのスタイルで宿泊する客が
増えている。

□

旅行代理店（副
支店長）

来客数の動き ・旅行需要の受注増加は変わらないが、世界情勢の変
化が起因となり旅行を見送る客も多少出てきている。
相変わらず国内旅行は好調だが、海外旅行は海外出張
を含めて低迷している。

□
タクシー運転手 お客様の様子 ・ここ６か月間は前年比では84～90％くらいで推移し

ている。今月については、前年比87％で終わりそうで
ある。

□
通信会社（社
員）

販売量の動き ・年度末や決算月ではあるものの、大きな動きはな
い。来月開始予定の新サービスを、新年度のスタート
ダッシュの足掛かりとしたい。

□
通信会社（社
員）

来客数の動き ・例年ピークとなる年度末でも、年々集客が減ってき
ている。

□
ゴルフ場（経営
者）

来客数の動き ・前年と変わらない。

□
ゴルフ場（副支
配人）

単価の動き ・原材料の値上げが続くなか、価格転嫁ができない。

▲

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・前月に続き、来客数はいまだ前年実績を割ってい
る。客単価は上がっているものの、物価高が一因だと
みられる。このまま米価高騰等で、おむすびなどの値
上げが続けば、現状が続いて更なる来客数減少につな
がりかねない。

▲
乗用車販売店
（総務担当）

お客様の様子 ・客は米価高騰などを話題に出し、価格を気にする様
子が見受けられる。

▲

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・客足が鈍い状況は前月から変わらない。祝い事や送
別時期で利用が増加しているが、例年と比べて明らか
に減少している。物価高疲れやぜいたく品への消費を
控えている様子がうかがえる。

×
スーパー（店
長）

単価の動き ・値上がりが進み、低単価品の購入が増えている。

×
コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・物価高がひどく、政策への諦めがある。

×

スナック（経営
者）

来客数の動き ・物価高で急激にお金を使わなくなってきている。酒
を飲む人が減っているだけでなく、ランチ客まで減っ
ており、弁当を作るなどして積極的に生活防衛をして
いる。景気という意味ではかなりまずいことになって
いる。

×
遊園地（職員） 来客数の動き ・春休みの学割キャンペーンなどを打ち出すことで、

学生客への訴求を図ったものの、３月に入ってからの
降雪の影響を大きく受けている。

◎ ＊ ＊ ＊企業
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○
窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・大口の受注が決まり、しばらくはその対応で多忙と
なる見込みである。

□
電気機械器具製
造業（従業員）

受注量や販売量
の動き

・現在は受注を確保できてはいるものの、この先は価
格上昇等もあり、多少不安がある。

□

その他製造業
［宝石・貴金
属］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・売上は前年より10％程度良いものの、相変わらず地
金の高騰が進んでおり、収益が圧迫されている。国内
のマーケットは相変わらず低調である。海外バイヤー
の購入はほとんどが中古品である。

□
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・工事内容、金額、期間等の問合せが、少しずつ出て
きている。

□
金融業（経営企
画担当）

取引先の様子 ・取引先は観光業を中心に、活気が出る傾向にある。
ただし、物価高騰により、全般的に資金繰りは改善し
ていない。

▲

食料品製造業
（製造担当）

受注価格や販売
価格の動き

・値上げをしたため、大手とは大分開きが出てきてい
る。全ての物が値上がりしているなかで、消費者の財
布のひもは大変厳しく、やはり安い方になびいてしま
う。

▲
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・前月より若干ではあるものの、受注件数が増えてい
る。ただし、近々の単発受注が主なので、先行きは見
通せない。

▲

金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・非製造業は観光関連を中心に、需要は底堅さを維持
している一方、製造業は半導体関連の在庫調整の遅れ
や米国の通商政策への対応等によるマインド低下が強
まっている。

×
食料品製造業
（営業統括）

受注量や販売量
の動き

・業務筋からの引き合いが弱まっており、在庫が増え
ている。

◎ － － －
○ ＊ ＊ ＊

□
人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・どの企業からも人がいないかという問合せは多いも
のの、採用条件が変わらないため、採用に向けた打合
せが進まない。

□
民間職業紹介機
関（経営者）

求人数の動き ・中小企業は賃上げに苦慮しており、新規社員採用に
慎重な姿勢となっている。

▲

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・２月の求人受理状況をみると、管内主要産業の１つ
であるサービス業のうち、労働者派遣業の求人数が前
年同月と比較して半減している。要因は、製造業の業
績不振、人件費の上昇等による求人の手控えによるも
のとみられる。

× － － －

　６．東海（地域別調査機関：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
商店街（代表
者）

来客数の動き ・客の様子から判断した。

◎

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・個人旅行客の動きは新型コロナウイルス感染症発生
前に近い状態に戻ってきた。観光バスを利用した団体
客は50％程度の戻りで、特に高齢者中心のバス旅行が
戻っていない。当県には空港がないこともあり、イン
バウンドは少ないままである。

○

一般小売店［酒
類］（経営者）

来客数の動き ・飲食店の来客数は僅かながら増加の傾向にある。た
だし、客も予算を決めているようで追加のオーダーが
入らず、飲料の販売はなかなか伸びないという話を聞
く。

○

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・今月初め頃から親子連れで来店する客が多くなっ
た。月の前半は即購入でなく下見という様子で売上に
は余り結び付かなかったが、20日過ぎ頃からは売上が
少し伸びている。

○
スーパー（店
員）

お客様の様子 ・米の価格は毎月値上がりしているが、必需品のため
購買は継続している。

○
スーパー（販売
担当）

販売量の動き ・大きな公園近くの店なので、花見時期は特に花見商
材の販売量が増える。

○

スーパー（販売
担当）

来客数の動き ・米の価格について、当地区は関東圏に比べて安定し
ているためそれほど影響はない。野菜の値段も大分下
がってきたため、購入量は増えており来客数も増加し
ている。

動向
関連

(甲信越)

雇用
関連

(甲信越)

家計
動向
関連

(東海)
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○
スーパー（支店
長）

それ以外 ・賃金がやや上昇し、企業の設備投資も若干増えてい
る。地価も下げ止まりがみられることで、現状ではま
ずまずの状況である。

○
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数が前年を上回ってきており、値上げをした物
が多いなか販売量は減っていない。

○

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・来客数が増えた結果、販売点数が増えて客単価が増
える好循環になっている。値上げによる客単価上昇も
あるが、それを除いて分析すると、販売点数が増えて
いる。

○
コンビニ（店
長）

単価の動き ・値上げの影響かもしれないが、客単価が上がってい
る。値上げがあったからといって買い控えも生じてい
ない。

○

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・来客数が１日平均10人増減すると小規模店舗の状況
は一変する。10人増えた店と10人減った店の20人差
は、行く末を考えると厳しくなる。平均客単価は730
円程度である。来客数が増加傾向にあり、まだ道は開
けると考える月となった。アプリクーポンによる販売
促進効果は堅調である。30円引き程度のクーポンを気
持ちよく利用できる接客が親切な店だけが生き残る時
代である。

○
コンビニ（商品
企画担当）

単価の動き ・最寄り品を値上げした影響もあり、客単価が伸長し
ている。

○

家電量販店（フ
ランチャイズ経
営者）

単価の動き ・景気が良くなっているというより商品の値上げによ
り販売単価が上がっている。今月は冷蔵庫の入替え時
期で処分品の動きが良かった。冷蔵庫や洗濯機は新商
品と処分品の価格差が大きいため処分時期には売れや
すい。物価高でその傾向が大きくなっている。

○
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・顧客の動きは良いが、なかなか成約に結び付かな
い。

○
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・１番の繁忙期としては物足りない売上だが、３か月
前より良くなっている。ただし、３月後半になり客足
が鈍くなった。

○

その他小売
［ショッピング
センター］（経
理担当）

来客数の動き ・足元の来客数はおおむね堅調に推移している。

○
観光型ホテル
（支配人）

来客数の動き ・インバウンド需要の高まりに伴い、宿泊者数の増加
傾向が続いている。

○
旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・旅行しやすい季節となり案件は多い。花見目的の貸
切バスツアーや新入社員のバス研修など年度初め特有
の需要が目立っている。

○

旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・春の行楽シーズンに突入し、団体旅行を中心に旅行
需要は増えている。インバウンドの増加に伴い宿泊料
が高騰しているが、それでも客は予約して旅行を催行
している。しばらくはこの状況が続く。

○
通信会社（サー
ビス担当）

販売量の動き ・引っ越しシーズンに伴い、新規申込みや新サービス
移行の申込みが増加している。

○
その他住宅［室
内装飾業］（従
業員）

販売量の動き ・年度末になって店舗の改装や工場の設備投資の工事
を受注した。

○
その他住宅［展
示場］（従業
員）

来客数の動き ・天候が良くなり来客数の動きが増えている。

□
商店街（代表
者）

単価の動き ・来客数は依然として多いが、値上げした割に客単価
は相変わらず低く好調とは言い難い。

□
一般小売店［結
納品］（経営
者）

単価の動き ・今月は天候不順の影響もあり来客数が少ない。

□
一般小売店［高
級精肉］（常勤
監査役）

販売量の動き ・米国の関税政策が安定するまではなかなか見通しが
立たない。

□
一般小売店［生
花］（経営者）

販売量の動き ・お彼岸の売上は前年比では20％減少した。年々若い
人の墓参離れが進んでいる。卒業や異動、退職等の花
束は逆に増えている。
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□

一般小売店［贈
答品］（経営
者）

お客様の様子 ・決算月ということで動きに期待したが、かなりの値
上げがあった影響で財布のひもが固くなっている。大
企業を中心として所得の多い人はそれなりに消費を伸
ばしており順調な様子だが、中小企業までは賃上げの
波がまだ来ていない。大企業は良いが大半の中小企業
は伸びていないため、結果的に景気は変わらない。

□
一般小売店［生
活用品］（販売
担当）

お客様の様子 ・例年ギフト需要の多い時期だが、１品単価が下がっ
てきている。

□
百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・しばらくの間、景気は上向きで推移してきたが、こ
こに来て足踏み感がある。

□
百貨店（営業企
画担当）

単価の動き ・高額品に値上げがあったが前年比では若干プラスで
推移している。

□

百貨店（販売担
当）

単価の動き ・購入意欲は高く維持され、月後半のイベントでは高
額品の自家需要が多くみられた。インバウンドの来客
数は微減ながらも、単価が高く売上としては好調であ
る。

□
百貨店（販売担
当）

お客様の様子 ・20代以下をターゲットにした化粧品は好調が続いて
おり、若者の購買意欲は高い様子である。

□
スーパー（経営
者）

販売量の動き ・来客数は増加しているが、売上増加にはつながって
いない。

□
スーパー（店
長）

販売量の動き ・商品の値上げが相次いだことにより、買上点数が
鈍っている。

□
スーパー（店
長）

お客様の様子 ・ダイレクトメールを出せば反応がある。

□
スーパー（店
員）

単価の動き ・天候に恵まれ、年始の頃は高騰していたキャベツや
白菜が手頃に買える値段にまでなり、売上に良い影響
を与えた。

□
スーパー（販売
担当）

来客数の動き ・土日の来客数は増えているが、平日が少なくなって
いる。

□
コンビニ（企画
担当）

販売量の動き ・来客数が前年割れの店舗が見受けられるが、客単価
の上昇により売上は前年を上回っている。この傾向は
以前からみられ、しばらく続くとみられる。

□

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・春休みに入る中旬から下旬のタイミングで気温が高
くなったこともあり、飲料やアイスなどの動きが良く
なった。外出の機会も増え、おにぎり、サンドイッチ
や菓子パンなどの主要商品は客層を問わず販売数が多
い状態を維持している。

□
コンビニ（店
長）

来客数の動き ・インバウンドの来客数が顕著に増えており、特に夜
間と土日の利用が多い。日本人客の利用傾向は変わっ
ていない。

□
コンビニ（店
長）

販売量の動き ・今月は寒暖差が大きかったが晴天に恵まれ、４月か
らのビール等の値上げに備えて買いだめする仮需要も
加わり、売上が前年並みに回復した。

□

コンビニ（本部
管理担当）

来客数の動き ・今月売上は前年比101.6％で、特に客単価が前年比
で好調である。物価高の影響が大きいと判断してお
り、景気判断としては、状況に大きな変化がなく安定
している。

□

衣料品専門店
（売場担当）

単価の動き ・客の様子は、少しでも安く購入したいという人が多
い。今月も競合に比べて自店の売上はかなり良い状況
であったが、その要因としては女性商品の30％オフの
影響が大きい。他店では２割引程度が多いなかで客は
詳しく調べて来店している。ただし、月の前半の売上
は良かったが、後半になると下見だけで購入に至らな
い客がやや増えた印象を受ける。

□
衣料品専門店
（売場担当）

お客様の様子 ・依然として、物の購入は必要最低限にとどまってい
る。

□
衣料品専門店
（販売企画担
当）

お客様の様子 ・例年とは商品の動きが違い、特定の商品が集中的に
売れてほかは売れないような状況である。全体的にや
やマイナス程度で落ち着いている。

□
家電量販店（営
業担当）

販売量の動き ・新生活需要を期待していたが、携帯電話は好調なも
のの、引っ越す人が少ないのか生活家電が思ったほど
伸びていない。

□
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・３月であるが新車の売行きが余り良くない。
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□

乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・客との会話で、日常生活に必要な物の価格が高くな
り今必要な物を買うだけで金がなくなってしまう、車
が動かなくなってしまえば仕方ないがそうでなければ
車に回す予算はとても考えられないなど、身の回りで
物価上昇に苦慮している言葉が絶えない。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・決算期でもあり販売台数は前年並みを確保できた
が、競合が激しく収益は厳しかった。

□

乗用車販売店
（従業員）

それ以外 ・年度末の割に全体的に動きが少なかった。アクセス
数と来客数はそれほど減少していないため印象として
は悪くないが、余り特徴的な動きのない１か月であっ
た。

□
その他専門店
［書籍］（社
員）

販売量の動き ・新年度に向けた販売量は順調だが、一部で少子化の
影響により販売量の伸びが悪くなっている。

□
高級レストラン
（経営企画）

来客数の動き ・平日夜は変わらず厳しい来客数であるが、週末や春
休みは好調に推移した。ハレの日需要は、より高くな
る傾向にある。

□
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・自店の立地条件と客の年齢層を考えると、来客数が
これ以上増える見込みはない。常連客の中には来店頻
度が随分減った客もいる。

□
一般レストラン
（従業員）

販売量の動き ・来店客が増えた。

□

その他飲食［ワ
イン輸入］（経
営企画担当）

販売量の動き ・物価上昇が消費にどのように影響するか心配してい
たが、販売量は前年比ほぼ100％で推移している。消
費が増加するような要素はみられないが、悪くなって
いく要素もみられない。

□

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・３月に入り春休みシーズンということもあって、進
学や就職等で地元を離れた人が帰省している。家族や
友人知人と団らんの機会が増え、利用者も増加してい
る。前年と比べて温暖な天候も手伝って需要が伸びて
いる。

□

都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・レストランは、ランチが比較的良いが、宴会では歓
送迎会が新型コロナウイルス感染症発生前の水準まで
戻らない。宿泊は、仕入コスト高騰から価格を上げて
おり、稼働は下がっている。

□
旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・客の動向としては上向きだが、物価の上昇が予想以
上に家計に響いている様子がみられる。

□

旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・客からの案件は２極化している様子で、予定どおり
計画するケースもあれば、家計の負担増加から少し費
用をおさえるケースもある。海外ウェディングやハネ
ムーンの問合せも少しあるが、費用面で折り合いが悪
い。

□
タクシー運転手 お客様の様子 ・異動や退職等で歓送迎会がみられるが、思ったほど

客の動きはない。週末に人出はあるが乗車率が今一つ
で、余り変化はみられない。

□
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・価格交渉が厳しく入るようになった。

□
テーマパーク職
員（総務担当）

来客数の動き ・３月前半は集客が伸び悩んだが、下旬は気候が温暖
になり春季イベントの開催効果もあり、月次の目標値
を超えることができた。

□
観光名所（案内
係）

お客様の様子 ・周りからは景気が悪いという声を聞くことが圧倒的
に多い。まあまあであるという人がごくたまにいる程
度である。

□
ゴルフ場（経営
者）

単価の動き ・物価上昇と労務費増加に伴う価格転嫁が難しく、収
益が確保しづらい。

□
パチンコ店（経
営者）

販売量の動き ・前年の売上と変わらない数字となっている。人の流
れが変わりつつあるため、来月以降に期待したい。

□
美顔美容室（経
営者）

販売量の動き ・美容商品のセット販売が前月から引き続き好調であ
る。

□
住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・販売量は相変わらず横ばいが続いている。

□
その他住宅［不
動産賃貸及び売
買］（営業）

単価の動き ・例年どおりの繁忙期だった。
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▲

百貨店（総務担
当）

お客様の様子 ・気温が非常に低い日が続き、春とは思えない状況で
春物衣料や雑貨を中心に大きく苦戦した。食料品を中
心とした物価の上昇もあり総菜などの動きが悪く、ホ
ワイトデー需要も職場などでの返礼が少なくなってい
る様子で、菓子の売上も大きくは伸長しなかった。

▲
百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・ハレの日用の衣料や服飾雑貨の売上は上向きにある
が、これまで堅調に推移していた食品部門の売上が購
買点数の減少に伴って落ち込んでいる。

▲
百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・寒さが続いたためかあるいは物価高の影響か、客の
購買意欲の低下がみられる。インバウンド需要もここ
最近は減少している。

▲
百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・インバウンドは好調を維持しているが、来客数が以
前より鈍化している。

▲
スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数が下げ止まらない状況である。

▲
衣料品専門店
（店長）

単価の動き ・客の購買行動に慎重さがうかがえる。購入に当たっ
ては時間を掛けて吟味しており、単価も下がってい
る。

▲
家電量販店（店
員）

単価の動き ・高単価な商品がなかなか売れず、消費者の予算は低
い様子である。

▲
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・取扱全車種のうち半数以上が販売停止になってい
る。部品供給の関係で生産停止の車種もあり、売りた
くても売る車がないのが現状である。

▲

その他専門店
［貴金属］（経
営者）

来客数の動き ・例年３月は卒業や入学、入社の時期で購買意欲は向
上するが、今年は円安による物価高騰や社会情勢不安
などの要因で、消費者の動きが非常に鈍くなってい
る。

▲
一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・来客数の割に販売量が伸びない。

▲
その他飲食［仕
出し］（経営
者）

お客様の様子 ・急激な物価高騰や米国関税の影響への不安など、後
ろ向きの雰囲気をひしひしと感じる。

▲

旅行代理店（経
営者）

それ以外 ・ターミナル駅前や乗換地点の居酒屋では、繁盛店と
それ以外で夜の混み具合がはっきりと分かれている。
目抜き通りの飲食店でも、閉店し、シャッターが閉
まったままの空き店舗が徐々に増えている。

▲
通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・例年３月は新規契約、解約共に増える傾向にある
が、今年はどちらも余り増えていない。人が動いてい
ないとみられる。

▲
テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・春休みになって期待したが、余り動きがない。物価
高騰が影響している可能性がある。

▲
理美容室（経営
者）

来客数の動き ・天候も暖かくなり客が増えるはずの時期だが、なか
なか来店がない。

▲
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・様々な客と接しているが、ほとんどの客が物価高に
疲弊している。

▲
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・物価が高すぎて厳しい。消費税減税等の施策がない
と、このままでは立ち行かない。

▲

美容室（経営
者）

来客数の動き ・コロナ禍以降、４～５年前から出足が落ちたまま
戻っていない。今冬の厳しい寒さも影響した。客が高
齢化しているため、健康問題や天候で大きく打撃を受
ける。

▲
その他サービス
［介護サービ
ス］（職員）

単価の動き ・仕入先、運送会社双方より運賃改定の相談が再び増
えてきている。

▲

その他住宅［住
宅管理］（経営
者）

お客様の様子 ・リフォーム工事の話はあるが、何度見積りを出して
もなかなか施工には至らない。全ての建材が値上がり
し、施主の負担は増え、思うようなリフォームができ
ない。１件１件に時間が掛かり、利益が上がらない。
この先ますます仕事が取りづらくなる。

×

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・物価が非常に上がっている。値上げに次ぐ値上げで
米の価格が２倍程度になっていることを筆頭に、４月
からも更に値上がりする品物が増える。先行きに明る
い兆しがみえない。

×
スーパー（総
務）

単価の動き ・物価の上昇が止まらず全ての商品が値上がりして、
客は少しでも安い物を購入したくても選択の余地がな
くなっている。

×
衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・自店の客は年齢層が高いため天候不順で外出を控え
ている上、来店しても購入量が少なくなっている。
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×
乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・物価高の行方は政策に掛かっている。

× タクシー運転手 来客数の動き ・ガソリン価格高騰を始めとした物価高騰が厳しい。

×
設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・設計中の案件が中止になり、設計料が支払われな
い。

×
住宅販売会社
（経営者）

単価の動き ・２回、３回と値下げしないと売れない状況で困って
いる。

×
住宅販売会社
（従業員）

それ以外 ・家を持ちたい欲求は客にあり、頭金はなく、全額借
入れで返済期間を延ばしてでも欲しいという30代が増
えてきた。

◎ － － －

○
化学工業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・電子材料向けクリーン容器の注文が国内、海外向け
共に増えている。海外については、特に台湾向けが増
量している。

○
窯業・土石製品
製造業（社員）

受注量や販売量
の動き

・今月納品分の受注増加は年度内の予算消化と考えて
いたが、５月連休前の納品依頼の注文も例年より多
く、全体的に客の稼働率が上がっている。

○
電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・客先で年度末に向けた設備投資があった。新年度に
も設備投資の見込みがあり、全体的に良い方向に向
かっている。

○
その他非製造業
［ソフト開発］
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・大手企業からは、新しい商品が出ず外注において設
備投資は低調なままで、景気は変わらない。この状態
が当分続く。

□
食料品製造業
（社員）

受注量や販売量
の動き

・海外輸出の受注量は変動があるが、国内受注量には
大きな変動はない。

□

化学工業（総務
秘書）

それ以外 ・世界経済で懸念されるのは米国の関税であるが、直
ちに景気に影響はない。人材獲得のための初任給引上
げやベースアップは、これまでの次元を大きく超える
もので、好況感を後押ししている。

□
一般機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・大手企業による半導体関連の設備投資は、計画はあ
るがなかなか受注に至らず横ばいが続いている。

□

電気機械器具製
造業（企画担
当）

それ以外 ・新卒社員の給与が上昇傾向のなか、中堅社員の給与
は据置きされている。物価高が続く一方で手取りが増
えないため、消費は伸び悩んでいる。製品の売上は、
伸びている地域とそうでない地域のまだら模様で全体
として成長している実感はない。

□
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・鋼材価格等の上昇分は価格転嫁できているが、生産
量がここ３～４か月ほど横ばいが続いているため、ど
ちらともいえない状況である。

□
輸送用機械器具
製造業（品質管
理担当）

取引先の様子 ・新たに人を雇うにも余り応募がなく、実際に雇用し
てもすぐ辞めてしまうことが増えている。求職者側の
選択肢が増えている。

□
輸送用機械器具
製造業（管理担
当）

それ以外 ・ガソリン価格、物価や米価の高騰が続き、景気回復
の見込みはない。

□

建設業（役員） 受注量や販売量
の動き

・年度末ということで、住宅販売としては毎年客の動
きが活発化する。本年も成約数は伸びたが、月末に近
づくにつれて来客数が減少しており、来月は厳しくな
る見込みである。

□

建設業（営業担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・物価高や人件費の高騰の影響で、見積りが高くな
り、実際の作業等の決裁が下りにくくなっている。公
共事業の案件であれば高めに見積りができるものの、
利益はなかなか伸び悩んでいる。

□

輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・３月は繁忙期である。各荷主共に期末で出荷が多く
なり、引っ越し業務に携わっている運送会社も仕事を
こなすのに精一杯である。ただし、単価はそれほど上
がっていない一方で経費は増加している。

□
輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・国内物量が鈍化し、前年並みの状態である。

□

輸送業（エリア
担当）

それ以外 ・運送業界はサービス業であり、製造業の利益が潤わ
ない限り恩恵が回ってこない構造がある。全国的な
メーカーの動きを見てもヒット商品がなく、何が売れ
るのか分からない閉塞感が漂っているのが、バブル以
降の状況である。この何十年、少ない利益をどうカ
バーするかに終始する状況が変わらず続いている。

企業
動向
関連

(東海)
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□
金融業（従業
員）

それ以外 ・物価の上昇が続いており、決して楽ではない生活が
身の回りでは続いている。賃上げもニュースになって
いるが、それ以上に物価が上がっている。

□

金融業（企画担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・大手企業の賃上げ報道が多いが、中小企業では大手
企業のような賃上げは困難である。受注価格や販売価
格が上昇し、従業員の給与へ反映できるまでにならな
いと個人消費は伸びず、景気は良くなっていかない。

□
不動産業（経営
者）

それ以外 ・例年よりも寒い日や雨の日が多いこともあり、徒歩
や自転車での外出は減少傾向だが、車での外出は増加
傾向にある。今月の売上は前年をやや上回っている。

□
広告代理店（制
作担当）

取引先の様子 ・印刷物など紙媒体の広告受注量は微増しているが、
紙類やインク等の素材が値上がりした影響で、収益は
現状維持の見込みである。

□

新聞販売店［広
告］（店主）

取引先の様子 ・メンテナンス費用や消耗品に関しても、取引業者が
年度替わりを機に価格改定を行っている。不可抗力に
よる突発性の故障は仕方ないが、定期的な出費は利益
減少に直結する。他業界でも同じ動きがあると耳にす
ることが多い。

□

行政書士 それ以外 ・景気は良くない。業者からは、行政の労働時間の管
理が厳しい、ガソリン代は上がっているのに荷主が運
賃を上げてくれない、質の良いドライバーが集まらな
い、転職を考えている等の声を聞く。

□

会計事務所（職
員）

それ以外 ・新型コロナウイルス感染症発生前と比べ舞台の入場
券や観劇ツアーの料金は上がっているが、予約が取り
にくかったり、すぐに予約が一杯になったりする。こ
の状況は前年から続いており変わらない。

▲
食料品製造業
（経営企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・前年秋に値上げした商品の受注量が計画を大きく下
回っている。価格に見合った価値の訴求に、今まで以
上に配慮しなければ淘汰される。

▲
パルプ・紙・紙
加工品製造業
（顧問）

受注量や販売量
の動き

・３か月前は年末需要があったが現在は季節的な需要
もなく、受注量、販売量共に全体として減少してい
る。

▲
金属製品製造業
（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・価格が低下しており、販売数量も減少している。

▲
金属製品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・自社の受注残量と同様、取引先や協力会社も仕事量
が少ないという声が多い。

▲
電気機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・生産拠点の縮小を伴う統合などで生産量が落ちてい
る。

▲

輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・ドラッグストアやホームセンター向けの物量が前年
比で減っている。単価が上がっているため売上の数字
には出にくいが、消費者は財布のひもが固くなってい
る。

▲

通信業（法人営
業担当）

それ以外 ・新型コロナウイルス感染症や自然災害を経験し、生
活者にもネット主体の社会生活や行動様式、電子マ
ネーが浸透した。最近は回転すしやファミレス以外の
カフェなどにもタッチパネルによる注文方式の飲食店
が出現している。人が減って労働人口を補うための策
が浸透すればするほど、景気は悪くなっていく。

▲

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・食品、特に主要商品である米の価格が上がって負担
が大きくなり、ガソリン代や光熱費など毎月掛かる支
出が増加するなかで、賃上げはそれに追い付いていな
いため、厳しい状況である。

×
鉄鋼業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注量、販売量は１割以上落ちており、回復が見込
めるような話もない。

×

通信業（総務担
当）

それ以外 ・ＩＴサービス企業の収益は前年比プラスの実績であ
るが、個人の景況感は別である。食品価格や物価上昇
が家計を完全に圧迫しており、国民が全て暗い雰囲気
のなかにいる。

◎ － － －

○
人材派遣会社
（営業担当）

求職者数の動き ・季節需要で４月の転職希望者が出たことにより、求
人数、求職者数は増加した。また、直接雇用の切替え
は前年よりも増加傾向にある。

○
アウトソーシン
グ企業（エリア
担当）

周辺企業の様子 ・自動車製造業では、大手自動車メーカーのなかでも
国内や中国での販売不調が継続しているメーカーと、
好調なメーカーに分かれている。

□
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・法人の送別会利用が多かった。

雇用
関連

(東海)
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□
人材派遣会社
（営業担当）

それ以外 ・米を筆頭に食品関係の物価高騰の影響を受けてい
る。

□

人材派遣会社
（営業担当）

周辺企業の様子 ・３か月前と比較すると４月の採用に向けた求人数が
増加する一方で、求職者数は僅かに増加しており、よ
り条件の良い企業への人材流動が進み、人材市場にお
ける競争が激しくなっている。

□

職業安定所（所
長）

求人数の動き ・求人数は前年同月と比較しやや減少している。大・
中規模の企業には人材不足の声が大きく、３か月前同
様に人手不足感は強くなっている。一方、小・零細企
業においては取引先の価格転嫁の状況などを見つつ、
求人を手控えしている様子である。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・産業別の新規求人数について、運輸業、卸売小売業
は微減、建設業、製造業、宿泊・飲食サービス業、医
療業等は増加傾向となった。特に宿泊・飲食サービス
業については大幅な増加傾向にあり、業種によりばら
つきがみられる。

□

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・小売業全般で人手不足の状況が続いており、積極的
に雇用を拡大しているという声を聞いた。一方、事業
転換やデジタル化などを推進し、人件費や生産コスト
の抑制を図る方向へ方針転換を検討しているという話
もあった。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数が前年同月比で増加したものの、新規求
職申込件数も同様に増加した。

□
民間職業紹介機
関（営業担当）

採用者数の動き ・年度末を迎え、採用決定数が伸長する例年のトレン
ドに変化はないが、優秀な人材の獲得競争は更にし烈
を極めている。

▲
人材派遣業（営
業担当）

周辺企業の様子 ・景気の先行きに不安がある。相変わらず各種値上げ
が続いているため企業の原価が上昇し、景気はじわじ
わとの悪化している。

▲

人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・前月に落ち込んだ新規登録者数は、今月も前年比で
40％減少した。賃上げの動きにより、現職にとどまる
求職者が多い様子である。その反面、人手不足の企業
では求職者が望むレベルの賃上げに対応できない企業
が多く、枯渇感が強まっている。

▲

新聞社［求人広
告］（営業担
当）

周辺企業の様子 ・米国政権が替わってから国際的にいろいろな不確定
要素が発生している。県内企業でも自動車関連を中心
として影響がみられる。コスト高も続いており全体的
に悪くなっていく方向と考える。

▲

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・新卒者の給与引上げへの対応のため業務効率化やＩ
Ｔ導入などを進め、人件費増加の負担を軽減するとと
もに、既存従業員の給与体系を見直したいという声が
ある。最低賃上げについては、これ以上の引上げは難
しいという声を聞く。

▲
職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・有効求職者数が19か月ぶりに減少に転じた。

× － － －

　７．北陸（地域別調査機関：一般財団法人北陸経済研究所）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎

競輪場（職員） 販売量の動き ・競輪事業については、前月から引き続き売上が増加
する傾向がある。２～３月は毎年度、競輪の大規模な
レース開催が続き、売上が増加傾向にある。現在食料
品や燃料の価格が高騰し、買い控えの動きが広がって
いるが、競輪事業への影響はない。

○

商店街（代表
者）

来客数の動き ・変わらずインバウンドを中心に来客数が多い。ただ
し、中国人観光客の来店及び客単価が下落している印
象を受ける。来客数が多いため売上自体は横ばいと
なっている。

○
コンビニ（店舗
管理）

来客数の動き ・３月中旬以降、来客数が前年と同水準に回復してい
る。

○
住関連専門店
（役員）

販売量の動き ・需要期ということもあるが、物価高への順応などが
進み、客の消費意欲に変化がみられる。

○

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

来客数の動き ・卒園式や入園式に伴うオケージョンスーツや新生活
関連の雑貨の動きが良く、これらの商品を求めて来館
する客が増加している。

家計
動向
関連

(北陸)
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○
一般レストラン
（店長）

来客数の動き ・インフルエンザの流行や大雪の影響が大きかった時
期と比べると、随分良くなっている。

○
スナック（経営
者）

来客数の動き ・当店の常連客は高齢のため、来店が天候に左右され
やすく、売上は前年の９割程度である。居酒屋などは
若い人たちで満席と聞いている。

□

商店街（代表
者）

来客数の動き ・卒業、入学、就職等、若者を中心に人が動く時期と
なり、商店街の人出が多くなっている。春のイベント
を行っている百貨店から人の流れもあり、買回品のう
ち、特に洋服店や飲食店がにぎわっている。

□

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・３月は、２月の雪害による売上減少の反動があり、
春物衣料品を中心に全商品群で売上が好調に推移して
いる。ただし、２～３月の累計では前年実績をやや上
回る程度の見込みである。

□

百貨店（販売担
当）

来客数の動き ・２月の大雪による影響の反動と気温上昇のため、今
月前半より新生活に必要なスーツなどのハレの日用の
紳士服、婦人服が共に伸びている。カジュアル衣料、
婦人靴なども伸長する一方で、バッグ、財布などの小
物や化粧品は苦戦している。また、デイリー商材の食
品や肌着、ギフトアイテムも苦戦している。期間限定
企画や食品催事を強化しても、前年の売上とかい離し
た状態が継続しており、全体を押し下げている。

□
スーパー（仕入
担当）

単価の動き ・主食の米や日配品の大幅値上げが控えており、買い
控えの兆しがみえる。

□
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・天候不順の影響もあるが、客の節約志向は変わら
ず、売上が苦戦している。

□
衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・季節を先取りするアパレル業にとって、天候不順で
季節感がつかめないことと、物価高騰による客の購買
意欲低下が、景気悪化の大きな要因となっている。

□
家電量販店（店
長）

販売量の動き ・新生活の需要はあるが、安価なセット商品が購入の
中心になっているため、景気は変わらないとみてい
る。

□
家電量販店（本
部）

来客数の動き ・来客数の減少が続いている。

□
乗用車販売店
（経営者）

それ以外 ・メーカーからの車の入荷状況が悪いため、販売量が
なかなか増えない状況が続いている。

□

一般レストラン
（統括）

それ以外 ・２月は２回の寒波到来で、外出を控える傾向が強く
なり、気候による景気停滞がみられた。３月は、震災
復興需要や北陸新幹線の延伸効果があった前年同期と
比較すると、売上は落ちているが、景気は決して悪い
わけではない。

□
観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・直近の予約数が伸びており、３月は北陸新幹線開業
の前年よりも宿泊客数は伸びている。

□
観光型旅館（経
理）

それ以外 ・能登半島地震の影響で休業中である。再開までにま
だかなりの期間を要する。

□

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・宿泊部門は桜の季節とともにインバウンドが増えて
いるが、日本人客は減少しており、総じて良くない。
食堂部門は、値上げにより来客数が減少しており、物
価高の影響がみられる。宴会部門は能登半島地震によ
るキャンセルが相次いだ反動で増えており、震災前の
水準に戻ってきている。

□

都市型ホテル
（役員）

来客数の動き ・震災復興需要の反動減により、稼働率は前年を下
回っている。しかし、春休みに向けて北陸新幹線開業
10周年及び敦賀延伸１周年などのイベントが開催さ
れ、レジャー客や学生団体等の予約受注があり、前々
年の稼働率を上回ることができている。

□
旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・旅行代金が上がり続けている。客からは厳しい声を
聞いているため、今後の影響を考えると楽観視はでき
ない。

□
タクシー運転手 来客数の動き ・年度末に向けて需要が更に減少している。一般客の

動きが良くない。景気後退によるものとみている。

□
通信会社（職
員）

お客様の様子 ・客からの問合せ内容に変化がない。

□

通信会社（役
員）

販売量の動き ・例年この時期は商戦期であるが、通信、放送サービ
ス共に契約数が伸びておらず、前年同月と比べて減少
している。また、解約数も前年同月比で10％増えてい
る。

□
通信会社（役
員）

販売量の動き ・新規契約数等に大きな変化はない。
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□
テーマパーク
（役員）

来客数の動き ・来客数は、３か月前と比較して例年並みで推移して
いる。

□

その他レジャー
施設［スポーツ
クラブ］（総支
配人）

それ以外 ・春の入会シーズンにもかかわらず、入会数が伸びな
い。その一方で、各経費の値上げが続いており、影響
が大きい。

□
美容室（経営
者）

来客数の動き ・２度の寒波で前月来店しなかった客が３月になって
来店している。今月は売上、来客数共に前年を上回っ
ているが、２月のマイナス分の補填はできていない。

□

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・震災復興需要は完全に一段落したようで、震災関連
での補修や新築は、ほぼなくなった。ただし、20代、
30代にはしっかりした新築需要がみられる。２～３年
動いていなかった土地も動き出し、底堅い需要があ
る。

□

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・住宅業界の景気は建築単価の上昇により厳しい状況
だが、金利の先高観に加え、能登半島地震からの復興
が少しずつ進んでいることにより、受注が増加してい
る。

□
住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・住宅の建築コストが落ち着かず、客の動きが鈍い。

□
住宅販売会社
（営業）

来客数の動き ・展示場の来場者数に大きな変化はない。低下傾向と
いうより、低値安定といった印象が強い。

▲

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・前月のバレンタインデーのときは数年ぶりに駐車場
が大渋滞になるほどの人出であったが、一転、現在は
閑散としている。消費しようという気運が高まりつつ
あるが、食料品等の高騰で今一つ盛り上がっていな
い。

▲
一般小売店［書
籍］（従業員）

販売量の動き ・景気の底かと考えていたが、今月は来客数と売上の
減少が、今まで以上に大きい。

▲
スーパー（総務
担当）

お客様の様子 ・米だけでなく、食品類全般の価格高騰などにより、
客の節約志向がみられる。

▲
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・客が多様化しているなかで、これまで以上に店独自
の提案を考えていかなければならない。

▲

乗用車販売店
（役員）

販売量の動き ・例年であれば、売上のピークとなる３月を迎えて来
客数が増え、活発化するところだが、やや盛り上がり
に欠けている。物価上昇による客の疲弊が懸念され
る。

▲
乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・新車、中古車共に、前年と比較して受注がマイナス
となり悪化している。特に中古車は在庫不足の影響も
あり、新車に比べてマイナスが大きい。

×

コンビニ（店
長）

販売量の動き ・売上、来客数共に減少している。本部が企画する商
材の売上は好調だが、それ以外は前年比で６～８％程
度減少している。客単価は上昇しているが、来客数の
著しい減少から売上は前年比で５％強減少している。

×

その他専門店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・４～５月にも値上げがあるなど様々な情報が飛び
交っている。これだけ物価高が続くと、一般消費者の
財布のひもはますます固くなり、生活に余裕のある人
しか、し好品である酒に金を回さない。

×
タクシー運転手 来客数の動き ・３月に入り、特に観光客が増えている。休日だけで

なく、平日も客が増えている。春休みに入ったことも
関係していると考える。

◎ － － －

○

電気機械器具製
造業（営業担
当）

それ以外 ・既存流動品の受注状況に関しては大きな変化がみら
れず先行きは不透明だが、客からの情報等に基づく
と、横ばいがしばらく続くと考える。一部車載品に関
しては若干の増産傾向がみられるが、受注数量が月次
ごとに変化しているため、全般的に横ばいとみてい
る。しかし、新規製品の引き合い件数や新規案件の受
注に関して若干動きが出ている。

○
精密機械器具製
造業（財務担
当）

受注量や販売量
の動き

・店頭での商品の動きが前月より改善している。

○
通信業（営業） 受注量や販売量

の動き
・業種業態にも左右されるが投資意欲は旺盛である。
一方で、レンタルやサブスク契約の需要は横ばいの傾
向がみられる。

○
金融業（融資担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・業種を問わず、価格転嫁が進んでいる。

企業
動向
関連

(北陸)
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□
食料品製造業
（経営企画）

受注量や販売量
の動き

・能登半島地震での被災から１年余りが経過するな
か、数字の戻り方は極めて緩い右肩上がりで、震災前
の同時期の数字には程遠い状態が続いている。

□
化学工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・販売量は変化なく推移している。

□
一般機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・工作機械業界全体の国内受注推移において、増加の
兆しはあるものの、ほぼ横ばいが継続している。

□
輸送業（管理会
計担当）

受注量や販売量
の動き

・企業間物流の物量は前年と比べて回復傾向にある
が、前年を上回る程度には至っていない。

□
不動産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・現在、購入者がなかなかいない。

□
司法書士 取引先の様子 ・建築材料費高騰の影響があるのか、高額な新築物件

の保存登記の依頼が多い。

▲
繊維工業（総
括）

受注量や販売量
の動き

・米国政権の関税引上げや世界的な景況悪化による消
費の冷え込みにより、需要の減退を懸念する声が高
まっている。

▲

税理士（所長） 取引先の様子 ・人手不足により受注しても業務を遂行できないた
め、売上を思うようには伸ばせないという会社が多
い。一方で、飲食業や宿泊業などはインバウンド需要
が続いており、堅調である。

× － － －
◎ － － －

○
職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・能登半島地震からの復興工事や外国人観光客の回復
により、建設や観光関係の企業は人手不足が続いてい
る。

□
人材派遣会社
（役員）

求人数の動き ・求人数、求職者数共に３か月前と大きな変化はな
い。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・有効求人倍率は高止まりの状態が続いている。原材
料費、水道光熱費の高騰などの影響で求人数は減少傾
向にあり、降雪によって求職者数も減少している。

□

民間職業紹介機
関（経営者）

求人数の動き ・３月開催の合同説明会に対する企業の応募が多く、
抽選になる状況で、求人数も前年より多くなってい
る。しかし、参加求職者数が減っていることから、
マッチング成立が難しい。

▲ － － －
× － － －

　８．近畿（地域別調査機関：りそな総合研究所株式会社）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）
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◎

百貨店（サービ
ス担当）

お客様の様子 ・今月もイベント催事での需要や、化粧品の新商品需
要が好調に推移したほか、婦人用品を中心に前年の実
績を上回った。また、インバウンドも来客数、売上共
に大きく伸びている。

◎
観光型ホテル
（経営者）

販売量の動き ・３月は当地域にもインバウンドを含む多くの客が訪
れ、３月としては過去最高の売上となった。卒業旅行
などでの若い客の訪問も目立っている。

◎

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・今月は開業以来の最高売上となった。インバウンド
が大阪や京都にあふれている一方、日本人客は地方に
流れている。また、当ホテルが２年間続けてきたリ
ニューアル工事が終わり、ようやく完全開業となった
影響も大きい。

◎
都市型ホテル
（フロント）

単価の動き ・花見シーズンであり、３月は前年と同様に好調と
なった。団体客は減少したが、国内の個人客に高単価
での販売ができたことも、好調の大きな要因である。

○
商店街（代表
者）

販売量の動き ・月初は苦戦したが、中旬以降は暖かくなり、春物な
どの季節商材が好調となっている。

○
一般小売店［呉
服］（店員）

お客様の様子 ・着物を販売しているが、最近は留袖のドライクリー
ニングをオーダーする客が増えた。結婚式などで留袖
を着る人が増えているということである。

○
一般小売店［菓
子］（営業担
当）

販売量の動き ・３月になり、前月と比べて販売量が少し増加してい
る。この調子が維持できることを期待している。

○
一般小売店［書
籍］（管理担
当）

お客様の様子 ・大阪・関西万博の開催を来月に控え、関連商品の購
入が増えるなど、関心が高まっている。

雇用
関連

(北陸)

家計
動向
関連

(近畿)
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○
コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・３月に入り、東南アジアからのインバウンドによる
18時から夜10時までの来店が、約２割増えている。そ
れに伴い、売上も10％ほど増加している。

○
コンビニ（店
員）

来客数の動き ・今月の中旬から、外国人観光客の来店がかなり増え
ている。

○
コンビニ（店
員）

来客数の動き ・外国人客の来店が多い。

○

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・今月は気温が暖かくなる時期が早かったため、春物
商材の需要が例年と比べて多い。例年は３月の売上の
うち、冬物商材が７割で春物は３割であるが、今年は
冬物が４割で春物が６割となった結果、客単価が上が
り、売上も前年比で150％と好調となっている。

○

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・３か月前と比べて、来客数、単価共に微増となって
いる。寒さが続いた２月から気温がやや上昇し、人が
街を回遊する動きが増えている。また、３月が決算期
の法人客を中心に、やや単価が上がる傾向もみられ
る。

○
衣料品専門店
（店員）

お客様の様子 ・春の行事目的での購入が増え、セット売りができて
いることで、客単価がやや上がっている。

○
衣料品専門店
（営業・販売担
当）

お客様の様子 ・使えるお金がある人は良い物を求めており、その需
要に対応できれば、売上を更に伸ばせる。

○

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・パソコンやエアコン、携帯電話の販売が好調で、前
年を上回っている一方、年末に好調であったテレビは
前年以上に売れていないため、新生活需要から除外さ
れた可能性が高い。

○

家電量販店（人
事担当）

単価の動き ・エネルギー料金や食料品、日用品価格の上昇によ
り、買換え以外での購入が減少している。ただし、春
からの新生活需要に伴う購入額は増えており、生活し
ながら買い足すよりも、最初からある程度必要な家電
を買いそろえる客が増えている。

○
乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・12月と比べると、今月はしっかり販売することがで
きている。

○

その他専門店
［ドラッグスト
ア］（店員）

お客様の様子 ・天候の良い日が増えたことで客の外出機会が増え、
来客数の増加につながったため、売上も伸びている。
特に花粉の飛散量が増えたことで、マスクや薬などの
関連商品の売上が増えている。

○

その他小売［イ
ンターネット通
販］（オペレー
ター）

販売量の動き ・新生活需要の動きや送料の無料キャンペーンの開始
により、受注量が増加している。

○
高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・時期的に、卒業や入学のほか、合格祝いや送別会な
どでの予約が多い。

○
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・直営しているカフェの来客数に占める、欧米からの
外国人の割合が高まっている。１人当たりの購買量や
金額も多いため、客単価が上昇している。

○
観光型旅館（団
体役員）

来客数の動き ・春休みになり、卒業旅行などでの若年層による来訪
が増えている。

○
都市型ホテル
（客室担当）

単価の動き ・大阪・関西万博の影響もあり、高単価での販売が多
く、客室稼働率も80％を超えている。

○

都市型ホテル
（総務担当）

来客数の動き ・大阪・関西万博の開催まで１か月を切り、宿泊では
４月の予約が好調であるが、３月の集客が伸び悩んで
いる。宴席、飲食関係も、近隣施設の相次ぐ開業に
よって伸び悩んでいる。

○

都市型ホテル
（販売促進担
当）

来客数の動き ・客室部門の来客数や客室稼働率は高水準で、安定的
に推移している。ここ数か月の客室稼働率に大きな変
化はないが、客室単価が上昇しているなど順調であ
る。レストランも前年の10月以降、来客数が50人から
65人と安定した集客ができている。夜の貸切りディ
ナーや団体の予約も、少しずつ増えている。

○

都市型ホテル
（客室担当）

単価の動き ・インバウンド需要が好調で、連泊率も伸びている。
先行予約が直近で安価なプランに変更となるケースは
あるが、国内価格と海外のＷｅｂサイトの料金差が少
なくなり、インバウンドの需要が伸びている。

○
タクシー運転手 お客様の様子 ・暖かくなり、花見や春休みで人が動いているほか、

インバウンドの増加による影響が出ている。

○
通信会社（社
員）

販売量の動き ・サービスの加入者数は、前年よりも５％程度上向い
ている。
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○
通信会社（役
員）

販売量の動き ・春商戦での需要の前倒しもあり、２月、３月の総販
売台数は前年を上回っている。

○
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・2024年に開始したキャンペーンが好調で、新規客の
獲得が伸びている。

○
その他住宅［展
示場］（従業
員）

販売量の動き ・運営する住宅展示場における成約数は、増加傾向に
ある。

□

一般小売店［時
計］（経営者）

販売量の動き ・今月の売上だけで考えると、ある程度は安定した数
字となった。取り寄せた商品への支払や、カード決済
分の入金遅れなどを考慮すると、余り良いともいえな
いが、来客数の減少がみられない点は悪くない。

□
一般小売店［鮮
魚］（営業担
当）

それ以外 ・売上のベースは３か月前とほとんど変わらない。

□
一般小売店［衣
服］（経営者）

販売量の動き ・物価の上昇が続いている影響か、消費者の購入額が
下がり、販売量も落ちている。

□
百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・来客数が前年を下回る一方、客単価の上昇によって
売上が前年を上回っている。この傾向は、ここ数か月
変わらない。

□
百貨店（企画担
当）

お客様の様子 ・３月に入れば暖かくなるとの予想に対し、下旬に
なって寒さが戻ってきた。その影響か、来客数が急激
に落ち込んでいる。

□

百貨店（マネー
ジャー）

来客数の動き ・来客数は前年を下回る日が少なくないが、売上は物
価の上昇もあって微増となる売場もみられる。ただ
し、来客数の減少が続く状況は、非常に厳しいと判断
している。

□

百貨店（売場マ
ネージャー）

販売量の動き ・気温の低い日が続くなか、春物商戦が苦戦してい
る。訪日外国人の売上も、やや円高傾向にあるなかで
前年を下回る日が続いている。この傾向が大きく改善
する要素は見当たらない。

□
百貨店（販売推
進担当）

お客様の様子 ・月前半はやや寒く、春物衣料が苦戦した。下旬にか
けて回復してきたが、前年の実績には届いていない。
一方、食料品は堅調に推移している。

□
百貨店（外商担
当）

来客数の動き ・地元客や富裕層の来客には少し弱さがみられるが、
インバウンドがその分をカバーしており、全体的には
好調を維持している。

□
百貨店（商品担
当）

販売量の動き ・３月に入ってインバウンドの動きが鈍化したほか、
国内消費にも弱さがみられる。

□

百貨店（売場マ
ネージャー）

販売量の動き ・ここ数か月、店頭の売上は前年比で若干の減少傾向
となっている。特に月前半は気温が低く、シニアの来
客数が減少傾向にあるほか、婦人服や紳士服といった
ファッション部門の売上が悪い。一方、食料品関係は
比較的好調に推移しているほか、外商売上はラグジュ
アリー関連や金製品などが好調に推移している。イン
バウンド売上も好調が続いている。

□
スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・物価の上昇で消費が落ち込んでいる。

□
スーパー（店
長）

お客様の様子 ・食品を中心に商品の値上げが続いており、客の買物
姿勢も慎重となっている。買物の際に商品を吟味する
時間も少し長くなっている。

□

スーパー（店
員）

お客様の様子 ・今月は少し野菜の値段が下がり、動きが出てきたも
のの、前年ほどは安くないため、客の様子も厳しそう
である。お彼岸の墓花は、天候も良かった影響でよく
売れている。

□
スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・来客数の推移は横ばいであり、売上も安定してい
る。

□

スーパー（企画
担当）

お客様の様子 ・値上げの影響が大きく、米などの生活必需品の単価
が上昇し、売上は大きく伸びた。ただし、全体的には
販売点数が落ちているため、前年の売上は上回ってい
ない。

□

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・ビール類の値上げを控え、まとめ買いの需要がみら
れるほか、政府の備蓄米放出への関心も高いなど、物
価上昇に対する生活防衛意識は更に高まっている。４
月の値上げも過去最大の品目数となるなど、マイナス
の情報もあるが、賃上げによる明るいニュースに期待
したい。
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□
スーパー（企
画）

来客数の動き ・業績に大きな変化はなく、買上点数以外は前年を大
きく上回っている。特に、物価の上昇による単価の上
昇が売上の増加につながっている。

□
コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・前月と変わらず、飲食店の動きが悪い。平日は暇
で、週末だけが忙しくなっている。

□
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・日本人観光客や出張の会社員、インバウンドなどの
来客数が、依然として高い水準を保っている。

□
コンビニ（店
長）

販売量の動き ・売上、販売共に安定しており、外国人観光客の来店
も増えている。

□

コンビニ（店
員）

お客様の様子 ・当店の立地上、全体的に日本人よりも外国人の来客
が多い。全体的な状況に大きな変化はないが、手軽に
食べられるおにぎりなどが値上がりしたため、客が戸
惑っている様子がみられる。

□

乗用車販売店
（役員）

お客様の様子 ・今月の新車の販売台数はほぼ前年並みであるが、目
標には届いていない。一方、中古車の販売台数やサー
ビス利用は今月の目標額、前年の水準共に上回る見込
みである。新車の受注ペースは厳しく、受注残も厳し
い状況となっている。車両価格が上昇するなか、ター
ゲット客は富裕層であるが、価格に対してシビアな声
が多い。

□
乗用車販売店
（支店長）

販売量の動き ・景気は良さそうにみえるが、客は様子見状態であ
り、販売量は伸び悩んでいる。

□
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・来客数や問合せ数が減り、販売量にも減少がみられ
る。

□
その他専門店
［宝石］（経営
者）

お客様の様子 ・円安による影響に加えて、米国大統領の政策による
影響を様々な形で受けている。

□

その他専門店
［宝飾品］（販
売担当）

販売量の動き ・在庫品の価格ですら値上げが必要となるなか、注文
を受けてもコストの上昇が避けられない。同じ価格で
の販売は難しいため、売り逃しにつながる状況が予想
される。

□

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経理担
当）

販売量の動き ・ガソリンの販売量は前年比で微減となっている。補
助金の圧縮でガソリン価格は上昇しているが、節約の
動きはみられない。消費者は、価格の上昇をある程度
やむを得ないと考えている。

□

その他専門店
［医薬品］（管
理担当）

販売量の動き ・気温の上昇による花粉の飛散で、医薬品や関連商品
の売上は増加している。ただし、気温が安定していな
いため、春物商材へのシフトは鈍く、化粧品や化粧雑
貨などは若干の増加にとどまるほか、食品や日用雑貨
などの生活必需品の売上にも大きな変化はなかった。
３か月前と比べて、来客数や客単価は若干の改善と
なった一方、買上点数は若干の減少となっている。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（総
括）

販売量の動き ・売上は前年比で95％となり、特にインバウンドが苦
戦した。外商売上は好調であったが、一般の店頭売上
も苦戦している。

□
都市型ホテル
（管理担当）

販売量の動き ・春の行楽シーズンで単価は上昇傾向であるが、稼働
率の伸びが弱いため、景気の回復感は薄い。

□

都市型ホテル
（客室担当）

お客様の様子 ・客室単価の上昇に伴い、収入は確保できている。た
だし、以前はコストパフォーマンスが良いとの口コミ
が多かったが、現在は少なくなり、逆に料金の高さを
嘆くコメントがみられるなど、景気が良くなっている
感覚はない。

□
都市型ホテル
（管理担当）

お客様の様子 ・特に客の消費が増えている様子はない。

□
タクシー運転手 お客様の様子 ・タクシー全体の供給と需要のバランスが悪くなり、

空車が増加傾向にある。

□
通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・原材料価格や燃料価格の高騰により、利益が圧迫さ
れている。

□

住宅販売会社
（従業員）

単価の動き ・新築分譲マンションの売行きには、都心部と郊外と
で大きな差が出ている。都心部は価格が上昇しても契
約は順調に進んでいるが、郊外物件は僅かな価格の上
昇でも、売行きが鈍化している。
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□

その他住宅［情
報誌］（編集
者）

お客様の様子 ・諸物価の上昇による悪影響が出ているものの、不動
産市況は底堅い状況が続いている。新築マンションは
価格の高騰で販売戸数が減少しているものの、供給会
社の計画は大きく下回っていない。戸建て住宅市場の
堅調さにも変化はない。

▲
一般小売店［野
菜］（店長）

お客様の様子 ・客は価格に敏感であり、高額な商品は全く売れず、
野菜も特売品しか売れない。

▲
一般小売店［ガ
ラス細工］（店
長）

お客様の様子 ・来客数が減少している。

▲

百貨店（企画担
当）

販売量の動き ・前月まで売上の増加に大きく寄与していた免税売上
が、前年を下回る見込みである。免税売上は前年の３
月から大きく伸びたため、その反動が出たことが大き
な要因である。特に前年４月に値上げとなり、３月に
駆け込み需要が出たブランドの売上が大きく減った。
免税売上に占める一般品や消耗品のシェアは、化粧品
の売上が拡大したほか、特選ブランドの売上が減少し
たことで、消耗品のシェアが拡大傾向となっている。

▲
百貨店（広報担
当）

来客数の動き ・国内客の売上は堅調である一方、免税売上は前年に
大きく伸びた反動や、円高傾向が進んだことで、勢い
が鈍化している。

▲
百貨店（管理担
当）

お客様の様子 ・インバウンドの売上が減速しており、前年割れと
なっている。

▲

百貨店（マネー
ジャー）

競争相手の様子 ・米などの物価上昇の影響で、食品の販売が苦戦して
いる。さらに、近隣に安さを売りにした食品スーパー
の出店が相次いでおり、少しでも食費を抑えたい客が
そちらに流れている。

▲
百貨店（売場統
括）

お客様の様子 ・ラグジュアリー関連や時計など、富裕層向け商材が
外商客を中心に前年比でかなり苦戦しているほか、イ
ンバウンド売上も前年比で２けた減となっている。

▲

百貨店（外商担
当）

販売量の動き ・３月に入ってインバウンド売上の伸びが鈍化してお
り、特に海外高級ブランド品の落ち込みが激しい。婦
人服、紳士服といった国内客の購入が中心となる商品
も、春の新作が入荷しているにもかかわらず、予想し
たほど売れていない。

▲

百貨店（販促担
当）

販売量の動き ・強い冷え込みが長く続いたため、冬物商材の動きは
好調であったが、３月に入って息切れしている。今月
は暖かい日が少なく、春物商材の動きが鈍い状態であ
るほか、値上げによる食品の販売不振も顕著である。
特に、和洋菓子の自家需要の動きには強い影響がみら
れる。

▲

百貨店（宣伝担
当）

来客数の動き ・物価の上昇により、国内客が不要不急の消費を控え
る動きは続いているが、堅調であったインバウンドも
今月に入って免税客数が落ちている。円高の影響に加
え、大阪・関西万博を控えて、近隣のホテルが予約し
にくいという声もある。

▲

百貨店（商品担
当）

お客様の様子 ・物価上昇の影響で、食品関連の需要は低調である。
期間限定の物産催事に限れば好調であるが、売上への
影響は限定的である。３月前半に気温が低下したこと
で春物衣料が動かず、客足の増加もみられなかった。
米国経済の先行きに不透明感もあり、国内の株価も上
値が重く、高額品の需要も低迷している。

▲

百貨店（マネー
ジャー）

お客様の様子 ・業界の需要をけん引してきたインバウンドの動き
が、３月に入って鈍化している。来客数は60％増えて
いるが、単価は40％の低下となるなど、これまで需要
をけん引してきた特選ブランドの値上げによる影響が
考えられる。一方、国内の富裕層は時計などのメモリ
アル消費は好調であるが、投資目的の購入もある美術
品や宝飾品は苦戦している。また、国内の中間層は値
上げが続くなかで、価値と価格のバランスを考えた選
択消費が続くなど、小康状態となっている。

▲
スーパー（店
長）

お客様の様子 ・４月からは値上げが予定されており、ますます厳し
い景況感となる。

▲
スーパー（店
長）

お客様の様子 ・物価が上がるなか、買物を控える動きがみられる。
ただし、買上単価は下がっていないため、結果的に家
計の圧迫につながっている。
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▲
スーパー（販売
促進担当）

販売量の動き ・３月に入り、首都圏では前年比の動きに大きな変化
はないが、近畿圏では前年比で鈍化の動きがみられ
る。主に来客数の減少が大きな要因とみられる。

▲
スーパー（企
画）

来客数の動き ・天候要因の影響もあるが、今月に入って来客数がや
や減少している。

▲

スーパー（社
員）

来客数の動き ・当社の主力部門である食品の店頭価格は、米を始め
として前年よりもかなり上昇している。客の買上単価
も上がっているが、来客数の伸び悩みにより、売上は
苦戦している。

▲
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・販売額は前年比で約102％であり、来客数は約94％
と、来客数の減少が続いている。

▲
家電量販店（経
営者）

お客様の様子 ・リフォーム関連補助金が一旦終わったため、客の間
では再開を待つ動きがみられる。

▲
家電量販店（店
員）

販売量の動き ・物価の上昇が続き、景気は悪くなっている。購買意
欲も低下し、生活必需品ですらなるべく節約する傾向
にあるため、今後も厳しい状況が続きそうである。

▲
家電量販店（企
画担当）

来客数の動き ・新生活関連のミニ冷蔵庫や洗濯機、電子レンジ、エ
アコンの販売が、前年を割り込んでいる。

▲
乗用車販売店
（経営者）

競争相手の様子 ・決算セールが行われているものの、厳しい状況にあ
る。

▲
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・米国による関税引上げの影響で株価が低迷し、消費
意欲の低下につながっているほか、長期的な円安の影
響も出ている。

▲
乗用車販売店
（営業企画）

販売量の動き ・輸出向けの製品について、買い控えの動きが目立
つ。

▲
その他専門店
［食品］（経営
者）

販売量の動き ・徐々に値上げの影響が出ており、売上は前年と変わ
らないものの、販売量が落ちている。

▲

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・歓送迎会の時期となったが、中規模の宴会需要は少
し出てきたものの、前年比では確実に減少している。
また、生活費への影響が大きい外食は、厳選して利用
しているという切実な声も出ている。来店客の客単価
は横ばいか、少し高めとなっているが、来店の頻度は
確実に減少している。

▲
その他飲食［洋
菓子］（管理担
当）

来客数の動き ・天候不順や寒暖の大きな差による影響が出ている。

▲

観光型旅館（経
営者）

それ以外 ・物価上昇の影響が大きく、食材の原価が３％以上の
上昇率となっている。また、客も物価の上昇に敏感と
なり、価値がある物とそうでない物の判断がシビアに
なっている。

▲
旅行代理店（支
店長）

来客数の動き ・大阪・関西万博の開催が近づく一方、季節的な影響
もあるが、遠方への旅行の相談が減っている。

▲

旅行代理店（支
店長）

お客様の様子 ・富裕層の間でも物価上昇の影響が出始めている。可
処分所得の減少に気がついて、春休みの旅行の予算を
減らしたり、旅行を取りやめたりする動きもみられ
る。先行きの物価上昇への不安感から、状況の好転は
見込めない。

▲
旅行代理店（役
員）

販売量の動き ・春休みの旅行や春の行楽のほか、ゴールデンウィー
クなどで国内旅行の需要はみられるものの、受注件数
は３か月前や前年の水準を下回っている。

▲
テーマパーク
（職員）

お客様の様子 ・景気が上向く期待もあるなか、大阪・関西万博の開
催が近づいているが、盛り上がっていない。

▲
競輪場（職員） 単価の動き ・今月の客単価は8319円で、３か月前の9193円よりも

低下している。

▲

その他レジャー
施設［飲食・物
販系滞在型施
設］（企画担
当）

来客数の動き ・冬季のスキー場の営業が終了し、インバウンドが減
少傾向にある。例年、ゴールデンウィークまでの端境
期は来客数が減少する。

▲

その他レジャー
［スポーツ施
設］（業務担
当）

来客数の動き ・原料価格の高騰による物価の上昇で、来客数は前年
を下回っている。

▲
美容室（店員） 販売量の動き ・客がトリートメントの注文を控えているほか、購入

額も減少傾向となっている。

▲
住宅販売会社
（経営者）

単価の動き ・建築資材価格の上昇が止まらない。
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▲
住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・消費者からの問合せや具体的な商談が、格段に減っ
ている。

▲
住宅販売会社
（総務担当）

お客様の様子 ・全ての価格が上がっており、客の購入姿勢が慎重に
なっている。

▲

その他住宅投資
の動向を把握で
きる者［不動産
仲介］（経営
者）

それ以外 ・金利の上昇リスクや、米国による関税引上げ問題が
出てきたほか、倒産件数も増加傾向にある。

▲

その他住宅［住
宅設備］（営業
担当）

販売量の動き ・物価上昇の影響で、エレベーターの保守にまで予算
が回らないという声が多い。設備の不具合を伝えて
も、壊れるまでは様子を見るというスタンスの客が少
なくない。

×

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・25日までの来客数が前年比で4.6％減と悪いほか、
食料品では米価格の高騰や、各商材の原材料価格の高
騰による値上げが続いている。郊外店である当店は、
特に販売数量が落ちており、売上に影響が出ている。
生活防衛という観点から、29日までの生鮮食料品の売
上が前年比で12.6％減と、特に悪くなっている。

×
衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・気候による影響もあるが、来客数が極端に減少して
いるほか、客単価も低下している。

×

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・物価の上昇で消費マインドが悪化している。店頭の
ディスプレイに興味を示す客はいるが、店内に入って
こない。天候不順の影響もあったものの、それ以上に
売上が悪い。

×

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・販売価格の上昇もあり、販売が更に停滞している。
１度契約を決めた客ですら、価格の高騰が影響し、リ
フォーム契約の中断を希望するケースが出てきてい
る。補助金はあるものの、以前よりも価格が高騰して
いる状況は払拭できない。

×
住関連専門店
（店長）

単価の動き ・来客数が例年以上に減少するなか、売れる商品も
セール品に偏っている。

◎
輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・取扱製品の１番の需要期であり、それなりに受注数
が増加している。

○
食料品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・春休みの時期と気温の上昇が重なったこともあり、
イベントを開催した際も、飲料関連の売上はやや良く
なっている。

○
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・ここへきて問合せが増えている。

○
金融業［保険］
（経営者）

取引先の様子 ・新規出店などの話を、数社から聞いている。

□
食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・野菜価格などの上昇も少し落ち着き、一部の商材の
動きが戻りつつある。今後春休みに入るなか、本格的
に動くのはこれからである。

□
パルプ・紙・紙
加工品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・年度末となり、ふだんよりも在庫調整の動きが増え
ている。

□

化学工業（管理
担当）

受注量や販売量
の動き

・電装関連や家電関連では、取引先の状況によって荷
動きに差はあるが、良くも悪くもない。一方、建設資
材向けは出荷量がやや減少しており、以前のような期
末の駆け込み需要もなくなっている。

□
プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・売上は変わらないが、内訳が変わっている。新規案
件が減っている一方、従来の注文は増えている。

□

窯業・土石製品
製造業（管理担
当）

受注量や販売量
の動き

・相変わらず物価の上昇が続いている一方、大手企業
が中心であるが、春闘での賃上げはまずまずの結果で
ある。課題は中小企業の賃上げと、実質賃金ベースで
の引上げが進んでいるかであり、今後も注視したい。

□
金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・製造業全体として人手不足であるほか、人件費や資
材価格の高騰などの影響で、荷動きが非常に悪くなっ
ている。

□
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・ここ数か月の景気は低調であり、今後も良くない状
況が続くと予想される。

□
電気機械器具製
造業（宣伝担
当）

受注量や販売量
の動き

・洗濯機や冷蔵庫、電子レンジなどは、前年をやや下
回る荷動きとなっている。ただし、各商品の平均単価
は前年を上回っている。

企業
動向
関連

(近畿)

79 



分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

□
輸送用機械器具
製造業（役員）

それ以外 ・受注から、納品や検収までのリードタイムが長い。

□
建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・一部の建設資材価格の高騰が続いている。技能労務
者不足や賃金の上昇もあって建設コストが上昇する一
方、価格競争が厳しくなっている。

□
輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・家具の売上は減少している一方、家電関連の売上は
増加している。

□
金融業（営業担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・仕入価格の高騰が続いているほか、販売価格も安定
していないため、安定的な供給にはまだ時間が掛か
る。

□
金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・大阪・関西万博の開催まで１か月を切ったが、取引
先の業況に大きな変化はみられない。

□
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・３月までは期末の広告費消化に伴い、活発な受注が
みられる。

□

その他サービス
業［店舗開発］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・駅ナカ店舗でも、人材不足による商品供給の不足
や、出勤者の減少による販売力の低下が顕著となって
いる。大阪・関西万博の影響とみられるが、特に大学
生のアルバイト確保が困難となっている。

□
その他非製造業
［機械器具卸］
（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・前年から商品の値上げが続き、取引先から値上げの
承認を得るための時間がとられるため、売上を増やす
動きは後回しとなっている。

▲
食料品製造業
（管理担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量が前年の水準を下回っている。

▲

繊維工業（総務
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・生活品の値上げにより、生活必需品ではない和装の
購入意欲が低下している。販売価格の値引きが当たり
前になる一方、経費が高くなった分、利益が圧迫され
ている。

▲
その他製造業
［履物］（団体
職員）

受注量や販売量
の動き

・市場の動きが鈍い。

▲
建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・住宅価格の高騰により、予算の厳しい客が増えてい
る。

▲
輸送業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・取引先の荷物の減少と経費の削減により、専属の車
両が削減となったほか、一時は値上げした運賃を４月
分から値下げすることになっている。

▲

不動産業（営業
担当）

取引先の様子 ・繁華街での店舗の閉店が続いている。ＥＣサイトな
どでの販売が増加し、実店舗での販売が減少している
影響が大きい。結果として空室率が上がり、賃料が下
がっているなど、景気が悪化している。

×
金融業［投資運
用業］（代表）

それ以外 ・４月は4000品目以上の値上げが予定されているな
か、依然としてガソリン価格の暫定税率が維持されて
いる状況では、景気の悪化は避けられない。

×
その他非製造業
［電気業］（営
業担当）

受注価格や販売
価格の動き

・物価が上がり過ぎており、どうしようもなくなって
いる。

◎ ＊ ＊ ＊

○
人材派遣会社
（管理担当）

求人数の動き ・大阪・関西万博の開催が間近に迫り、関連求人の応
募は一段落している。ただし、他の観光関連の求人
は、引き続き増加傾向にある。

○
新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・大阪・関西万博関連か、年度末に伴う動きによるも
のかは不明であるが、大企業を中心に、新聞広告やデ
ジタル広告への出稿気運が高まっている。

○
職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・地域の製造業の業況は２極化が進んでおり、受注が
増えて業績が好調な事業所も増えつつある。

□
人材派遣会社
（役員）

求人数の動き ・求人は活発な動きが続いている。４月の採用に向け
て、企業、求職者共に動きが活発である。

□
人材派遣会社
（支店長）

採用者数の動き ・例年のような駆け込み受注もなく、採用数も少なく
なっている。

□
人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・求人の掲載件数は増えているが、求人数全体は増え
ていない。

□
人材派遣会社
（営業担当）

それ以外 ・求人は出ているものの、企業のニーズと求職者の年
齢や経験、時給などの希望が合わず、求人と求職者の
マッチングに時間が掛かっている。

雇用
関連

(近畿)
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□

求人情報誌製作
会社（営業担
当）

求人数の動き ・３月から2026年卒の新卒採用が本格的に始まった。
新卒の募集企業数は前年比で増加傾向であり、依然と
して企業の採用意欲が高いことは間違いない。ただ
し、慢性的な人材不足が根底にあり、景気動向の影響
は少ない状況で、３か月前との変化も余り実感できな
い。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・２月の新規求人数は前年比で増加となった一方、有
効求人倍率は前月に続いて低下している。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・３か月前と比べて求人数は横ばいで、充足数は上向
いているものの、前年比は共に減少している。企業の
採用意欲は高いが、求人を募集しても応募が少なく、
採用に至らない。その一方、求職者は慎重に応募先を
決める傾向が続いている。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数は３か月前と比べてほぼ変わらない。

□

民間職業紹介機
関（営業担当）

周辺企業の様子 ・３月になって2026年卒の採用活動が本格化し、企業
の求人募集が活発となっている。また、2027年卒に向
けたインターンシップなどのプログラムも、当社の調
査では76％の企業が実施予定としており、前年以上に
広報解禁前の活動が過熱する見込みである。

□
民間職業紹介機
関（営業担当）

求職者数の動き ・登録者数が減っており、求人のマッチングが難しく
なっている。

□
学校［大学］
（就職担当）

採用者数の動き ・引き続き、採用意欲の高い企業が多い。

□
学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・今月は年度末であるほか、国家試験の結果発表もあ
るため求人は増えやすいが、例年以上に追加募集が多
くなっている。

□
学校［大学］
（就職担当）

周辺企業の様子 ・企業の採用計画に対する充足率が低い。これが景気
の悪化と直結しているわけではないが、景気は上向い
ていない。

□

その他雇用の動
向を把握できる
者

求職者数の動き ・賃上げの動きを実感した労働者が、転職活動をやめ
て今の職場にとどまる動きが出始めている。ただし、
物価上昇による影響は依然として続いており、更に高
い賃金を求める動きはある。

▲

新聞社［求人広
告］（営業担
当）

それ以外 ・有効な対策もないまま物価の上昇が続いていること
で、閉塞感が漂っている。また、米国大統領の一挙手
一投足に世界が振り回されており、３か月前と比べて
景気は悪くなっている。

× － － －

　９．中国（地域別調査機関：公益財団法人中国地域創造研究センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
都市型ホテル
（宿泊担当）

販売量の動き ・インバウンド、国内レジャーの動きが活発となり、
ツイン、ダブルの販売量が増えたことにより、客室単
価が上昇し、増収となっている。

◎
通信会社（総務
担当）

販売量の動き ・年度末に向けて、広告出稿量が伸びている。

◎
競艇場（企画営
業担当）

販売量の動き ・今月中旬に女子レースが開催され、売上が十分に確
保できた。また、舟券の発売時間が長くなったこと
で、通常レースの売上の底上げもできた。

○
コンビニ（店
長）

来客数の動き ・訪日外国人がとても多く、前年と比べても来客数が
伸びている。

○
家電量販店（副
店長）

販売量の動き ・３月は冷蔵庫、洗濯機、エアコンが好調で、前年比
120％で推移している。

○
その他専門店
［和菓子］（経
営者）

来客数の動き ・外国人観光客数、国内客数が共に増加傾向にある。

○
その他専門店
［土産物］（経
営者）

来客数の動き ・観光バスでの来店が増えている。寒さが厳しかった
せいで花畑の開花が遅れ、観光客が３月に集中したこ
とも要因である。

○

その他専門店
［時計］（経営
者）

単価の動き ・理由は分からないが、売上、来客数が共に増加して
いる。別に経営している食品スーパーにおいても、価
格上昇前の駆け込み需要もあり、売上、来客数が共に
増加している。

家計
動向
関連

(中国)
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○

その他小売
［ショッピング
センター］（支
配人）

来客数の動き ・シーズンイベントの動きが好調で、来客数が増え
た。

○

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・３月は合格、卒業、転勤等で外食の動機が増える時
期であり、また、４月の生活必需品の値上がり前とい
う心理が働き、週末のファミリー層の予約が10％以上
増加している。

○
都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・宿泊、飲食の予約のペースが共に３か月前と比べて
５％前後伸びている。

○
タクシー運転手 来客数の動き ・３月は人の動きがあり、利用客が多少なりとも増加

している。

○
通信会社（工事
担当）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの感染状況が落ち着き、景気が
良い。

○
テーマパーク
（業務担当）

来客数の動き ・春休みに入り、ファミリー層の動きが良くなってい
る。

○
ゴルフ場（営業
担当）

来客数の動き ・今月上旬は寒さが残り、中旬は雪が降るなど寒い日
もあったが、下旬に入って暖かくなり、客の予約が増
え、来場者も戻ってきた。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・例年は暖かくなるにつれて来客数が伸びてくるが、
今年は鈍いため、売上も前年同期と比べて減少してい
る。

□
一般小売店［印
章］（経営者）

来客数の動き ・年度替わりで忙しかったが、すぐに落ち着くとみら
れる。

□
一般小売店［洋
裁附属品］（経
営者）

販売量の動き ・寒いため、動きがない。

□
百貨店（広報担
当）

来客数の動き ・来客数の大幅な増減はなく、おおむね前年並みで推
移している。

□

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・高収入の客は高額商品、ハイブランド商品、ジュエ
リー、雑貨などを迷うことなく購入しているが、一般
の客はなかなか商品を購入してくれない。客は安いか
ら買うというのではなく、必要な商品しか購入しな
い。

□
百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・数百万円のブランドの時計、数十万円のブランドの
バッグや美術品が売れ、催しも成功したが、来月がど
うなるか安心はできない。

□
百貨店（外商担
当）

お客様の様子 ・前月同様、これまで好調だった高額商品の動きが悪
くなっており、富裕層の購買意欲も低下している。

□
スーパー（店
長）

来客数の動き ・ここ数か月、来客数はほぼ前年並みで推移している
が、値上げをしているため、売上は前年を上回ってい
る。

□

スーパー（店
長）

販売量の動き ・値上げが続く状況で、客の買上点数が減少傾向であ
る。１品単価の上昇により売上は前年並みとなるもの
の、客の来店頻度の減少、週末のまとめ買い状況は変
わらない。米の価格上昇の影響は大きいとみられる。
客の低価格志向も見受けられ、生活防衛意識は高いと
考えられる。

□

スーパー（財務
担当）

来客数の動き ・野菜と米の価格高騰の影響が続いている。降水量が
少なかったこともあり、既存店の来客数が前年を上
回っており、１品単価の上昇とあいまって、売上が前
年を上回っている。

□
スーパー（販売
担当）

来客数の動き ・ガソリンの価格高騰を中心とする物価の上昇が影響
しており、来客数が減っている。

□
コンビニ（副地
域ブロック長）

来客数の動き ・物価の上昇が続き、客が価格に慎重になっている。
特に酒類のようなし好品は、コンビニでの買い控えが
発生している。

□
コンビニ（支店
長）

単価の動き ・物価上昇の影響で売上が増加しているが、来客数は
減少している状況である。

□
衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・商品の仕入価格が全般的に上昇しているため、大変
である。

□
衣料品専門店
（経営者）

それ以外 ・中小企業の景気が良くなる様子がない。

□
衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・賃上げで手取り額が増えるが、物価高が続いている
ため、衣服に向ける支出は増加しないと考えられる。

□
衣料品専門店
（代表）

来客数の動き ・物価高により、客の節約ムードが継続している。
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□
家電量販店（店
長）

来客数の動き ・寒い日が続き、来客数が少なく、電話での依頼が多
くなっている。

□
家電量販店（企
画担当）

販売量の動き ・来客数が前年を下回り、販売量も伸び悩んでいる
が、売上は変わらない。

□
乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・諸物価が上昇しており、車にかける予算が厳しく
なっている。

□
乗用車販売店
（業務担当）

販売量の動き ・受注状況に変化がなく、物価上昇などで客の買い控
えが進んでいる。

□
高級レストラン
（事業戦略担
当）

来客数の動き ・景気を左右するような大きな話題はない。

□
一般レストラン
（経営者）

競争相手の様子 ・物価高の状況下で、特に米の価格が高いため、飲食
店も大打撃を受けている。

□

都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・例年と比較して国内の個人、団体客共に伸び悩んで
おり、募集は大幅な減少となる。インバウンドは欧米
ツアーにより前年並みで推移するも、個人客は伸び悩
む。

□

旅行代理店（支
店長）

販売量の動き ・春休み需要の伸びが想定より悪く、国内外共に苦戦
している。団体旅行については、新型コロナウイルス
期に凍結していた周年事業が催行されるなど、個人旅
行と比較すると堅調に推移している。

□
タクシー運転手 お客様の様子 ・景気は相変わらず良い状態であるが、物価や人件費

の高騰などもあり、収支に反映されていない。

□
タクシー会社
（営業所長）

お客様の様子 ・インバウンドは比較的好調であるが、一般客は日
中、夜間共に動きが悪い。歓送迎会なども少ない印象
を受ける。

□
放送通信サービ
ス（総務経理担
当）

お客様の様子 ・ケーブルテレビ利用料の延滞率、延滞解消率は横ば
いが続いている。

□
通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・諸物価の上昇がずっと続いており、家計への影響の
不安が拭えないとの話を客から聞くことが多い。

□

通信会社（総務
担当）

それ以外 ・当県では、駅のリニューアルや外国人観光客の増加
もあり、景気が良くなっていると考えられる面もあ
る。しかし、身近な生活環境面では、少子高齢化に起
因した大学の運営方針の転換などのニュースも続き、
景気の先行きが見えない面もある。

□
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・物価上昇で節約している客もいれば、物価の上昇に
慣れてきた客もおり、状況に変化はない。

□
設計事務所 お客様の様子 ・製造業からの依頼が減る方向であるとの情報がある

ものの、実際には計画の中止はまだ決定していないた
め、計画どおり進行している。

□
設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・新築住宅、リノベーション、小規模オフィスなどの
設計を受注し、引き合いも続いている。

□
住宅販売会社
（事業推進担
当）

お客様の様子 ・金利の上昇があり、特に３月に入ってから人気エリ
アの集客数が少なくなっており、販売が鈍化してい
る。

□

住宅販売会社
（住宅設計担
当）

単価の動き ・運搬費や資材費などの上昇が続く状況で販売を行っ
ている。価格上昇に歯止めがかかるという動きや情報
もないため、今後も引き続き販売で苦戦が強いられ
る。

▲
商店街（代表
者）

単価の動き ・客は商品を厳選するが、結局、購入しない状況が続
いている。

▲
商店街（理事） お客様の様子 ・諸物価の上昇で客に生活防衛意識が働き、必要な商

品しか購入しなくなっている。

▲
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・物価上昇の影響もあり、客の動きが悪い。

▲
一般小売店［食
品］

来客数の動き ・野菜及び米の価格高騰の影響が大きく、買い控えが
顕著であり、販売数量は前年を下回っている。

▲
一般小売店
［茶］（経営
者）

お客様の様子 ・当社の輸出は好調に推移しているが、地元の経済は
ますます冷え込んでいる。スーパーなどの卸も小売も
前年を割り込んでいる。

▲
一般小売店［眼
鏡］（経営者）

単価の動き ・客の価格に対する意識がシビアになっている。

▲

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・気温の高低差もあり、春物の動きが鈍い。また、例
年オケージョンやギフト需要がある月であるが、オ
ケージョンの動きも鈍く、販売量は前年を大幅に下
回っている。
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▲

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・不安定な気温により、通常売れるはずの商材が売上
不振となっている。マザーニーズ商材の売上が鈍化し
ており、汎用性の高いカジュアルなセットアップスー
ツが台頭している。

▲
百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・ここ１～２か月、化粧品等の身の回り品の動きが非
常に厳しい。商品の値上げは一段落しているものの、
高止まり感が強く、客に生活防衛意識がある。

▲
スーパー（店
長）

販売量の動き ・売れる日と売れない日が極端である。割引の日に来
店客が集中し、特売日のみ買う客が多く、客の節約志
向が高まっている。

▲
スーパー（店
長）

販売量の動き ・米の値上げが大きく、米が高くなったという客の声
が多い。主食となる米の価格高騰が客の生活防衛意識
を高め、買上点数の減少につながっている。

▲
スーパー（店
長）

単価の動き ・野菜相場の下落もあり、１品単価の上昇が穏やかに
なっている。

▲
スーパー（業務
開発担当）

販売量の動き ・食品の価格高騰により、販売点数や来客数の伸びが
鈍化している。

▲
乗用車販売店
（統括）

販売量の動き ・３月の販売量は前年比78％と大変厳しい状況となっ
ている

▲
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・例年同様、３月初旬は市場にも動きがあったが、中
旬以降は止まっている。来期は苦戦を強いられる可能
性が高いが、落ち込みの幅を最小限に抑えたい。

▲
乗用車販売店
（リース担当）

来客数の動き ・客が車検や点検など最低限のことにしか出費しなく
なっている。また、少しでも安い整備場所を探してい
る。

▲
自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・いろいろな要素が絡み合い、物価は上がる一方なの
に株価は下がり、業績の良い企業と悪い企業がはっき
りと２極化しているようである。

▲
自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・米国の関税問題の影響で、買い控えがあり、春商材
の動きが悪い。

▲
一般レストラン
（店長）

来客数の動き ・前年と比べてインバウンドの予約が激減しており、
２割程度の状況である。一般の客も１割ほど減少して
おり、来店頻度の減少が著しい。

▲
観光型ホテル
（副支配人）

来客数の動き ・３月後半は桜観賞を目的とした客が多くなるが、今
年は桜の開花が遅く、例年と比べ客足が鈍い。

▲
旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・株価が安定せず、今後の見通しが立たないところ
に、米国の関税問題もあり、旅行どころではない。

▲
通信会社（企
画・総務担当）

それ以外 ・資材価格の高騰や人手不足により、工事代金が利益
を押し下げている。

▲
通信会社（広報
担当）

お客様の様子 ・客が機能や性能ではなく、安いかどうかで決める。

▲
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・月次支出を抑制するために、固定電話や新聞購読と
いったサブスクリプション型のサービスを解約する人
が増加している。

▲
設計事務所（経
営者）

単価の動き ・来客数は増加しているが、予算的に厳しい客が多
く、契約が成立しにくい。

×
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・仕入価格がどんどん上昇しているが、販売価格に上
乗せすることが難しく、来客数も減少しているため、
非常に厳しい。

×

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・今月の10日を過ぎてから、店の前の道路工事が始
まった。工事を予期していなかったため、商品の発注
量の調整ができなかった。朝から晩まで片側交互通行
となっているため、交通量が徐々に減少し、来客数も
前年を下回った。

×
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・来客数が多い日はあるものの、少ない日がかなり多
くなっている。

× バー（経営者） それ以外 ・全ての物価が高騰している。

×
美容室（経営
者）

来客数の動き ・来店間隔が長くなっている客が増えている。

◎
輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・現在も忙しい。

○
食料品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・前年より実績が好調である。

○
繊維工業（財務
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・新入学や異動の時期で、人の動きが活発になってい
る。

○
輸送業 受注量や販売量

の動き
・受注が増えている。

企業
動向
関連

(中国)
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○

金融業（副支店
長）

取引先の様子 ・域内の公共工事受注や民間工事受注が増加傾向にあ
り、協力会社の受注量も増加している。また、賃上げ
を実施している企業が多く、消費も増加する見込みで
ある。

□
農林水産業（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・特段、売上が落ち込んでいることもないが、何か需
要が高まっていることもない。

□
木材木製品製造
業（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・季節要因もあいまって、前年と比べればやや良い状
況であるが、３か月前と比べれば横ばいである。

□
化学工業（総務
担当）

取引先の様子 ・化学工業薬品では値上げや値下げ等が種々あり、不
安定な要素が多い状況に変化はない。

□
窯業・土石製品
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

・大口注文、輸出の引き合いが弱く、生産量に変化が
ない。

□
鉄鋼業（総務担
当）

取引先の様子 ・今年に入っても動きは変わらない。

□
非鉄金属製造業
（業務担当）

受注量や販売量
の動き

・全体的に大きな変化はないが、受注量は微量ながら
増加傾向にある。

□
電気機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・液晶関連装置は販売が減少傾向にあるものの、プリ
ント基板製造装置関連は販売が増加する見込みのた
め、横ばいの見通しである。

□
建設業 受注価格や販売

価格の動き
・賃金が上向きであるが、それ以上に物価上昇が著し
い。

□
建設業（経営
者）

取引先の様子 ・民間建築工事では引き合いがあるが　進捗スピード
が遅い状況が続いている。

□
建設業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・予定される大型物件がある反面、技術者の配置など
予定どおりに進まない場合のリスクもある。

□
輸送業（業務推
進担当）

取引先の様子 ・特に景気に関する大きなプラス、マイナス要素もな
く、取引先の動向にも目立った変化はない。

□

通信業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・データセンター、クラウド、ＩＣＴ関連機器の引き
合い量及び受注量は伸びている。データセンターとメ
ガクラウドを使用するハイブリッド利用も増加傾向で
ある。

□
会計事務所（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・現状での収益貢献はないものの、新年度へ向けての
新規コンサルティング案件が成立し始めた。

▲
食料品製造業
（経営者）

競争相手の様子 ・値上げで客離れが進み、売上が低迷している状況
で、賃上げや金利上昇もあり、苦戦している。

▲
金属製品製造業
（総務担当）

競争相手の様子 ・当社の受注は過去３か月では大きな変化はないが、
業界の会合では、同業他社の受注が減少しているとの
話が多く聞かれた。

▲

一般機械器具製
造業（管理担
当）

受注量や販売量
の動き

・国内向けの一般産業用機械の販売が減少しているた
め、生産量も減少している。値上げを行ったことによ
り、販売量が減少していると推測する。海外向け製品
についても、円安傾向の影響もあり、減少傾向にあ
る。

▲
輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・海外向けの輸出関連顧客においては、米国の関税政
策の影響により減産の動きがある。

▲
金融業（経済産
業調査担当）

それ以外 ・物価高が長期化する状況で、個人消費が伸び悩んで
いる。

▲
不動産業（総務
担当）

それ以外 ・来客数が約10％、成約数は約５％の落ち込みとなっ
ている。

× － － －

◎
民間職業紹介機
関（人材紹介・
派遣担当）

求職者数の動き ・人材紹介事業において、求職者からの問合せ数が前
月比165％、登録数も比例して前月比166％となってい
る。

○
新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・物価高で消費が鈍い部分もあるが、特段マイナス要
因はなく、地域企業の業績も良く、賃上げに期待感も
ある。

○
学校［短期大
学］（進路指導
担当）

求人数の動き ・求人数は例年の同時期と比較して若干増えている。

□

人材派遣会社
（支店長）

求職者数の動き ・求人数や時給は前年と比べて上昇しているにもかか
わらず、登録者数が依然として増えてこない。また、
競合各社との競争も激化しており、数日で就業先が決
まっているというケースも少なくない。

□
人材派遣会社
（経営企画担
当）

求人数の動き ・期間限定の繁忙期求人数が例年よりも少ない。ギグ
ワーク型の代替サービスに一部需要を奪われていると
推察している。

雇用
関連

(中国)
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□
職業安定所（事
業所担当）

求人数の動き ・新規求人数及び有効求人数に大きな変化はなく、３
か月前と状況は変わっていない。

▲
人材派遣会社
（事業部長）

求人数の動き ・求人数が２か月連続で前年を下回って推移してい
る。退職による交代求人は獲得できているが、業績が
好調ゆえの増員案件は減少している。

▲
人材派遣会社
（求職者対応）

求人数の動き ・求人数が前年を下回っており、３か月前と比べても
少ない状況である。

▲
求人情報誌製作
会社（総務担
当）

それ以外 ・飲食店への予約件数が正月明けから減少傾向であ
り、増加の気配がない。歓送迎会シーズンを迎えるた
め、増加を期待している。

▲
民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・転職希望登録者数は、依然として、減少傾向にあ
り、増加傾向にあった求人数も、今月は大幅な減少と
なった。

× － － －

　10．四国（地域別調査機関：四国経済連合会）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎

一般小売店［書
籍］（営業担
当）

販売量の動き ・毎年３月は、資金需要が最大になる月であるため資
金繰りに苦労する。しかし、今年は店頭売上が前年同
月を下回ったものの、外商売上が好調であり、今月下
旬には資金繰りのめどがつくほどの入金があった。

○

商店街（代表
者）

来客数の動き ・商店街に新しい大きな広場が完成し、週末ごとにイ
ベントが行われている。そして、既存の公園と連動し
たイベントを開催することによって、多数の客が商店
街を訪れ、街中を回遊している。

○

一般小売店［生
花］（経営者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルス感染症発生以前の状態に戻り、
卒業や送別の集まりが多かった。送別の贈物商材も売
行きが良かった。ただし、中には会社の人員削減のた
めの送別もあるとみられる。

○

コンビニ（店
長）

販売量の動き ・物価高騰による商品価格の上昇にも消費者が慣れて
きている。堅実になり無駄な消費は控えているが、必
要な商品を必要なときに購入している。コンビニの売
上は、外出機会が増えていて順調に推移した。

○
コンビニ（総
務）

来客数の動き ・売上前年比、来客数前年比共に３か月前より改善し
ている。

○
家電量販店（店
員）

来客数の動き ・新生活準備での来客数、販売量共に増えている。

○
家電量販店（副
店長）

単価の動き ・来客数の伸びはないものの、客単価が前年比で、エ
アコン127％、冷蔵庫114％、パソコン110％と大きく
伸びている。

○

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・季節の変わり目で、暖かい日は、やや客数が増加す
る。行事の多い時期でもあるため、少しではあるが、
テーブルの埋まる日が多くなっている。しかし、客単
価は以前ほど回復しておらず、食べ放題等を行ってい
る他店よりも客単価は低い傾向である。

○
観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・ダイレクトインバウンドが引き続き好調であるとと
もに、国内の卒業旅行のような若年層の来訪も増加し
ており、相乗効果で集客の上乗せができている。

○
美容室（経営
者）

来客数の動き ・卒業、入学シーズンで客の動きが活発になってい
る。

□

商店街（常務理
事）

販売量の動き ・港湾地区に本年２月末にオープンした１万人規模の
アリーナで毎週末大型イベントが開催されており、週
末になるとこのアリーナ来場者が商店街にも足を延ば
し、通行量が前年度に比べて２～３割増えて、活気に
つながっている。ただし、観光需要関連、宿泊以外の
業態への恩恵は極めて限られている。

□

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・インバウンド拡大の影響で、外国人の宿泊等は増加
しているとみられる。しかし、消費活動は原料価格高
騰等での値上げが相次いでおり、伸び悩んでいる。商
品の流通も運転手不足に加え、労働環境問題で多少停
滞している。良くなっている業種と悪くなっている業
種の区別が明確に出ている。

□
一般小売店［文
具店］（経営
者）

来客数の動き ・来客数や受注量は、３か月前と比較して大きな変化
はないが、年度末としては、例年と比較してやや少な
い。

家計
動向
関連

(四国)
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□
スーパー（店
長）

販売量の動き ・販売点数の落ち込みがみられず変化はない。

□
スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・年明け以降、傾向は大きく変わっていない。

□
スーパー（企画
担当）

単価の動き ・商品の販売単価の上昇で来客数や買上点数の伸びは
鈍いものの、売上に関しては上昇傾向で推移してい
る。

□
スーパー（人
事）

販売量の動き ・春闘など賃金改定の時期ではあるが、米を筆頭に物
価上昇幅の方が大きく、見通しとしては厳しい。

□
スーパー（財務
担当）

来客数の動き ・来客数、客単価共に前年比を超えている状況が継続
していることから、売上は好調である。しかし、それ
を上回る経費増加が、利益を大きく圧迫している。

□
スーパー（統括
担当）

単価の動き ・物価高が終息しない。米の値段も、備蓄米の放出で
下落することを期待したが、下落する気配もない。

□
コンビニ（店
長）

来客数の動き ・物価上昇により客単価の上昇並びに売上の増加につ
ながっているが、来客数は減少が続いている。

□
コンビニ（商品
担当）

単価の動き ・米、小麦粉、肉などの原材料価格の高騰が続いてお
り、天井がみえない。

□
衣料品専門店
（営業責任者）

販売量の動き ・単品の買上が多く、客単価が前年を５％以上下回っ
ており、依然として景気は低迷している。

□
乗用車販売店
（役員）

販売量の動き ・受注動向に大きな変化はない。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（館
長）

来客数の動き ・来客数の動きは、前月同様堅調に推移しているが、
客単価がやや下落している。

□

タクシー運転手 来客数の動き ・３月になり暖かくなったことで、人の動きが多少活
発になっている。加えて、インバウンドの入込ととも
に、お遍路シーズンも始まったことから、以前より良
くなっている。

□
観光遊園地（主
幹）

来客数の動き ・ここ数か月、来場者数に変化がなく高水準を維持し
ている。

□
競艇場（マネー
ジャー）

販売量の動き ・販売量は、大きな変動はなく、堅調に推移してい
る。

□
美容室（経営
者）

来客数の動き ・卒業シーズンで、着付けセットの依頼が多かった。

□
設計事務所（所
長）

それ以外 ・観光業については非常に好調であるが、それ以外の
業種については話題は多くても、実際の景気は余り良
くない。

▲
商店街（代表
者）

それ以外 ・地方創生といった期待の政策について、議会で議論
が十分になされておらず、事業者として手の打ちよう
がない。

▲
百貨店（マネー
ジャー）

販売量の動き ・インバウンドは好調だが、国内は原材料価格やエネ
ルギー価格の高騰により、消費意欲が減退している。

▲

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・今月は春物の衣料が出始める時期のため、温暖な日
が続けば、ある程度景気が良いのが本来の姿であっ
た。しかし、天候も温暖であるとともに外的要因にも
大きな変化がみられない状況にもかかわらず、商品単
価が高いことにより、売上が十分に伸びていない。

▲
乗用車販売業
（営業担当）

販売量の動き ・販売停止車両が多く販売が苦戦している。また、部
品メーカーの事故で出荷停止となる車種も出てきた。

▲
都市型ホテル
（経営者）

販売量の動き ・エネルギーや食品の値上がりが顕著で、消費者マイ
ンドが低下している。大手企業の賃上げ報道は、地方
の中小企業にとってはうらやましい限りである。

×
一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・売上は低迷したままである。物価高の影響なのか、
外食控えで飲食店への納品は低迷し、家庭用の納品も
減少している。

×

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・客の来店頻度も減り、来店しても販売量が増加せ
ず、客単価も上昇しない。ガソリン代や食費が上昇し
続けており、衣料品まで消費が回らない。消費が持ち
直している気配はない。

×

タクシー運転手 お客様の様子 ・月曜日から木曜日までと金曜日や土曜日の客の動向
は全く異なっており、金曜日と土曜日に客が集中して
おり、タクシーが不足している状況が多くある。平日
でも、前もっての予約が必要である。しかし、そのよ
うな状況でも、３か月前と比較して悪化している。

◎ ＊ ＊ ＊企業
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○
輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・春になり、運輸業界の動きが活発になってきた。

○
広告代理店（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・人手不足に伴い、採用関連広告、旅行やホテル等の
観光関連広告が多少増加している。

□

農林水産業（職
員）

受注価格や販売
価格の動き

・青果物の卸売販売は、主要15野菜中９品目が前年同
期を上回る単価となり、前年11月から続く高値基調が
幾分解消されている。ただし、主要野菜は消費量の多
い品目を対象としており、野菜全体の平均単価は下落
しているものの、消費者目線では依然として高い水準
とみられる。

□

繊維工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・小売店の形態や地域性などにより、販売額に差があ
るものの、全体的に前年並みである。しかし、３月の
中旬から急速に春めいてきた関係で、月末に向けて受
注が増加している。インバウンド需要は地方店にも及
び、全国的に景気は上向いている。

□
鉄鋼業（総務部
長）

受注量や販売量
の動き

・造船関連の受注量、販売量は引き続き安定している
が、産業機械関連は、依然として低迷している。

□

一般機械器具製
造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・日本では、大規模工事が実施、計画されている。一
方で、慢性的なオペレーター不足や労働時間上限規制
の影響見極めの動きもあり、需要は減少している。海
外では、北米やアジアの需要は横ばい、オセアニアや
アフリカで需要が減少、中東や中南米等の需要は増加
し、全体としては増加している。

□
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・公共工事、住宅販売共に、動きが悪い。特に住宅は
資材価格が高値で推移し、金利の上昇を受けて買い控
えがある。

□
建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・来年度の予算次第である。

□
通信会社（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・今年度の販売計画が未達になるなど、景気に変動は
みられない。

□
金融業（副支店
長）

取引先の様子 ・前月と比べて、大きな変化や変動はみられない。

▲
木材木製品製造
業（営業部長）

受注量や販売量
の動き

・住宅着工の減少に伴い受注量が低調に推移してい
る。今後もこの傾向は継続していくとみられる。

▲
化学工業（所
長）

受注量や販売量
の動き

・物価上昇による買い控えの傾向が顕著に出ている。

▲

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・太陽光等の再生可能エネルギーの仕事をしている。
居住地域では、自動車関連の企業が多く存在している
が、関税のショックでかなり動きが悪く、地域全体で
景気が悪くなっている。

▲ 税理士事務所 取引先の様子 ・業績が好調な企業が減少している。
× － － －
◎ － － －
○ － － －

□
人材派遣会社
（総務部長）

求職者数の動き ・年度末にかけて求職者数が少し動き始めてきたが、
以前と比べて動きの鈍さは変わらない。

□
求人情報誌（営
業）

採用者数の動き ・県内企業での採用者数など状況は大きく変わらず、
横ばいとなっている。

□
職業安定所（求
人開発）

それ以外 ・新規求人倍率について、管轄地域に限定すると、３
か月前と比べればやや低い。しかし、県内全域では総
じて余り変わらない。

□
民間職業紹介機
関（所長）

求人数の動き ・求人の動きに大きな変化はみられない。

▲
新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・観光庁の広報予算は比較的安定しているが、民間は
依然として、レギュラー広告への支出を抑制する傾向
にあり、一時的にしか使用しなくなっている。

雇用
関連

(四国)

動向
関連

(四国)
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× － － －

　11．九州（地域別調査機関：公益財団法人九州経済調査協会）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎

一般小売店［生
花］（経営者）

販売量の動き ・当店はギフトがメインの生花店であるため、卒業式
シーズンや年度末の異動、退職用の花束などが売れ、
３月は１年で１番忙しい時期になる。売上は上がって
いるが、様々な経費や切り花の仕入価格も高騰してい
るため、売上と比べて利幅は小さくなっている。

◎

住関連専門店
（従業員）

単価の動き ・例年であれば単価の低い春夏商材に移行する時期で
あるが、今年は冷え込みが続いたため単価の高い秋冬
商材の需要が長く続いている。また、新生活需要も好
調となっている。

○

商店街（代表
者）

それ以外 ・年度末であるためノベルティが大幅に増加してい
る。当社では他店にはないサービスを行っているた
め、Ｗｅｂや他店からの紹介で多くの客の需要が増加
している。

○
商店街（代表
者）

来客数の動き ・３月は大型客船が数隻寄港し、多くの台湾や欧米の
インバウンドが商店街で購入している。

○
スーパー（企画
担当）

単価の動き ・商品価格改定による商品単価の上昇が客単価の上昇
につながっている。それがそのまま売上につながって
おり、その状況がここ数か月継続している。

○
スーパー（従業
員）

競争相手の様子 ・競合店の来客数と売上が前年と比較すると増加傾向
にあり、景気は上向きである。

○
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・インターネットの普及により客の情報収集能力は更
に向上しており、セール情報や話題性の商品に敏感
で、事前に情報収集して来店する客が多い。

○
コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・人の移動時期であり、新規客が店を利用するように
なっているため、前月より客足が好調で売上が順調に
伸びている。

○

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・キャンペーンに対する客の反応が良くなっており、
来客数は好調に推移している。青果物の価格高騰もあ
り、コンビニエンスストアで青果を購入する客が増加
している。

○
乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・新車の生産が工場事故のため一部遅れているが、全
体として順調に伸びている。現状のまま推移すること
に期待している。

○
観光型ホテル
（管理）

来客数の動き ・前年と比べ団体客に動きが出ているが、物価上昇へ
の対策は引き続き必要である。

○
観光型ホテル
（営業）

来客数の動き ・例年と比べて年度末の駆け込み需要が好調である。

○
観光型ホテル
（専務）

来客数の動き ・暖かくなったため客の動きが良くなっている。特に
週末の来客数は天候によって増加している。

○
観光型ホテル
（総務）

来客数の動き ・春休み需要で国内客も動いている状況である。

○
旅行代理店（統
括者）

単価の動き ・単価は上昇しているが、法人、個人の販売額は増加
傾向が続いている。

○

タクシー（統括
者）

単価の動き ・３月から運賃の一部を改定しているが、客の利用回
数に大きな変化がないため、会社としては増収に寄与
している。過去の運賃を改定した時期の動向を参考に
すると、この良い傾向は継続すると考えられる。

○
通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・引き合いや相談は多くなっている。年度末の駆け込
み購入とは別に購買意欲や投資意欲は旺盛な印象を受
ける。

○
テーマパーク職
員

来客数の動き ・インバウンドは引き続き好調を維持しており、気候
も暖かくなってきたため国内客も戻ってきている。

○

美容室（経営
者）

販売量の動き ・２～３か月前と比べると少しずつ暖かくなってきて
おり、春物に衣替えするのと同様にヘアスタイルも変
化し、化粧をして外出する機会も増加している。その
ため売上は上向き傾向となっている。季節的な物に加
え、客の心に動きが出てきている。人が動くことによ
り景気が回復している。

○
美容室（店長） お客様の様子 ・卒業式や結婚式などに着物を着る客が増加してい

る。

○
住宅販売会社
（従業員）

競争相手の様子 ・３月決算期の影響もあって客の動きが出ており、他
社との競合が徐々に多くなっている。

家計
動向
関連

(九州)

89 



分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

□

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・当地はスーパーマーケットの激戦区であり、土曜や
日曜等はどのスーパーマーケットも駐車場は満車状態
である。そのため当商店街でも駐車場が不足してお
り、客が足を運びづらい状況となっている。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・季節ごとのイベントや学校等の行事が頻繁に行われ
ているが、商店街の人通りは非常に少ない状況であ
る。

□
一般小売店［精
肉］（店員）

単価の動き ・業務用の販売においては引き続き高単価の商品がよ
く売れている状況である。

□

一般小売店［鮮
魚］（店員）

お客様の様子 ・魚価が高いため買物客が少なくなっており、ここ数
か月間景気が悪くなっている。飲食店も売上が伸びて
いない。最近ようやく魚価が下がり始めたが、前年や
前々年と比較すると５割以上高くなっている。漁獲量
の増加は厳しいが、精進していきたい。

□

百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・婦人衣料及びリビング関連の売上は改善傾向にある
が、紳士服や子供服及び食料品等の売上が催事も含め
て余り良くない状況である。部門別売上の好不調が
はっきりしている。

□

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・雨や寒波で来客数に影響が出たが、新生活や制服の
採寸会場では受付が集中している。家族での来店が多
く、受付や採寸、登録に長蛇の列ができ、また、全館
クレジット催事や物産催事、子供関連催事はお目当て
の商品を目指す家族連れでにぎわった。加えて、イン
バウンドの来店も依然多くなり、自家需要商材やし好
性の高いブランド品、舶来雑貨の売上が好調である。
販売数や来客数の減少を販売価格と客単価でカバーし
ている。

□
スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数推移に変動はなく、景気自体は変わらない。
インフレ傾向に変動がない限り、景気の変動も余りな
い。

□
スーパー（店
長）

単価の動き ・単価の上昇は継続しており、それに伴い可処分所得
の減少も続いている。また、景況感は良くないまま横
ばいが継続している。

□
スーパー（総務
担当）

販売量の動き ・米の値段が高騰し、各種食品価格が何度も値上げす
るなか、客の生活防衛意識はますます高まっており、
買上点数が前年を下回るペースで推移している。

□
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・悪天候が影響していると考えられるが、来客数が僅
かながら落ちているのが気になっている。しかし、こ
のところ急に暖かくなり、やや持ち直している。

□
コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・特に景気変化の要因がない。

□
コンビニ（店
長）

販売量の動き ・店舗立地の関係で売上にばらつきがある。加えて、
競合店や天候にも影響されている状況である。

□

コンビニ（エリ
ア担当・店長）

お客様の様子 ・１日を通しての来客数は前月と変わらないが、夕方
から夜の時間帯は客単価が高く、若干来客数は増加し
ている。朝や昼のピークは前月の来客数と比較すると
若干下火になっている。

□
衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・売上に変化はなく、２か月前から同じような状況が
続いている。

□

衣料品専門店
（取締役）

お客様の様子 ・例年３月は新年度に向けて買い足しや買換えの需要
が景気と関係なくあるが、今年は顧客が慎重になって
いるため、手持ちの衣類で済まし、買い足しを控える
傾向が見受けられる。

□
家電量販店（店
長）

来客数の動き ・前年も来客数が減少していたが、今年は更に来客数
が減っており、客足が戻らない状況である。

□
家電量販店（店
員）

販売量の動き ・販売量が変化する要因はないため、状況は変わらな
い。

□
家電量販店（従
業員）

販売量の動き ・季節要因ながら春の移動需要があるが、次いで買い
やまとめ買いなどの消費が減少している。

□
乗用車販売店
（役員）

来客数の動き ・決算セールが終了したため、来客数はやや落ち着い
ている。

□
住関連専門店
（経営者）

それ以外 ・店舗ではキャンペーンを行い良い結果が出たが、一
方で都市部でのキャンペーンは相変わらず良くない結
果となっている。

□
その他専門店
［コーヒー豆］
（経営者）

お客様の様子 ・客の様子から２～３か月前の状況と前年と比較して
も余り変わらない状況である。来客数、売上共に平年
並みである。
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□
旅行代理店（統
括者）

来客数の動き ・来客数の動きは、例年と比べ特段の変化がない状況
である。

□
タクシー運転手 お客様の様子 ・タクシーを利用する県外客は若干増加しているが、

天候の良い日が続いているため、全体の利用者数は余
り増えていない。

□
通信会社（役
員）

単価の動き ・高額プランから低額プランへの移行が続いている。
加入者層の高齢化の影響もあるが物価高の影響が強い
状況である。

□
ゴルフ場（営
業）

来客数の動き ・予約数や来客数共に変化はない。

□
競馬場（職員） 販売量の動き ・発売量はおおむね前年、前月と同様に横ばいで推移

している。

□

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・海外から当県に来て事業をしている人は非常に良い
生活をしており、海外の事業者にとっては景気が良い
状況である。一般人も苦もなく生活ができていれば景
気が良いと考えられる。

▲
商店街（代表
者）

販売量の動き ・客が購入するまでに時間がかかっており、結果的に
購入に至らないことが多い。加えて来客数が少ないこ
ともあり、販売量が減少している。

▲

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・気候も良くなり来客数や売上の増加を期待していた
が、物価高による買い控えが今も続いている。早朝の
スーパーマーケットでは食料品の特売に客が多くなる
が、衣料品等の買回品に関してはダイレクトメール等
で値下げのセール価格を打ち出しても客の反応は鈍い
状況である。午前中に食品を購入した客の多くはその
まま帰宅するため午後の商店街の人通りは激減し、昼
の飲食店も以前ほど客は多くない。

▲

一般小売店［青
果］（店長）

単価の動き ・前月は野菜の価格が高騰していたが、３月に入ると
かなり落ち着いている。しかし、その分単価が上がら
ず客の買い控えもあり、価格は安くなっているが厳し
い状況が続いている。

▲

一般小売店
［茶］（販売・
事務）

来客数の動き ・来客数はここ数年減少傾向にある。年金生活の高齢
者が多いため米と野菜の価格高騰で生活も厳しい状況
となっている。寒さのため外出を控える人も増え、来
客数も少なく売上も減少している。

▲
百貨店（企画担
当）

販売量の動き ・春休みや行楽シーズンに入り運動靴の売行きが良く
なると予測していたが、販売に苦戦している。

▲

百貨店（企画担
当）

販売量の動き ・国内客、海外客共に商品の購買量が減少している。
国内客は微減であるが、海外客に関しては２けた以上
のマイナスとなっており、単体でみると大幅に悪化し
ている。

▲

百貨店（業務担
当）

お客様の様子 ・例年になく天候要因による衣替え等が進まず、衣料
品に限らず春物への移行が鈍化している。また、米の
価格高騰や山火事など購買の動きを止める報道が多い
ため、客は購入を先延ばしにしたり旅行等をキャンセ
ルしたりする動きが見られている。

▲
百貨店（経営企
画担当）

お客様の様子 ・気温が上昇せず、３月に入っても降雪や悪天候が続
く等の気象条件も重なり、春物の動きが弱くなってい
る。来客数も前年を割る厳しい商況である。

▲
百貨店（営業企
画担当）

販売量の動き ・物価高の影響から消費活動が鈍化しており、特に高
額品のニーズの低迷が顕著である。

▲
スーパー（店
員）

お客様の様子 ・品質の高いナショナルブランド商品より、お買い得
感のあるプライベートブランド商品の方がよく売れて
いる。

▲
スーパー（経理
担当）

来客数の動き ・商品の１品単価が徐々に上昇している。また、電気
代等も上昇傾向にあり、2025年４月から値上げラッ
シュの報道もあるため、客は生活防衛傾向にある。

▲
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・物価高で買物客が減少している。

▲
衣料品専門店
（店員）

単価の動き ・冬から夏日となるような急激な気温変化で春物の
コートの販売期間が短くなり、例年より客単価が下
がっている。

▲
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・例年３月と比べて販売台数は下がっている。３か月
前の12月との比較では例年より販売台数が多くなって
いるものの、状況は悪くなっている。
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▲

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・卒業旅行のシーズンや春休み期間に入り利用者数は
増加しているが、12月との比較でみると利用者数が減
少している。要因としては、週末のイベント数が関係
していると考えられる。

▲
タクシー運転手 来客数の動き ・卒業、入学、歓送迎会、野球の開幕、花見等催物も

増え若干活気はあるものの、米を始めとする野菜の物
価高騰等により節約志向は続いている。

▲
ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・冬の韓国からの予約が落ち着いてきている。地元客
の予約は堅調に推移しているものの、月初めや月末の
予約が２～３か月前より僅かに弱くなっている。

▲

その他サービス
の動向を把握で
きる者［介護
サービス］（管
理担当）

それ以外 ・介護業界の人材不足が深刻となっている。他の業界
では大企業、中小企業共に大幅な賃上げが実施されて
いるが、介護報酬を主収入とする介護業界においては
価格転嫁ができないため、賃上げの財源の確保が困難
である。今後は他業界との賃金格差の増加により、人
材不足が一層進む懸念が出てきている。

▲

設計事務所（所
長）

単価の動き ・材料や製品単価の価格上昇が続いている。価格は上
乗せできるが、仕事の対価である人件費などは上がっ
てこない。併せて生活必需品の価格上昇も続いてい
る。

▲
設計事務所（代
表）

販売量の動き ・販売件数が減っている。

×
商店街（代表
者）

来客数の動き ・日用品を始めとする諸物価の上昇により節約感が広
がっているため、来客数や購買数が減少している。

×

その他小売の動
向を把握できる
者［ショッピン
グセンター］
（支配人）

販売量の動き ・年末まで販売量は順調に推移していたが、２～３月
にかけて苦戦している。前年同期は映画のヒット作に
よりシネコンが好調となり、それに加えて当市の
キャッシュレスキャンペーンにディスカウントストア
が対象となったことから、改装オープン後の2023年の
２月と同水準の売上を記録した。このような要因から
前年の売上は良かったが、今年は反動が生じているた
め苦戦している。

×

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・今月は来客数が非常に少ない月である。理由は不明
であるが、１月や２月はある程度の来客数があったも
のの、３月の中旬から下旬にかけて客の動きが今まで
になく悪い月である。

◎ ＊ ＊ ＊

○

農林水産業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・今月も鳥インフルエンザの影響による原料不足で販
売先に迷惑をかけている状況である。特に３月は異動
シーズンで会食を中心に需要が伸びる時期であるが、
機会損失が発生している。社内においては外部処理や
社内での工夫を行うことにより、売上計画を何とか達
成している。

○
電気機械器具製
造業（取締役）

取引先の様子 ・取引先全てではないものの、当社が扱う商材につい
て引き合いは強い状況である。

□

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・売上は前年度と変わらないが、地域全体としては若
干落ち込んでおり心配している。また、同業者の組合
関係でも３月は落ち込んだ状態が続いている。資材関
係では８月に原料となる陶土が値上がりするため、そ
の点も含め今後売上状況が懸念される。

□
一般機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・客や当社では年度末を迎え在庫調整を行っており、
今までより若干抑え気味の状態が継続している。

□
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・半導体関連の景気回復が進まず、受注量は減ったま
まである。加えて、今まで取引していた他業界もコス
トが下がったため、その悪影響が出ている。

□
輸送用機械器具
製造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・工場災害の影響を心配していたが、九州地域での生
産車種への影響はなく計画どおり推移している。

□
その他製造業
［産業廃棄物処
理業］

取引先の様子 ・顧客の生産状況は変わらず、依然として増加する見
込みがない。

□
輸送業（従業
員）

取引先の様子 ・繁忙期でもあるため、若干受注件数が増加してい
る。

□

輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・年度末のため通常月より荷動きはあるものの、当社
取引先では商材を絞り在庫をできるだけ減らし、適正
在庫にするよう努めている。加えて、人手不足等もあ
るため工場を閉鎖することで生産拠点を減らし、工場
の稼働率を上げている。

企業
動向
関連

(九州)
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□

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・公共工事は増加しているが、住宅販売は弱含みの傾
向である。一方、雇用者所得が増加傾向にあり、百貨
店やスーパーマーケット及びコンビニエンスストアの
売上が堅調に推移している。また、旅行関連等の観光
業の売上も増加している。

□
金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・借入金利の上昇や物価高の影響が継続しており、大
きな変化はない。

□

金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・物価高への対応として、食品スーパーマーケットで
は価格を抑えた小分け商品のアイテム数が増加してい
る。また、気温が暖かくなるにつれて、花粉症の目薬
や飲み薬に動きが出ている。しかし、観光客の客足は
比較的好調であるが、宿泊施設の人手不足は依然とし
て解消されていない。

□ 金融業（営業） 取引先の様子 ・天候不順の影響で消費は弱い状況である。

□
新聞社［広告］
（担当者）

受注量や販売量
の動き

・広告の出稿量が芳しくない。

□
広告代理店（役
員）

受注量や販売量
の動き

・依然として受注量や販売量が上向きになる要因が乏
しい。

□
経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

取引先の様子 ・取引先は特に変化がない業況である。

□
経営コンサルタ
ント（社員）

それ以外 ・決算期で外部との接触が少なかったため、現在の情
報は余りない。

□
経営コンサルタ
ント（社員）

受注量や販売量
の動き

・生活必需品以外は節約傾向であるため、買物する回
数も減少している。

▲

建設業（社員） 受注量や販売量
の動き

・官公庁の発注予定は発表されているが、発注にかな
り時間を要している。そのためまだ発注の告知がな
く、不安な状況である。手持ち工事分で、作業員が効
率よく作業できるように段取りを考えている。

▲

輸送業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・食品関係の出荷量は、今まで通常量だった事業者向
けが徐々に減少傾向となっており、家庭用は相変わら
ず減少傾向にある。また、その他の出荷量等について
も低い水準のまま推移している。

▲
金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・日本銀行の金利引上げと物価高、人件費の高騰によ
り、取引先の経営者のマインドは全体的に下がってい
る。前向きな投資に関する話は少ない。

▲
不動産業（経営
者）

競争相手の様子 ・同業他社の倒産が増加しており、景気の良い話を聞
かない。

▲

広告代理店（従
業員）

受注価格や販売
価格の動き

・当社の売上は前月比及び前年比でマイナスとなって
いる。新聞の部数減による売上減少と、顧客の新聞折
込広告の費用対効果が以前ほど出なくなったことが大
きな要因である。また、大手企業の給与は上がってい
るが、中小企業との格差がますます広がっている。

▲
経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

取引先の様子 ・この時期を例年と比較すると、期待していたほど景
気は良くなっていない。

▲

その他サービス
業［コンサルタ
ント］（代表取
締役）

取引先の様子 ・市町村からの調査や計画、設計の業務委託につい
て、３月に入ると予算の議会承認を見越して新年度業
務のプロポーザルの案内や指名業者選定の見積依頼等
が行われる。今年度は新年度業務のプロポーザルの案
内等が減少していることから、景気は下向きである。

×

繊維工業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・国内の賃金上昇の影響でより安価な海外生産に切り
替えることになるため、バブル崩壊後と同じ状況とな
り、閉鎖する工場も増加することになる。その上エネ
ルギー価格も値上げしているため、中小企業にとって
は深刻である。

×
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・主要取引先からの受注が現在低調に推移している。

◎ － － －

○
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人数は３か月前から約２割増加しているが、前年
と比較すると３割ほど低下している。年度末であるが
求人数も少なく、求職者の動きも鈍い。

□

人材派遣会社
（社員）

採用者数の動き ・求人数は増加傾向であるが、求職者の意向と企業側
の条件等が合わずに雇用数の増加にはつながらなかっ
た。新年度のベースアップには金額幅はあるが、大半
の企業が前向きに検討しており、改定額は景気が悪い
なかでも良い傾向である。

雇用
関連

(九州)
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□
新聞社［求人広
告］（社員）

それ以外 ・年始や年度の替わり目であっても特に好材料を実感
できない状況である。

□

職業安定所（職
員）

それ以外 ・有効求人倍率は横ばいであるが、財務支局や日本銀
行では景気は緩やかに回復していると考えている。一
方、求職者を始めとする県民の意識としては物価上昇
により消費マインドが悪くなっており、両者にかい離
がある状況である。

□

民間職業紹介機
関（職員）

それ以外 ・大学３年生の３月から求人情報の提供という国の指
針にもかかわらず、新卒の採用活動の早期化から、現
時点で前年以上に内定を得ている学生が多い。そのた
め、この時期に就職合同説明会を開催しても学生が集
まらない状況である。リーマンショック前より、就職
環境は良くなっている。

□

学校［大学］
（就職支援業
務）

求人数の動き ・2026年卒業者対象の企業の採用活動が本格化する時
期に入り、どの業種においても、一部の大手企業を除
き人材獲得に苦戦している。既に内定を得ている学生
もおり、早期選考が前年度より更に増加している。

▲

新聞社［求人広
告］（担当者）

雇用形態の様子 ・若年層の退職者が多く、人手不足が顕著になってい
る。特に売上が伸びない企業では人員の補充ができ
ず、再雇用者を更に延長する会社が目立っている。雇
用の機会はあるが、本来は消費に回るべき世代が安い
賃金で働いている状況である。

× － － －

　12．沖縄（地域別調査機関：一般財団法人南西地域産業活性化センター）
（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）
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◎
コンビニ（経営
企画担当）

来客数の動き ・前年と比較しても観光客だけではなく地元客の人流
も増えており、来客数は増加している。

◎
その他専門店
［陶器］（製
造）

販売量の動き ・定番商品の売行きが良い。春は陶器業界が忙しく、
客先もとても忙しそうにしており、景気の盛り上がり
がみられる。

○
百貨店（経営担
当）

来客数の動き ・ホワイトデーで返礼ギフトなどの購入目的で来店す
る客が増加している。

○
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・外国人観光客が増えており、来客数は増加してい
る。

○
家電量販店（営
業担当）

単価の動き ・携帯電話やエアコンの単価が大きく伸びたことで、
全体の売上に貢献している。

○
一般レストラン
（代表者）

来客数の動き ・歓送迎会による来客数が増加したことで売上が伸び
ている。

□
一般小売店
［酒］（店長）

単価の動き ・物価上昇が止まらず、対策がない状況である。

□
乗用車販売店
（経理担当）

お客様の様子 ・来客数や成約数が安定している。

□
住宅販売会社
（役員）

お客様の様子 ・繋忙期のため賃貸物件の入退去が多いものの、賃貸
物件の供給が少なくなっているため、例年より落ち着
いている。

□
住宅販売会社
（営業担当）

単価の動き ・単価の上昇に一服感があり、人手不足も落ち着きが
みられる。今後は現在の状況が続く見込みである。

▲
スーパー（企画
担当）

販売量の動き ・売上は前年並みだが、価格高騰で節約志向が高ま
り、販売点数が前年を下回っている。

▲
衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・販売量、来客数共にわずかに減少している。

▲
観光型ホテル
（企画担当）

販売量の動き ・12月の販売室数が前年比28％増加なのに対し、３月
は前年比８％増加で、プラス幅が小さくなっている。

▲
旅行代理店（マ
ネージャー）

お客様の様子 ・年度末の予算削減により出張手配も少なく、春休み
の特需もみられない。新年度に向け一段と厳しい状況
が続くとみている。

×
その他飲食店
［バー］（経営
者）

来客数の動き ・来客数が少ない上に単価も伸びない。仕入価格も全
体的に値上がりして厳しい状態が続いている。

◎ － － －

○
窯業土石業（取
締役）

受注量や販売量
の動き

・下半期は公共、民間共に受注が増加し、売上は前期
比で増加見込みである。

□
食料品製造業
（役員）

受注量や販売量
の動き

・米や野菜類の値上がりの影響からか、食品関連、特
に副食の動きが鈍い。

▲ ＊ ＊ ＊

家計
動向
関連

(沖縄)

企業
動向
関連

(沖縄)
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× － － －
◎ － － －

○

求人情報誌製作
会社（営業）

求人数の動き ・３か月前の12月と比較して求人数は増加している。
特に作業、軽作業関連とレストラン、カフェ関連、派
遣の求人が増加している。前年同月比では、やや増加
傾向にある。

○
学校［専門学
校］（就職担
当）

求人数の動き ・前月に続き新規の問合せが多く、業界全体で人手不
足であるが、企業側も求人を選定している。

□
人材派遣会社
（総務担当）

求職者数の動き ・求人案件に対して求職者の動きが鈍い。４月以降の
求職者数の動向に注視している。

□
学校［大学］
（就職支援担
当）

それ以外 ・報道では、景気は好転していると耳にするが、米ま
で高騰しており家計圧迫は強まっているとみている。

▲

人材派遣会社
（経営者）

それ以外 ・例年この時期は派遣料金の見直しや、料金交渉が多
く、中央政府では賃上げによる実績を出しつつあるな
か、今までは応じていた賃上げを渋る派遣先が増加し
ている。

× － － －

雇用
関連

(沖縄)
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